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　　　プロローグ





　カツ、カツ、カツ……。

　冷たい石いし畳だたみを踏ふむヒールの靴くつ音おとが、岩がん壁ぺきに反はん響きようする。

「これで準備万ばん端たん整いましたわ」

　歩き回るシルエットの一人が、高らかにそう宣言した。それを受け、直立静止している人ひと影かげも口を開く。

「予定通り、カゼハラナギトのせがれを呼び寄せることに成功したわけですな」

「このような……、騙だまして試ためすような真ま似ねは気が引けるのですがね」

　三人目の影かげは言いながら、祭られた三体の神像を興味深そうに見上げている。

「まあそう仰おつしやらずに。これも王国の、ひいてはこの世界のために避さけては通れない道なのですから」

　いささか大おお袈げ裟さとも取れる発言にも、肩かたをすくめるような者はいない。大気がひんやりと研とぎ澄すまされて感じられるのも、この場所のせいだけではないらしかった。

「能力の発現には、姫ひめとの契けい約やくが不可欠だということですが……」

「それは大だい丈じよう夫ぶでしょう。若くて健康な男女なら、すぐに望みの成果が得られますよ」

「火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのパワーがあれば、今後の過程が円えん滑かつに進むことは間ま違ちがいありません」

　相手の表情さえ窺うかがうことのできない暗がりの中で、ほとんど灯あかりも持たずにいるのは人目を憚はばかる理由でもあるのか。だがそもそも、ここを訪おとずれる者などないに等しいのだ。

「とはいえ皮肉なものですね。こんな夢物語のような計画を大の大人が集まって、真しん剣けんに議論せねばならないとは」

「あら、センセイらしくもありませんわね。そのお言葉はご自身の存在意義をも否定しかねないのではありませんか？」

「ははは、手厳しいですな……。しかしそのとおりだ」

「我々はもう後には戻もどれないのです。ここからは、一層の決意で臨のぞまねばなりません」

「うむ」

「覚かく悟ごしていますわ」

　会話する声と足音が遠ざかっていく。彼かれらが退場すると、人間の体温を懐なつかしむこともなく、眠ねむれる神しん殿でんは冷え冷えと悠ゆう久きゆうの時を刻む作業へと戻るのだった。










　　　第一章　女め神がみと姫と騎き士しの島





　ザァ……ザザァ……。

　なんだろう？　遠くから、波の音が聞こえる。辺りは一面の暗くら闇やみで、風も感じられない。

　ザァ……ザザァ……。

　天地の上下もわからない空間に、放ほうり出だされたみたいな気分。なのに、波の音だけは、だんだんと近くなってくる。

　そして。

「……さん、みなとさん」

　美しくて優やさしい声が聞こえる。

「……と、みなとっ」

　美しくて凛りんとした声が聞こえる。

　初めて聞く声。だけど、どこか懐かしい声。俺おれを呼んでいるのか……？　記き憶おくを超ちよう越えつした記憶。ＤＮＡの奥おく底そこから響ひびいてくるような……。



「みなと、湊みなとぉっ」

　まただ。

　なぁ、きみは誰だれだ？　どうしてそんなに、俺を呼び続けているんだ？

「湊っ、いい加減に起きろぉ！　おいこらっ、風かぜ原はら湊ぉ～っ！」

　そんな乱暴な声に続いて、ペチペチと、俺の頬ほっぺたを叩たたく柔やわらかい手のひらの感かん触しよく。

　あれ？　この感じには覚えがあるぞ、俺？

　俺がまだガキだった頃ころに、毎日のように行われていた日常の営み。

　そう……これは……、って、あれ？　ここは、どこだ？　今は……、何時だ!?

　ばちっと俺は大きく目を見開いた──、瞬しゆん間かん。

　ズドンッ。

「ぐぼぁぁっっっ!?」

　いきなり、鳩尾みぞおちにエルボーがかまされ、俺の視界に星がまたたく。激しくむせ返りつつ、見上げると……。

「おっ、やっと起きたか、この寝ぼすけ。いくつになっても進歩のないやつだなぁ」

「うわぁっ!?　ちっ、近いっ！　顔が近すぎだぞ、茜あかね！」

　ツインテールの髪かみの端はしが、俺の鼻先を掠かすめる。くりくりとした瞳ひとみに、鼻はあまり高くはないが、健康的な頬ほおと唇くちびるの色、愛あい嬌きようのある庶しよ民みん的てきな顔立ち。まぁ、可愛かわいいと言っても差さし支つかえないだろう。

　えんじ色のブレザーが申し訳程度にささやかに、胸部で曲線を描えがいている。上着と同色のプリーツスカートから覗のぞく太ももは、いい具合に引ひき締しまっていてみずみずしさがたまらない。って、いやいやいや、そんなイヤラシイ目で見るつもりはないのだ。

　なぜなら俺を覗き込むようにして満足そうな笑え顔がおを浮うかべていたのは、このたび久々に再会を果たした俺の幼なじみ、野の々の山やま茜だったのだから。

「おいおい～、転校初日から遅ち刻こくするつもり？　あたしが引っ越こししてから、いったいどんな生活をしていたことやら～♪」

　茜のやつめ、朝っぱらから憎にく々にくしい。まったく、なんという凶きよう暴ぼう性せいだ。

　まだ痛みの残る胸部を擦さすりながら、俺は不ふ機き嫌げんな思いでベッドの上で半身を起こした。

「おまえこそ、口うるさいところは昔のまんまだよな。一いつ瞬しゆん、もしかして俺の嫁よめだったっけって思っちまったぜ」

　俺は当然、嫌いや味みのひとつでも言ってやることにしたのだが、

「えっ!?　ぁ、う……」

　なぜか茜は、急に顔を赤らめ、口ごもってしまう。

　んん!?　そこはすかさず全力で否定するところじゃないのか……!?

　茜の見事なまでのうろたえっぷりに、俺にも動どう揺ようが感かん染せんしそうになる。

「ま、まぁ、なんだな、五年ぶりだっけか？　お互たがい、知らない間にけっこう成長したってことだよ、なぁ？」

　なんとか誤ご魔ま化かそうと、俺はぺらぺらと舌を動かす。

　だが、そのあいだにも、茜の慎つつましやかにも膨ふくらんだ胸むな元もとや、丸みを帯びた腰こしのラインに意識が行ってしまう……！

「う、うん……、まぁ、そうよね」

　一方、茜はというと、柄がらにもなくしばし俯うつむいてもじもじしてはいたものの、ようやくニカッと笑ってみせてくれた。おかげで俺も、平常心に戻れるってものだ。

「そういえば……、茜が急に外国に引ひつ越こすって聞いたときには、びっくりしたよなぁ」

　俺は、あの頃の記憶を呼び起こしてみる。

「うん、あたしもね、本当は日本を離はなれたくなかったんだ……」

　珍めずらしくしんみりした口調で、茜が言った。

　引越し当日、人目も憚らず、二人してわんわん泣いていた姿が思い出される。

　あの頃の茜は、すごい男おとこ勝まさりで、俺も含ふくめた男子のグループに混ざって遊んでいたのだ。

　俺と茜は、物心ついたときから、まるで兄妹きようだいみたいに、何をやるのも一いつ緒しよだった。

　だから離れ離ばなれになるって知らされたときには、まるで自分の半身を失ってしまったみたいで、しばらく心にぽっかり穴が開いたような気分だったのをよく覚えている。

「あ、でも、今はここ、気に入ってるんだよ？　すごくいいところだから、湊もきっと、気に入ると思う」

「そっか、まぁ、俺にとってはまだ右も左もわからない異郷の地だ。案内とか、よろしく頼たのむぜ？」

「うん、任しといてっ」

　茜は嬉うれしそうにウインクする。

「でもまさか、湊がこうしてこっちに引越してくるなんてね……。ふふ、あたしが日本に帰ることは考えてたけど、湊がこっちに来るなんて思ってもみなかったわ」

　それは俺も同感だ。

　正直、茜がどこに引越したのかだって、ガキだった俺は、よくわかってなかったんだよなぁ。

　あれ？　俺ってもしかして薄はく情じようなやつなのか？　それなのに、茜のやつときたら……。

　俺が昨日の夕方にこっちに着いたら、港まで迎むかえに来てくれてたし。そのまま俺の部屋で、夕飯も作ってもらっちまったし。

　荷物の整理だって、夜よる遅おそくまで手伝ってくれた。いきなり世話になりっぱなしだ。

　こうやって、会話も五年間のブランクを感じさせないくらいまで、調子が戻ってきた。

　幼なじみっていいもんだよなぁ。

　俺はしみじみと、大きくなった茜の姿を見つめなおした──、そのときだった。

　コンコンッ、ガチャリッ。

　ノック音の直後、突とつ然ぜん部屋のドアが開き……。

「!?」

　メイドさんが……、ショートカットの可愛らしいメイド姿の女の子が、スゥッと室内に入ってきたのだ。

　清楚な白いエプロンに、黒いスカートとニーソックスの絶対領域が素晴らしいコントラストを醸し出している。それにしても、すごい美少女なのに表情が乏しいせいで、動かないでいたら人形と見間違うかもしれない。

「えっ、あれっ？　ゆ、雪ゆき花かじゃないっ、なんでここにっ!?」

　少女の顔を見るなり、茜が名前を呼ぶ。

















　茜の知り合いなのか？　しかし茜は、俺と謎なぞの少女に対し、交こう互ごに戸と惑まどいの視線を向ける。

　ってことは茜が連れて来ていたわけではないみたいだ。もちろん俺にとってはまったく見知らぬ相手で、何がなんだかわからない。

「風原湊様ですね？　ご挨あい拶さつに参りました」

「えっと、その、キミは？」

「失礼致いたしました、私、月げつ桂けい院いん雪花と申します。本日より、湊様がお仕えになられます、姫ひめ様さまたちのお世話係をしております」

　メイド姿の女の子は、そう名乗った。

「え!?　姫様って、ソフィア様とマリー様のこと!?　えええええ～～～～～!?」

　茜が絶ぜつ叫きようする。

「そっ、それに湊っ、姫様たちに仕えるって、どういうことなのっ!?」

　ぐはぁっ！　面めん倒どうなことになった。

　その話……、茜のいるところではして欲ほしくなかったぜ。

「ちょ、ま、待て待て！　ほら、時計見ろ時計！　とっ、とにかく、もう出ないとマズいんじゃないか!?」

　俺はなんとかこの場を誤魔化そうと試みる。

「なるほど、そのとおりですね。それでは湊様、どうぞこちらへ。朝食の用意ができておりますので」

　メイド少女は、この家の間取りを熟知している風情ふぜいで、淡たん々たんと俺にそう勧すすめてきた。

「おわっ、いつの間に!?　しかも、なんで俺に無断で勝手に作っているんだっ!?」

「はい、姫様より湊様の生活をサポートするよう仰おおせつかっております」

　と、そこでメイド少女はチラッと茜を見やり、

「登下校の送そう迎げいと食事のご用意は、必要なさそうですか？」

　なぜか俺ではなく茜に確かく認にんを取るのだった。

「そっ、そうねっ、それくらいの面倒ならあたしが見れるからっ」

「い、いや、だからさ？　二人とも、厚こう意いはありがたいんだけど、今はそんなこと話してる余よ裕ゆうないんじゃないかな……？」

「はい、そう思いまして、トーストのみをご用意させていただきました。どうぞ、食べながらご登校くださいませ」

　寝しん室しつの隣となりはリビングダイニングになっているので、扉とびらが開けられた途と端たん、こんがりと焼けた食パンの香こうばしい匂においが漂ただよってくる。この家の部屋数はその二つだけで、あとはキッチン・バストイレ付きという小さな平屋の一戸建てだ。それでも一人で暮らすには十分に贅ぜい沢たくってもんだろう。

「そ、そりゃあ、どうも……。ああ、まぁそれはいいから、二人とも、先に部屋を出ててくれないか？」

　そう尋たずねる俺に、二人の女の子はきょとんとした表情で首を傾かしげる。

「いや、その……、そこにいられると、着き替がえができないんだが……」

　それを聞いて、メイドの女の子は目から鱗うろこが落ちたかのように、こくんと頷うなずく。

　一方の茜は、じ～っと俺の身体を上から下まで、穴が開くほどに凝ぎよう視ししていた。

　な、なんだ？　俺の身体に興味があるのか……？　ま、まぁ、幼なじみの第二次性せい徴ちようってやつは、俺としても少なからず気になるところではあるが……。

　俺はその視線に対して、慌あわてて、自分の下半身を掛かけ布団ぶとんで覆おおいなおした。

　そこで茜は、やっと我に返ったようだった。

「ばっ、ばかぁっ！　どうせその布団ふとんの中の物も、膨ぼう張ちようさせちゃってるんでしょぉっ!?」

　茜は不必要に赤面しながら、不必要にはしたない発言を飛ばす。

　そういえば茜は昔から、よくこうやって墓ぼ穴けつを掘ほるやつだった。

　やれやれ、いったい何を想像したことやら。わかっているなら、もっと察しろよと言いたい。朝なんだから、男の生理現象なんだから。

「ほ、ほんっと、あんたみたいなエロダメ幼なじみっ、世話が焼けるったらありゃしないわっ！」

　逃にげるように、捨すて台詞ぜりふを残して、足早に茜が退室する。

「それでは湊様、後ほどまた、学園でお会いしましょう」

　メイドの女の子は、至し極ごく冷静な態度で後に続いた。

　こうして俺の、慌あわただしくも新しい生活が、幕を開けようとしていた。



　　　　　◇



　サクッと、トーストを頬ほお張ばる。

　万まん遍べんなく塗ぬられた芳ほう醇じゆんなバターの香かおり。こんがりキツネ色に焼かれた食パン。

　雪花の──あのメイド少女の用意してくれたこの朝食は、完かん璧ぺきな味わいだった。

　それを今、俺は歩きながら完食。

　そして頭の中では、どうしてこんなことになってしまっているのかを反はん芻すうしていた。

　事の発ほつ端たんは、五日前の親父おやじの一言だった。



「湊、おまえ来週から転校な、手続きはもう全部済ませてあるから」

　クソ親父に、いきなりそう切り出されていた。

「はぁ？　何言ってんだ？　寝ね言ごとは寝ねてから言ってくれよ」

「シャルスティア王国、知ってるか？　話したことあるかもしれんが、父さんが昔住んでいた国だ」

　何かを懐かしむように親父は一瞬、遠くを見つめる。

「いいところだぞ～、空も海もすっげーきれいだぞ～？」

　だがしかし。

　自分の生活を著いちじるしく捻ねじ曲まげられてまで、中年の感傷に付き合ってやる筋合いはないはずだ。

「おいこら、俺の言ったことはスルーですか!?　人を無視して、自分の都合のいい話だけ進めるんじゃね～～～っ！」

　俺は声を大にして、断固たる抗こう議ぎの意を唱える。

「ん？　どうした湊？　カルシウム足りてるか？」

　クソ親父は、のほほんと聞き返す。

「いやいやいや、あんたと暮らしてるとカルシウム一トンでも足りないと思うぞ！」

「まぁまぁ、何をイライラしてるのかわからんが、父さんの話を聞きなさい……」

　そう言って親父は、神しん妙みような面おも持もちで語り始めたのだった。

　それは、かつて聞いたことのある内容だった。すっげーガキの頃、寝る前なんかによく親父が話してくれたもんだ。幼心に俺はてっきり、親父の創作だと思っていたんだが……。マジ、なのか？

　俺は耳に入ってくる言葉に、唖あ然ぜんとするほかなかった。

　シャルスティア王国。

　日本から遠く離れた、海洋の島国。

　大航海時代以降、ヨーロッパ列強の植民地になっていたこともあったらしい。

　しかし、すぐに独立を取とり戻し、第二次大戦以降、日本との交流も盛んになったという、王権国家。最近では留学生の交こう換かんが頻ひん繁ぱんに行われていて、日本人の割合が結構高かったりする。親父はそこで、王国騎士なる仕事をしていたのだそうだ。

　この二十一世紀のご時世に、『騎士』ってなんだよって思うところだが。

　親父が言うには、本当にその国にはそういう職業が今もあるのだという。

　そしてこのたび、遥はるか遠くの王国から、親父に対して騎士への再就任要よう請せいがあったのだそうだ。

　だが、さすがにもう若くないから、と親父自身は断ったらしい。

　そう、『親父自身』は、だ……。

　かわりに、自分の息子むすこを推すい薦せんしたところ了りよう承しようされた、と親父は言った。

「はぁ!?　それはつまり、俺にその、騎士をやれ、ってことか!?」

「うん」

「うんっ、てアンタ、アホの子か!?　いや、アホの親か!?　ってそれは今さら言わなくてもわかってることだが……。じゃなくて！　断る！　断じて断るぞ、俺はっ!!」

「でも、もうお金貰もらっちゃったし」

「はぁぁ!?　じゃあ返せよ、すぐに、速そつ攻こうで返せよ!?」

「でも、もうお金使っちゃったし」

　てへっ、という感じで、親父は軽く舌を出し、頭を掻かいたのだった。



　　　　　◇



「ねぇちょっと、湊っ、さっきの話、どういうことなのぉっ？」

　そして俺は今こうして、親父の口から以外聞いたこともなかった、シャルスティア王国の地を踏ふみしめている。

　本当に実在してたってことが、とにかく驚おどろきだぜ。

　まぁ、ナントカ諸島とか、ホニャララ環かん礁しようとか、こういう小さな島国って、教科書にもほとんど出てこないし……。世界地図でもどこにあるのか、すぐには指差せなかったりするけどなぁ。

　五年前までの幼なじみ、野々山茜がこの国で暮らしていることも、実は昨日知ったくらいだ。

　だから、いきなり迎えに来てくれたときは、びっくりした。

　親父は事前に聞かされていたらしい。かつて家が隣となり同どう士しで家族ぐるみの付き合いをしていたしな。

　そのときに親父のやつ、『息子のことよろしく頼みます』とかなんとか言ったんだろう。

　それでいい気になった茜が、ガキの頃みたいにわざわざ部屋まで俺を起こしにきたってわけだ。

「もう、なによ、黙だまりこくっちゃってさ。久しぶりの再会なのに、つきあい悪いぞぉ……」

　隣では茜が少し淋さびしそうにつぶやいている。

「す、スマン、俺としても、ちょっと頭の整理がだな……」

　必要なのだ。

「まぁ、それなら、しかたないけど……。後でちゃんと話してよね」

　茜はけっこうすんなりと納なつ得とくしてくれる。いいヤツだ。

「あれ？　そういや茜がシャルスティア王国に引っ越したのって、茜の親父さんの仕事の都合だっけ？」

　俺はふと湧わいた疑問を口に出だした。まさか茜の親父さんまで、元騎き士しだったなんてことはないよな。

「うん、ウチのお父さん、学者さんだから。埋まい蔵ぞう資源に頼たよらない新しいエネルギーの開発研究だっ、て五年間ずっと張り切りっぱなしよ」

　茜はちょっと照れくさそうに答える。さすが茜の親父さん、やっぱり我わが家やの穀ごく潰つぶしなんかとは違ちがって、至極まっとうな感じだ。

「へぇ～、けどそんなもんを研究するのに、この国とどんな関係があるんだ？」

「ん……、それはそのうちわかると思う、この島にしばらく住んでいればね」

　なぜか茜は、少し思わせぶりな口調で締めくくるのだった。



　それにしても学園へと続くこの道、けっこうな急きゆう勾こう配ばいだよなぁ。

　これを毎日往復するのって、かなりの重労働なんじゃないか？

　俺おれは思わず、登ってきた坂道の後ろを振ふり返かえる。

　ザァッと、吹ふき抜ぬける潮風。

　真っ青な空と、白い雲。

　そして、一面の水平線まで広がる、コバルトブルーの海。

　俺が立っているのは、お洒落しやれな白い石いし畳だたみが敷しき詰つめられた坂道だ。

　正直、嫌いや々いやながらやって来た俺ではあるが、ここは本当に日本じゃないんだっていう、心細いような、ワクワクするような気分が勝手に湧きあがってきてしまう。

「おお～い、茜ぇ～っ！」

　そこに。

　ぱたぱたと子供みたいな足音を響ひびかせ、息を切らせながら、茜と同じ制服を着た女の子がひとり、駆かけ上あがってきた。

「あっ、桜さくら子こ、おはようっ」

「うん、おはよ～」

　桜子と呼ばれた少女は、ひらひらと手を振りながら、ゆるい笑顔を向ける。

「あ～、この子がもしかして茜の幼なじみの……湊くん？」

　どうやら茜の友人みたいだ。

　俺の名を知っているということは、茜からあることないこと吹き込まれていたりするんだろうか？

　俺は内心冷や冷やしつつ、平静を装よそおう。

「ああ、風原湊だ、よろしくな」

「私は硯すずり桜子、よろしくね～」

　茜や俺と同じく、まんま日本人か。

　なるほどこの国は、外国なのに日本人が多くて、そういう点では心強いかもな。

「茜のことは名前で呼んでるんでしょ？　私も一緒でいいよ～？　私も、湊くんって呼ばせてもらうから～」

　桜子と名乗った少女は、笑え顔がおでそう続けた。

　おお、ふにゃふにゃしてるようで、なかなか気安いやつじゃないか。これなら俺もすぐに打ち解けられそうだ。

　と、思ったそばから、

「桜子、自分を大事にしなきゃダメよ、こいつに名前なんかで呼ばれたら、一秒で妊にん娠しんしちゃうんだからねっ」

　茜が意味不明の、要いらない茶々を入れてくる。

　俺は言こと霊だまに卵を乗せて産みつける、新手の侵しん略りやく型地球外生命体か!?

「茜……、それが本当なら、おまえはすでに一万回は軽く出産を経験しているはずだぞ？」

「あたしは長いつきあいのせいで、あんたに耐たい性せいがついてるから平気なのっ」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよ、私、茜から湊くんを取ったりしないよ～？」

　そう言って桜子はけらけらと笑った。

「いやいや、待ってくれ、桜子。言っておくが、俺は決して、茜の所有物ではないんだぞ？」

「あれ～？　いいの～？　茜～、湊くん、こんなこと言ってるよ～？」

「いっ、いいんじゃないっ!?　あたしたち、ただの幼なじみだしっ！」

「ほら～、湊くん？　茜ってば、ご機き嫌げん斜ななめになっちゃったよ～？」

　この桜子って娘こは、場をかき回すのを趣しゆ味みにしているのか……？

　まぁ、そのおかげでこうしてにぎやかになって、いいのかもしれないけどな。

「そ、それはマズいな。なにせこちとら、茜に通訳してもらわないと、こっちの言葉だって全然わからない状態だからなぁ……」

「あははっ、湊くんもできるだけ早くシャルスティア語に慣れた方がいいかもね。生徒の中にも日本人はけっこう多いから、日常生活ではそれほど困らないと思うけど」

　桜子がすかさず返答する。

　やっぱり、二人からもっとシャルスティアのことを色々と教えてもらわないといけないようだ。この通学時間も、有効に使わなければ。

　俺たち三人は、こんな調子でわいわいと進んでいくのだった。



　　　　　◇



　ようやく坂の上に、大きな建物が見えてきたところで、少し人だかりができているように見える。

　あれが今日から俺が通うことになる、シャルスティア王国王立プリムヴェール学園のはずだから、ちょうど正門のあたりなんじゃないだろうか。

　ざわざわざわ……。

　近づくにつれ、辺りがだいぶ騒さわがしくなってくる。聞き慣れないノイズのような外国語に混じって、よくわかる日本語も耳に飛び込んできた。

「おい、珍めずらしいな、ドレス姿の姫様だぜ」

「ホントだ、なんで今日の姫様、制服じゃないんだ？」

　集まっているのは当然みな同じ制服、学園の生徒たちで、その中の日本人らしき男子数名が囁ささやき合っていた。

「そうだ、湊っ、あんた朝、今日から姫様たちに仕えるって言われてたけど、どういうことなのかちゃんと説明しなさいよっ」

　おかげで、茜までが思い出さなくていいことを思い出してしまったじゃないか。

「そ、それはだな……」

　なんと答えたものか、俺が窮きゆう地ちに立たされかけた、そのときだった。

　正門へと続く人ひと垣がきが左右に割れていく。

　その中から、こちらに歩いてきたのは──さっき俺の部屋に現れた、あのメイド姿の女の子だった。

「お待ちしておりました、湊様。さぁ、姫様がお待ちかねです」

　軽く会え釈しやくをして、俺についてくるように促うながす。

　なんだかマズい展開だ。

　ああ、俺はただ日本で、平へい穏おんに日々を過ごしていたかったのに。

　あの、クソ親父め……。

　胸の中で悪態をつくも、俺は素す直なおに従ってしまうのだった。



　学園の正門をくぐる。

　草木の生おい茂しげる、緑豊かな校庭。

　広大な敷しき地ち。

　青々とした一面の芝しば生ふの中央に、やはり白い石畳の道が、どこか宮きゆう殿でんのようにも見える、立派な校舎へと伸のびていた。

　雪花の先導で、俺と、その後ろの茜と桜子は、やや緊きん張ちようの面持ちでついていった。その先には道を塞ふさぐように、初めて会う、そいつらが、ドーンと待ち構えていたのだ。

「カゼハラミナト！」

　いきなり、俺の名が呼ばれた。初対面のはずの相手の口から。

　凛りんとした美しい声──よく通る、人を惹ひきつける声だった。

　きらびやかなドレスに身を包つつんだ美少女。

　自信に満ちた大きな瞳。すらりと伸びた手足とは対照的に、グラマラスな胸がなんとも悩ましい。なのに高貴なオーラが彼女の周囲を照らしているように感じられる。

　まっすぐなスカイブルーの色の髪かみは肩かたにかかる程度の長さだ。

　その少女の頭部には、けっこう大おお粒つぶのサファイアと思われる宝石を散りばめた、とても高価そうな銀色のティアラが輝かがやいている。

　そんな今まで見たこともない光景に、俺はしばし息をするのも忘れ、見とれてしまう。

　──そのとき、スッと、同じような姿の、容姿もまったく引けをとらない美少女がもうひとり、俺を呼んだ美少女の隣に並んだ。

　慈愛に溢れた大きな瞳。やはり華奢な肢体なのに、さらにボリューム感のある圧倒的なバスト。なのに彼女の全身は、清らかでやわらかな光に包まれているみたいだ。

　ふんわりとしたコバルトグリーンの色の髪が腰こしのあたりまで流れ、やはり同形の、エメラルドを散りばめたティアラが載のっている。

「ヨウコソ、ミナトサン」

　優やさしい、美しい声。

　俺の目の前にたたずむ、二人の姫ひめ君ぎみ。

　親父に聞かされていた、まるで夢物語のような話は、ここでも現実として形となったわけだ。

『シャルスティア王国には、女め神がみの加護を受けた、奇き跡せきの業わざを行う姫ひめたちがいる』──親父は、そんなことを言っていた。

　と、そのとき、

「◎△□☆◇○▽？」

　セミロングの方の姫ひめ様さまが、何事かを俺に話しかけてきた。……ようなのだが、その言葉はまったく聞き取れない。

「えっ……？」

　俺は面喰くらって思わず聞き返してしまう。

「◎△□☆◇○▽!?」

　もちろん二度言われてもわからないものはわからない。これって、シャルスティア語なのか!?　俺は困こん惑わくし、助けを求めるように茜の顔を覗のぞき込んだ。

「『そなた、シャルスティア語は喋しやべれるのか？』って……」

　すかさず茜が通訳してくれる。

「※＠＄％＃」

　しかし、そんな俺たちのやりとりを見て、セミロングの姫様は失望した様子で髪の長い姫様に振り返り文句を言っているみたいだ。

　すると、髪の長い姫様がついっと俺の正面に歩み出た。姫様はじっと俺を見つめる。こんな美少女に穴が開くほど視線を向けられるなんて経験のない俺は、

「あっ、とと、なっ、なななな、なんでしょうかぁ～!?」

　ドギマギして裏返った声を上げてしまう。

　だけど姫様はそんな俺に対しにっこりと微笑ほほえむと、スッと伸ばした自身の人差し指をその淡あわい薔ば薇ら色いろの唇くちびるにそっと当てる。そして大粒の宝石のような瞳ひとみをようやく閉じ、呪じゆ文もんのような言葉を二三言呟つぶやいた。

　俺はその不思議な仕草に見入ってしまう。

　数秒後、再び目を開いた姫様は、あまりにも自然な、流れるような動作で俺の頬ほおに両手のひらを添そえた。

　しっとりと吸いつく触さわられ心ごこ地ちにとろけそうになる。と、その瞬しゆん間かん、姫様の顔が俺の視界いっぱいに飛び込んできたのだ。

　かするくらいの、ほんのわずかな接せつ触しよくだったわけだが、唇と、唇が……。あれれ？　今のって、姫様が……、俺に、キスしたのかっ!?

「なっ……、何やってんですかぁっっっ!?」

　茜が真っ赤になって叫さけんでいる。ってことはつまり、キスは俺の錯さつ覚かくではないのだろう。

　周りを見れば、姫様たちに憧あこがれているのであろう男子生徒たちが、悔くやしがっているのも見える。

「ふむ、手間を取らせおって。それでは仕切り直しといくかの」

　そんな男たちの悲しみをよそに、セミロングの姫様は平然と言い放った。

「どうじゃ？　今度は私の言葉、わかるであろう？」

「ん？　あ、ああ……」

「すみませんでした、ミナトさん、驚かせてしまいましたか？」

「えっ、いやまぁ、はは……」

　二人の姫様に続けざま尋たずねられ、俺は曖あい昧まいに返事をする。

「湊、シャルスティア語……」

　そんな中、茜がなぜかひとり目を丸くしている。

　どうしたんだろう。もしかして俺、なんか粗そ相そうでもしちまったか？

　ってあれ？　いつのまにか姫様たち、日本語で話してるのか？　んん？　なんで俺、いきなり会話が成立してるんだぁっ!?

「なに、驚くでない。言葉が通じるようになる魔ま法ほうをかけただけじゃ」

　セミロングの姫様は悪戯いたずらっぽく笑えみを浮うかべた。

「まっ、魔法だって!?　そんなっ、バカバカしいっ、非科学的なもんがあるわけっ……」

　反射的に異を唱えかけたところで、俺は口ごもった。だとしたら、この状じよう況きようはどうすれば説明がつくっていうんだ……！

















「私は、ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティア。シャルスティア王国の王女である」

「私は、マリー・アンジェリーナ・デ・シャルスティア。私も、シャルスティア王国の王女です」

　姫様二人は、俺の暴言ともとれる喚わめき声ごえなど歯し牙がにもかけずといった風情ふぜいで、優ゆう雅がに、威い厳げんのある態度で自己紹しよう介かいをしてみせた。

「ちなみに、マリーのお母上が現シャルスティア王国女王で、私の母が副女王、二人でこの国を治めておられる。姉妹である二人の娘の私たちは、歳としも同じ従姉妹いとこというわけじゃ。まぁ、そんなこと今はどうでもよいがの」

「ですから、ソフィアと私も、いずれお母様たちの後を継つぐことになるのだと思います」

　二人の話すシャルスティア語が、もうスラスラと理解できてしまう。

　親父おやじの言葉──『女神の加護を受けた、奇跡の業を行う姫たち』──それが、この、今俺の身に起こってることだっていうのか!?

　二十一世紀も十分の一が過ぎようとしているこのご時世に、騎士なんていうけったいな職業が残っていて、しかもうちのダメ親父でも務まるなんて、どうにも怪あやしすぎる国だと思ってはいたんだが……。まさか、よりにもよって、『魔法』ですかーっ!?

　衝しよう撃げきを受けまくっている俺とは対照的に、

「では、本題に入ろうか」

　髪の短い方の姫様、ソフィアは淡たん々たんと語り始めた。

「こうして会っておるのは学園の中ではあれ、今日私たちは、学生としてではなく、まず王女としてそなたに会うために、こうして正装して出向いておる」

　そして、俺を正面から見み据すえる。

「今一度問おう、カゼハラミナト。そなたがこれから、私たちの新しい騎士に就任するのだな？」

「あ、ああ、どうやらそうらしいな……」

　俺は気け圧おされるように、不本意ながらも肯こう定ていする。

「そうか、ではよろしく頼たのむ……、と言いたいところじゃが、そうもいかぬ」

　美しく整った唇が、いったん厳しく結ばれる。

「そなたが騎士になるという話、私は数日前に突とつ然ぜん聞かされてな。事前には何の相談もなく」

　おや、なんだい、そうだったのか。そりゃ奇き遇ぐうだ、俺もだよ、仲間だな。なんて軽口を叩たたく余よ裕ゆうは、悲しいことに今の俺にはない。

　俺は簡単に親父から『姫様たちの騎士になってこい』と、冗じよう談だんのように放ほっぽり出されてきたわけだが。

　なんなんだ、この状況は。

　よく考えたら、わざわざ姫様専属の騎士として、日本から招かれるって。親父のやつ、俺に関して、いったいどんな売り込み方をしたんだ？

　いや、違う。これは、俺に対する評価じゃないんだ。このシャルスティア王国では、俺の親父がよっぽど頼りにされてる、ってそういうことなんじゃないか……？

　つまり、あの、家ではごろごろしてぶらぶらしているだけの、息子の俺から見てもただ胡う散さん臭くさいだけの不ふ審しん者しやにしか見えないあの親父が。本当に、シャルスティアの優ゆう秀しゆうな騎士だったっていうのか？

「そなた、ことの重大さを認にん識しきしておるのか？　そなたがなろうとしているのは、ただの騎士ではない。私たちシャルスティア国王女から、神聖なる儀ぎ式しきに基もとづいて任命される『神しん託たくの騎士』なのだぞ？　王国騎士の中でたった一人しか選ばれぬ、最高の栄えい誉よじゃっ。いくら先代神託の騎士カゼハラナギトの息子だからとはいえ、いきなりやって来てほいほいとその職に就つこうなど、厚かましいにもほどがあるとは思わぬのか？」

　ソフィア姫は険しい表情でまくし立てる。

　一方、そんなふうにケチをつけられた俺としては──。聞いてないよ～～～っ！　と、大おお袈げ裟さにリアクションを取ってみせたいところだった。

　親父がそこまで凄すごい騎士だなんて、マジありえないとしか言いようがないし。もしかして俺は、二世議員ならぬ二世騎士として担かつぎ上げられたってことなのだろうか!?

　そんな情報を露つゆほども知らぬ俺の頭の中では、こっちでやらされることになる仕事っていうのは、騎士なんて言ったって姫様のちょっとしたボディーガードの真ま似ねごと、警備員のアルバイトくらいにしか思っていなかったのだ。だってしかたないだろう、現げん役えきバリバリの庶しよ民みんである俺に、騎士のイメージなんて浮かびようもないじゃないか。

「まったく、今回ばかりは父上母上たちの考えが理解できぬわっ！」

　ソフィア姫は大そうご立腹であらせられるみたいだ。だがそこに、マリー姫が助け船を出してくれた。

「あらあらソフィア、どうか気を静めてくださいな。きっと私たちの与あずかり知らない事情がおありなんですよ、ミナトさんにも……、ね？」

　俺に向かって柔やわらかに微笑んでくれる。ああ、こっちのマリーって姫様は、けっこういい感じじゃあないかぁ。

　とはいえ俺自身、遠路遥はる々ばるこのシャルスティア王国に招へいされたことに何か深い訳でもあるのか、だとしたらそれはどんな事情なのか、ぜひとも拝はい聴ちようしたいものではある。そんな心当たりはからっきしなんだが……。

　さてどうやらマリー姫が諭さとしてくれたおかげで、ソフィア姫の方も多少頭が冷えた様子だった。

「む、まぁ、どれほどの軟なん弱じやくな男子が来るかと危き惧ぐしておったが……」

　そこで王女は、俺の顔をチラッと見て、ちょっと頬を赤らめた──ようにみえたのだが、それは俺の気のせいかもしれない。

「そ、そのものズバリではないかっ。よいか、私はまだそなたを騎士として認めておらぬ。もしそなたが認めさせたいなら、この者と勝負してみせよ！」

　ザァッ──！

　姫の言葉を受けて、地面を強く蹴けって進み出た者がいる。

「風原湊殿どの、はじめまして」

　太陽の光が、金属に眩まぶしく乱反射する。銀色の篭こ手てと足鎧よろいをまとい、長ちよう剣けんを手にした少女だった。青色の瞳、ポニーテールに結ゆわえた金きん髪ぱつが揺ゆれる。

　アスリートを彷彿とさせる爽やかなナイスバディに、意志の強そうな凛々しい顔立ち。それでいてスカートをはいていたりなんかするところが、乙女らしさのアクセントとなっている。

　これがシャルスティアの『騎士』ってものなのか。その格好は、もうそれだけで現実に目にした者に対する説得力十分という感じだ。ＲＰＧのゲームの中にいた方が、しっくりくるくらいに。日本にいたら、たぶん誰だれもがコスプレだと認識するくらいに。

「私は、姫様たちの近衛騎士を務めさせていただいております、クリスティーナ・セレネ・カシラギと申します。どうぞ、クリスとお呼びください」

　そこで、ガシャンと武具を鳴らし、一礼する。

「湊殿は、比類なき剣けんの腕うでをお持ちとのこと、聞きき及およびました。ぜひ、私と勝負していただきたく存じます！」

　その娘は、まっすぐに俺の目を見つめていた。

　比類なき剣の腕？　なんか伝聞がすごく歪わい曲きよくされてないか？

　正直、俺は、姫様たちの騎士として認められたいなんて、今これっぽっちも思っていない。むしろ、認められなかったら日本に帰れるというなら喜んで、認められないように全力で努力しようとさえ思う。

　なのに、なぜだ!?　この、騎士だという女の子の、自身の誇ほこりを己おのれの剣に懸かけていることが素人しろうとの俺にだってわかってしまう、こんなまっすぐな瞳を見てしまったら……。

　後ろを振り向むいて一目散に逃にげ出すっていう最善策を取ろうという気に、どうして俺はなれないんだぁぁぁっ!?

　ああっ、また親父かっ、あいつのせいかぁっ!?　『いいか湊、男には退くべき時と、何があっても退いてはならない時がある。それがわかってこそ一人前の男ってもんだ』──そんな言葉を十数年、ことあるごとに聞かされて育っちまった一種のマインドコントロール!?

「さあ、どうするのだ、ミナト？　クリスは、伝説の剣けん聖せいナギト・カゼハラの息子むすこと手合わせできると、そなたが来ると知った日からやる気満々だったのだぞ？」

　姫様が俺に問いかける。だが、ちょっと待ってほしい。今何か、さらりと冗談みたいな単語を聞いた気がする。

「な、なぁ、ひとつ、確かく認にんさせてくれないか？」

「なんじゃ？」

「えっと、け、けんせい？　風原凪なぎ人と……って、うちの親父がか？」

　俺にしてみればまったく素直な疑問をぶつけただけだったにもかかわらず、『はぁ？』って顔をされた。姫様二人にも、騎士少女にもメイド少女にも。

「そなた、本当にナギトの息子なのだろうな？　なぜ自分の父親のことをそんなにも知らぬのだ？」

　責めるような口調で言われた。

「い、いや、だって親父、そういうことあんまり話さないし……」

　動どう揺ようしつつも俺はそう答えかけ──。って、あれ？　話してたのか……？　ただその話があまりにも、俺の知っている現実からかけ離はなれていたんで、俺が信じてなくて、いつも中ちゆう途と半はん端ぱに聞き流していたせいなのか……？

「なるほどのぉ。さすが、偉い大だいな人物というのは謙けん虚きよなものよの」

　姫様が感心する。

「ミナトよ、覚えておくがよい。シャルスティア王家は、そなたの父、カゼハラナギトを一いつ生しよう涯がい最大級の敬意をもって遇ぐうしておるのだ。なぜなら、私たちの母上たちを誘ゆう拐かいした反王政派武ぶ闘とう組織をナギトがひとりで壊かい滅めつさせた話は、もはや伝説であるゆえな」

　ふぅ、今日は本当にいい天気だよなぁ。それなのに俺ときたら、どうも耳の調子が悪いみたいだ。だって俺の親父についての褒ほめ言こと葉ばが、さっきからいっぱい聞こえるんだもん。ひどい幻げん聴ちようだぜ、まったく。

　……って、えええええええ～～～～～っ!?　伝説？　偉大な人物？　誰が？　あの親父が!?　俺の理解能力の許容量が限界を突とつ破ぱしそうだった。

「わ、わかった、いやわからないけど……。いやでも、そんなことはいいんだ、いやよくもないけど……。そ、それより、しょ、勝負だっけ？　俺となんかするんだったよな？」

　俺はもう単純に、とにかく可か及きゆう的てき速すみやかに、親父の話題を終わらせたかったのだ。

「そうか、勝負を受けるのだな。ミナト、そなたのその勇気は賞賛に値あたいする」

　しかし、ソフィア姫の真面目まじめ過ぎる表情から、俺は自身の行動が軽けい率そつだったことを思い知らされる。

「この者、クリスは我わが王国主しゆ催さいの武術トーナメントで現在三連れん覇ぱ中、世辞抜ぬきに現役シャルスティア騎き士しナンバーワンと言ってよい」

「いえそんな……、私などまだまだです」

　名めい誉よある紹しよう介かいをされ、少女騎士クリスが謙けん遜そんする。

「ですが私とて騎士のはしくれ、凪人殿どののご子息といえど、怯ひるむことなく全力でお相手させていただきます！」

　だがすぐに、並々ならぬ気き迫はくをもって俺おれにそう宣言した。

　あれ？　ん～、え～と。勝負って、そりゃあ駆かけっことか早食い競争じゃあないだろうとは思っていたけど。

　もしかして……、剣で戦うのか？　しかも、『真しん剣けん』でか!?　文字通りの。あの、少女騎士が手にしている、重そうで硬かたそうで痛そうで、当たると怪け我が確実、下手すると死にそうな、あれでやるのか!?　竹刀しないはどこだ!?　スポーツチャンバラ用の、空気入りゴム製の武器じゃダメなのかよ!?

「大物選手の二世は日本では育たぬと聞くが、ミナト、そなたはどうであろうな？」

　狼ろう狽ばいする俺をよそに、姫様がまた俺を値ね踏ぶみするように一いち瞥べつする。光りたくもないのに、親父に七光らされているこの現状はとても不本意だが。それ以上に、帰ってもいいですかと尋ねたい俺がいた。

　周りには学園生たちが、かなりの数集まっている。みんな、姫様一派とそして、俺に注目している。なんてこった。これじゃあもう今さら、これから行われようとしている決けつ闘とうを無かったことになんて、できそうにない。

　と思っているところに、

「湊様、これを」

　メイド少女がそそっと近づいてきて、俺にも長剣が渡わたされてしまった。あの騎士の女の子が持っているものと、まったく同一の形状。詰つんだ。詰んでますよ？　俺。着々と準備が進んでいってますけど？

　じっとりと汗あせばんでくる手のひらで長剣の柄えを握にぎり締しめたそのとき、ふと俺は思い出だした。

　そういえばガキの頃ころ、親父はよく俺にチャンバラごっこを勧すすめてきたっけ。幼心に、なんでキャッチボールとかじゃないんだって訝いぶかしがった覚えがある。この剣と、長さも重さも同じくらいの棒切れを振ふり回まわしていたよな。とするとこの状況はまさか、そんな昔からの、親父の計画的犯行ってことなのだろうか。

「ねぇねぇ茜、湊くんって、剣なんか使えるの？」

「そんなの、知らないわよ……」

　いつのまにか、茜は桜子に腕を引っぱられながら、ギャラリーの位置まで後退していた。茜は呆ぼう然ぜんとした様子で、すっかりいつもの勢いを失っている。まぁ、茜が驚おどろくのも無理はない。俺だって知らないんだから。

「ねぇ湊、やっぱりやめなさいよ、こんな危ないことっ。あんたには無理だって、自分でもわかるでしょ？」

　本気で心配そうに、茜が声をかけてくる。ようやくとめてくれる人、発見。やっぱ持つべきものは幼なじみだ。さぁ、ここで俺は『ですよね～？』と言って頭を掻かけばいいわけだな。

「それでは、よろしいですか？」

「あ？　うん。……って、何が？」

　振り返かえると、メイド娘むすめがこくりと頷うなずいた。

「只ただ今いまより、勝負開始と致いたします」

　メイド娘が、ちゃきちゃきと場を仕切り、進行していた。俺、今……。答えちまったじゃないかぁぁぁ!!

　ガシャンッ、とクリスは両手で長剣の柄を握り締め、炎ほのおの宿った瞳で剣を構えた。

　ま、待て待て待て！　俺は少女騎士に目をやり、そして自分の身体に視線を戻もどす。あの娘は一応、防具も身に着けているけど、俺の方は制服だぞ？　この剣が直接当たったら、腕の一本くらい吹ふき飛とびかねないんじゃないか!?　あの娘は、そういうとこ、ちゃんと手加減してくれるんだろうか……。俺は、恐おそる恐る、クリスの表情を窺うかがう。

「いざっ！」

　闘とう志しを込めた一声。おいおいおい～。気合入りまくりじゃないかよ～!?

　しかし──己の死を予感してもおかしくないようなこの場面で、なぜか俺の頭の中には、ガキの頃に聞いた親父の言葉が甦よみがえってきていた。

『湊、おまえに、オーソドックスなシャルスティア王国騎士の剣の軌き道どうってもんを叩き込んでおいてやろう』──幼き日の俺に、なんでそんな手ほどきをしようとしたのか。親父の考えはどうにもイカれていて、理解不能としか思いようがない、はずだった。『おそらく、おまえがこれから先の人生で、一番剣を交えることになるだろう型だからな』──親父は、そんな感じのことを言っていたと思う。

「みっ、湊ぉっ！　なにボーっとしてんのっ!?」

　茜の叫び声に、我に返る。

「ハァァッ！」

　クリスがすでに、間合いに踏ふみ込んできていた。ブンッと唸うなりをあげて、刃やいばが俺に迫せまる。

「うひゃぁぁぁぁっ！」

　ガァァァンッ！

　どうして助かったのかわからない。俺はとっさに自分の顔のまん前に刀身を振り上あげ、それを受け止めていた。

「きゃぁっ！　みっ、湊が死んじゃうっ、誰かとめてぇっ！」

　火花散る鋼はがねと鋼のぶつかり合いに、茜の悲鳴が上がる。

　そうだよな。それが正しい反応だよなぁ。それなのに、なんで俺、クリスの攻こう撃げきを防げたんだ!?　まさかこれって、親父との修しゆ行ぎよう──俺自身は修行だなんて思ってなかったわけだが──の成果なのかぁっ!?

　キンッ、ガンッ、ギィィンッ！

「うわっ、とと、ひえぇっ！」

　続けて三回ほど打ち合う。ビビッていることは間ま違ちがいない。冷ひや汗だって噴ふき出しまくりだ。にもかかわらず、こんなにも簡単にさばけることが、自分でも不思議でしかたがなかった。

　クリスの眉み間けんに皺しわが寄っている。俺の情けない奇き声せいに対してか、それとも、そんな弱そうな相手に少々手こずっていることに対してか。

　次の瞬しゆん間かん俺おれとクリスはお互たがい後ろに飛びずさる。相手の呼吸と太た刀ち筋すじを測りつつ、いったん仕切り直しだ。

「なかなかやりますね」

　クリスが唸るように言う。もう明らかだった。何千、何万回と親父に教え込まれてきた、お遊びだと思っていた剣の扱あつかいは、まるっきり素人のはずの俺を確かに互ご角かく以上の戦いに導いているようだった。

「なぁ、あのクリスの攻せめをこれだけ凌しのぐヤツって見たことあるか？」

「いや、あるわけないだろ、だって試合では一回の踏み込みで三ポイントは有効打を奪うばう、『圧殺のオーバーキルクリス』だぜ!?」

　ギャラリーたちが、ざわつき始める。うう、なんだかどんどん大げさな展開になってきてないか？　何よりも、この周囲から浴びせられる、注目の視線がやりづらいじゃないか。

「ヤァァッ！」

　再び、クリスが動いた。斬撃が俺に襲おそいかかる。

　ッカァンッ！

　俺も、後手に回るばかりでは身が持たない。今度は、ただ受けるだけじゃなく、力を込め、こちらから押おし返す。このとき俺は、恐きよう怖ふよりもむしろ、楽しささえ覚えてしまっている自分に気づいた。俺の脳のう裏りには、親父とのチャンバラごっこの記き憶おくが映像となって、鮮せん明めいに浮かんだままだ。相手が次にどう打ってくるのかも、手に取るようにわかる。

「くっ！」

　クリスが歯を食いしばる。ほら、ここで大きく振りかぶって、渾こん身しんの一いち撃げきを見み舞まおうってつもりだろうけど……。その動作には、大きな隙すきができる！

　ガッ、ギィィィンッッッ!!

「きゃあっ！」

　ドサァッと、俺の全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めたカウンターの、あり余る衝撃によろめき、クリスが尻しり餅もちをつく。

　そして、ブンッ、ブンッ、ブンッ、と空中で何回転もしながら──。

　ザシュッ！

　弾はじき飛ばされたクリスの長剣は、地面に突つき刺ささったのだった。

　……危あっぶねぇぇぇ～～～！　周りのみんなは、けっこうな距きよ離りをとって俺たちを囲んでいたわけだが、それがもう少し狭せまかったらと思うとぞっとする。俺は自分の軽率さを今さらながら反省した。

「さ、さすがですね……、参りました」

　地べたに腰こしを下ろしたまま、クリスが敗北を認める。言われた俺は、なんだか複雑な気持ちだった。ごめんな……、だってこれは、言ってしまえば十年仕込みのカンニングみたいなもんなんだ。完全に、シャルスティア王国騎士の剣けん術じゆつのみに的を絞しぼった、親父の俺への特訓の成果。

「いや、そんなこと……、立てるかい？」

　バツの悪い思いで、俺は手を差さし伸のべる。

　クリスはすっきりとした表情で、俺の手を掴つかむ。

　引き起こそうとした、そのときだった。

「痛っ!?」

　左足に力を入れようとしたところで、クリスの顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　ドサッと、手を離し再び倒たおれてしまう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　悪いっ、俺のせいで、どこか痛めちまったか!?」

「いえ……、湊殿のせいではありません。私の未熟さが招いた結果です」

「クリス、すまぬっ、私がこのような場所で身勝手に決闘をけしかけてしまったばかりに……！」

　そこに、ソフィア姫が駆け寄よってきた。

「いえそんな、これしきのこと、姫ひめ様さまがお気になさることでは……」

　恐きよう縮しゆくするクリスの横で。

　カチャカチャと、けっこう慣れた手つきでソフィアはクリスの足鎧を外していく。

　クリスの白い脚あしが露あらわになり、俺は一いつ瞬しゆん、ドギマギしてしまう。

　こんな細くてきれいな脚で、男にも負けない威い力りよくで剣を振るっていたのか……。

　その白い肌はだの一部が、赤く腫はれてしまっていた。

　俺は、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「マリー、そなたの力でっ！」

　意外にもソフィアは、今にも泣き出してしまいそうな表情で、顔を上げる。

　その瞳ひとみには、やはり心配そうに歩み寄ってきた、マリー姫ひめが映っていた。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ、ソフィア、クリス。これなら、すぐに治りますから」

　マリーは、二人を安心させるように、にっこりと微笑ほほえむ。

　そして、天を仰あおぎ、目を閉じて、両りよう腕うでを伸ばし、何かを宙ですくおうとでもするかのように、手のひらを広げた。

「深く　深く　透すき通とおり　海底に流るる　慈じ悲ひ溢あふるる　我らが母　女め神がみの血潮よ　息い吹ぶきよ我が祈いのり　生命の賛歌を聴きき届け給たまえ　乳海抱擁慈癒アムリフアル・レミナス！」

　シュル、シュルッ、コポ、コポッ。

　手品でも見ているようだった。俺は……、いや、この場にいる誰もが、息を飲む。空気中に、小さな泡あわが浮かび上がった。それと同時に、いや正確には、それよりもわずかに早く、空気中に水でできた球が。海面を照らす月つき影かげのような、やわらかな光を発している、直径三十センチくらいの、目に見えない、存在しない球体の容いれ物ものに水が満たされていく。そうとしか説明できない現象。ゆらゆらと、完成した光る水の球が、マリーの手のひらの、十センチくらい上に浮かんでいる。

　パシャァンッ！

　直後──、スローモーションで、風船に針を刺したときのように、ゆっくりと、球体がはじけた。幾千幾万にもわかれた飛沫しぶきが、光の粒つぶが、降り注いでいく。クリスの腫れた足首のあたりに。すると、みるみると腫れが引いていくのがわかった。

　周囲はシーンと静まり返っていた。それから、口々に、ほぅっ、と感かん嘆たんの溜ため息いきが漏もれる。今起こったことは、ここにいる人たちにとって、『珍めずらしいこと』ではあるけど、『ありえないこと』ではないのだろう。これが、シャルスティア王国の姫が為なす、奇き跡せきの業わざ。

　俺は、自分が目で見たものを信じられないと思ったのは、今日が初めてだった。畏おそれおののくべきなのか……？　違ちがうよな？　こういうときは、心からびっくりして、心からただ感動すればいいんだ。



　　　　　◇



「試ためそうとした非礼を詫わびねばならぬなっ」

　言葉とは裏腹に、謝あやまりたくないのがありありと窺える態度で、ソフィアが口を開いた。すでに全員、最初の配置に戻っていた。俺の前にはソフィアとマリーが並んでいて、その少し後ろの、左右にクリスと雪花が控ひかえる。

「いや、まぁ、別に……」

















　俺も実際、謝られることでもないと思っている。そうこれは、正直なところ、全部、俺の親父おやじのせいだ。親父のやつに、クリスの件も含ふくめて、土下座させよう。俺は本気で、そのように主張したい。なんて俺の心中など、ソフィアは知るよしもないだろうが。

「姫様方、こんなところにおられましたかっ！」

　そのときだった。

　ギャラリーを掻き分わけ、一人の男子生徒が俺たちの前へと進み出たのだ。

「なんじゃ、アシエルか」

「あら、アシエル」

「アシエル殿」

　ソフィアもマリーもクリスも顔を見て即そく座ざに名前を呼び、雪花は無言でこくりと小さく頭を下げた。

　場の空気から察するに、周りの生徒たち全員がこの男子を知っている様子だ。

「おやアカネくんも、皆みなさんおそろいですか」

　ぐるりと辺りを見回して、その男子は言った。

　む、姫様たちだけじゃなく、茜とも知り合いなのか？　銀色の長ちよう髪はつに切れ長の目、高い鼻筋、くっ、イケメンのうえに外国人って反則にもほどがあるだろ。あ、この国で外国人なのは俺の方ですか、そうですか。

　するとそのイケメンは、俺とまっすぐに視線を合わせた。

「きみがカゼハラミナトくんですね。私は、アシエル・アルカサルと申します、どうぞお見知りおきを。この学園では、生徒会会計を任されています」

　という含みのありそうな自己紹しよう介かいを、

「こやつの父親は我が国くにの宰さい相しようでな。ゆくゆくはこやつも父親の跡あとを継つぐことになろう」

　ソフィアがすぐさま補ほ足そくする。

　なるほど、こいつも姫様たちほどではないにしろ、この国の重要人物であるってわけか。

「さぁ、ミナトくんも姫様方もお急ぎください。儀ぎ式しきの時間が迫っています」

　アシエルはそんなことを言った。

「まぁ、そうでしたわね」

「うぐっ、ぎ、儀式か」

　素す直なおに頷くマリーとは対照的に、ソフィアは見るからにうろたえていた。

「のぅ、アシエル、その……、どうしても今からやらねばならんのか？」

「なにを当然のことを仰おつしやっているのです。『神しん託たくの騎士任命の儀ぎ』は大勢の国民の前で執とり行おこなわなければならない決まりではありませんか。本来なら、学園の全校生徒だけでは足りないくらいなのですよ。ささ、これも王国の未来のため、お早く」

　こうして、アシエルの先導で俺と姫ひめ様さま御ご一いつ行こう、おまけにギャラリーの生徒たちまでが皆、ぞろぞろと学園内の講堂へと移動することになった。

「おいおい、一体何が始まるんだろうな!?」

「うお～、なんだかとんでもないことが起こる予感がするぜ～！」

　周囲の男子たちは他人事だと思って、好き勝手に盛り上がっている。

　そんな喧けん騒そうを引き連れて数分歩いた末、ようやく目的地に到とう着ちやくすると──、広い講堂の中は、すでにびっしりと生徒たちで埋うまっていた。

　わけもわからず連れてこられた俺は、舞ぶ台たいのそでのところで説明を受けている最中だ。

「姫様専属の『神託の騎士』となる者への任命の儀式は、姫様が直々に執り行おこないます」

　メイド娘、雪花が淡たん々たんと喋しやべるのを俺は神しん妙みように聞いている。

「湊様のお父上、凪人様も、ソフィア様とマリー様のお母上、姉妹であらせられる現女王と副女王のお二人から、任命を受けられたそうです」

　お、親父と同じ道を歩まされる、のか……？　なんだか、すごく、とても、不本意だ。

「ぎ、儀式っていったいどんなことをするんですか!?」

　と、横から茜が割り込んできた。

　なぜか茜はまだ俺たちと一いつ緒しよにいるのだ。桜子は他の生徒たちと同じく着席したというのに。

　尋たずねられたソフィアたちはその問いに答えようとはせず、これまたなぜか気まずそうに視線を逸そらしまくっている。

「くっ、口にできないようなことなんですかぁっ!?」

「うぬ、わ、私たちとて好きでやるのではないわっ。しかたなく……、そう、しかたないのじゃっ！」

　茜とソフィアはテンション高く叫さけび合う。

「もうっ、どうしてこんな重要な儀式が今日あるって、あたしに教えてくれなかったんですっ!?　それに儀式を受ける騎士が湊だってこともっ！」

「私たちとて、今日全校生徒の前で任命の儀を行うなど、今朝アシエルから突とつ然ぜん聞かされたのだぞっ!?　それは私が言いたいセリフじゃ！」

　ソフィアはアシエルをキッと睨にらみつけるのだが、アシエルは爽さわやか～に白い歯を覗のぞかせながら目を細め、華か麗れいにスルーしてみせた。するとそれ以上の追及を諦あきらめ、ソフィアは先を続ける。

「カゼハラミナトの神託の騎士就任については、それこそ国の中でも知っておったのは王族と極ごく一部の重臣のみでなっ。アカネの知り合いだったとは驚きじゃが、明かせなんだのも道理というものよ」

「でもっ、だからってっ……！」

　これだけ説明されてもまだ納なつ得とくできないらしい茜は、ふくれっ面つらで次の問いを考えている。

　それにしても茜のやつ、姫さんたちとずいぶん親しげだよなぁ。いったいどんな交友関係があるのだろうか。

　などという俺の胸の内のつぶやきをよそに、

「とにかく、ミナトくんは何もせずじっと立っているだけで大丈夫ですから。時間もだいぶ押していますし、姫様方」

　いつまでたっても埒らちが明かなそうな二人のやりとりを見かねて、アシエルが促うながした。

「うう……、マリー、そなたは平気なのかっ!?」

　ソフィアはなおもぐずっている。まるで、歯医者に行きたくない子供みたいに。

「ええ、ミナトさんなら、私……」

　一方、マリーはポッと頬ほおを赤らめる。

「そうではないっ、こんな、こんな衆目にさらされた中でっ」

「それは、少しは恥はずかしいですけど、神聖な儀式ですもの」

　マリーにはにかんだ笑え顔がおで返され、ソフィアはぐっと言葉に詰まった。

　こんな両姫様の様子から察するに。

　やっぱり騎士になるための儀式って、けっこう形式ばってて面めん倒どうくさかったりするんだろうなぁ。

　はぁ～、気が重いぜ。けど、なんかもう、今さら断れる雰ふん囲い気きでもない感じだしなぁ。ここは素直に任せて、とっとと終わらせちまうってのが、吉きちってやつか。そうだ、きっとそうに違いない。だったら……。

「じゃ、じゃあ、姫さんたち……、覚かく悟ごを決めてとっとと済ましちまおうぜ？」

　そう言った瞬しゆん間かん、ソフィアは緊きん張ちようしたように小さく喉のどを鳴らし──、マリーはぎゅっと両手を胸の前で組み目を伏ふせた。

　そして、俺は姫様たちと三人並んで壇だん上じように歩み出たのだ。

　俺たち目がけて降り注ぐライトが眩まぶしい。暗く静まり返った場内、全校生徒が一いつ斉せいに俺たちに注目する。うお～、これは確かにガクガクと足が震ふるえそうな気分だ。

　舞台中央で、俺は姫様たちと向かい合い、観衆に背を向ける形で立った。

「さ、さぁミナト、早く右みぎ腕うでを差し出すがよい！」

「そ、それではミナトさん、左手を前に差し出してくださいますか？」

　二人はそれぞれの性格が出た言い様で、ほぼ同じことを指示する。

「え？　んん？　こう、か？」

　俺は、前ならえをするように、左右の手を宙に伸ばす。

「そうではないっ、こっ、ここにのせるのだっ！」

「いえ、あの……、失礼します、こちらに」

　ソフィアはぐいっと俺の腕うでを掴み、マリーはそっと優やさしく俺の手を取る。

　ふかっ。

　気がついたときには、俺の手のひらは、ソフィアとマリーのたわわなそれぞれの胸の間に、挟はさまれるように乗せられていた。ドレスの胸むな元もとは大きく開いているため、今俺の手は姫様たちの素す肌はだに、直に触ふれている状じよう況きようだ。すべすべで、温かくて、信じられないくらい、柔やわらかい……！

「なぁっ!?　なななななな、なに、をっ!?」

「黙だまっておれっ、儀式なのだぞっ」

「す、すみません、儀式ですので、少しの間、ご辛しん抱ぼうください」

　姫様たちが恥はじらい、頬を染める。

　その、数メートル離れた地点では、また別の意味で顔を真っ赤にしながら舞ぶ台たい脇わきから飛び出そうとしている人物がいた。

「ちょぉぉぉ～～～っとぉっ、湊ぉっ、破は廉れん恥ちなこと禁止ぃ～っ！」

「アカネくんっ、落ち着いて！　王家の神聖なる儀式ですから！」

　と、背後から両手を押さえ、必死に食い止めようとする者も……。

　ざわざわざわ。

　静かに見守っていた他の生徒たちも、おそらく常識の斜ななめ上うえを行く儀式の内容に戸と惑まどいを見せ始める。それでも姫様たちは、責任ある立場のプロ根こん性じようというべきか、当然中止しようとはしない。

　ふにゅぅ、とさらに、俺の手がまるで吸い込まれるかのように、埋まる。ああああああ、おっぱい。なんという、今までに体験したことのない、感かん触しよく。柔らかさが、俺の指が、どこまでも沈しずみ込んでいきそうな、底が見えない柔らかさが……！

「背筋を伸ばして、目を瞑つぶるのだっ」

「あ、あの……、目を瞑っていただけますか？」

　一方にはキツい口調で命令され、もう一方には潤うるんだ瞳で懇こん願がんされる。わけもわからぬまま、俺はただ従うしかない。

　ふわっ。

　甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐったかと思うと、口元近く両のほっぺたに、これまた柔らかな何かが触れた。俺は驚いて、目を開く。

　まぁ、予想通りというか、ソフィアとマリー二人に、左右から頬に唇くちびるを押し当あてられていた。

「きゃぁぁっ、キスしたわぁっ！」

「それだけじゃねぇよコンチクショウッ、姫様たちの胸に手がっ！　あの手がぁっ！」

「うおおおっ、俺もあの手になりたい～～～っ！」

　ついに場内は生徒たちの喚かん声せいや怒ど号ごうに包まれる。

「静せい粛しゆくに！　神聖なる儀式の最中です、静粛に！」

　何かと用意のいいアシエルがマイクを手に叫ぶ。

　そんな大混乱の中であるにもかかわらず、俺にとっては──時間が、まるでとまっているように思えていた。俺の心臓も、呼吸も。身体からだ中じゆうが、女の子の柔らかさ、ってものに包まれているみたいだった。

　と同時に、何か未知のエネルギーが、俺の中へと流れ込んでくるような感覚があった。姫様たちの唇から──、高貴なオーラとか、美少女の神秘のパワーってか？　おいおい大丈夫か、俺？

　気のせいかもしれない。いや、普ふ通つうなら百パーセント気のせいだって断言できるだろう。しかしこの国では、さっきから己おのれの理解を超こえる光景の連続なのだ。この二人なら、本当に不思議な力を他人に付ふ与よすることも、できてしまったりなんかして。

　そのときだった。永遠に縫ぬい止とめられてしまったかのような、この静せい寂じやくを破って、

「「はぁっ……」」

　唇を離はなし、ソフィアとマリーが大きく息を吐はいた。俺は硬こう直ちよくしたまま、いっぱいに見開いた目だけで、俺の頭の中のパニックを伝えようと二人を交こう互ごに見つめる。

「すみません、私、初めてなもので……、ご不快でしたか？」

　自分だって、とてつもない羞しゆう恥ちに震えているにもかかわらず、マリーが俺に気を遣つかって尋ねてくる。

「私とて、初めてなのだぞっ……」

　ソフィアも、これ以上ないってくらい顔を真っ赤にしながら、涙なみだがこぼれそうなくらい瞳を潤ませながら、小さくつぶやく。

「やっ、いやっ、そんなことっ……」

　今さらながら、頬に触れた二人の唇の感触が思い出され、沸ふつ騰とうしそうな意識の中、俺はなんとか言葉を伝えようとするのだが。

「只今をもちまして、風原湊様、神託の騎き士し叙じよ任にんの儀、完かん了りようといたします」

　しかし、言い終わる前に、雪花の厳おごそかな宣言に、さえぎられてしまった。

　パチ……、パチパチパチパチ……、わぁぁぁぁぁっ！

「ぬあ～っ、姫様たちの貞てい操そうがぁ～～～っ！」

「テメェ、おっぱい騎士、がんばれよコノヤロウ！」

「実にけしからん！　いいぞもっとやれっ」

　まばらな拍はく手しゆから──男子生徒たちの大半はやけっぱち気味な、割れんばかりの大喝采が起こる。

　そして、当人である俺は、放心状態だった。というか、信じ難がたい、桃とう源げん郷きようのような体験が、フラッシュバックしていた。ソフィアのおっぱいの手て触ざわりは、なんというかもう、ただただすばらしかった。そんなソフィアのおっぱいは、けっこうデカかったと思うのだが……。

　それにもましてマリーのは……最大級、まさにクィーン・オブ・おっぱいと呼ぶにふさわしいだろう。マリーのおっぱいの手触りも、なんというかもう、ただただすばらしかった。

　とはいうものの、大きさではややマリーに劣おとるソフィアの胸も、張り、形、色、どれをとっても甲こう乙おつつけがたい、名おっぱいであることには疑いの余地がない。

　いかん、何を考えているんだ俺は。これではただの変態おっぱい星人じゃないか。

　そこに、雪花たちが集まってくる。

「お疲つかれ様さまでした、湊様」

　声をかけられ、ようやく張はり詰つめた空気が解けた気がした。

「これで、湊殿どのには姫様たちの女神の加護が授さずけられたのですね」

　ぽつりと、どこか羨うらやましそうにこぼれ出たクリスの言葉が、ふと耳に入る。

「うそ、湊が、騎士に、なっちゃうなんて……」

　そして茜は、当事者である俺以上にショックを受けていたみたいだった。

「それに、神聖な儀式なのに……、鼻の下伸ばしちゃって、ばっかみたいっ！」

　さすがに幼なじみはよく見ていらっしゃりやがります。

　そういえばアシエルの姿が見えない。他に用事でもあるのだろうか。

「ではミナトよ、今日の放課後、生徒会室に来るのだぞ、よいな？」

　と、最後に高圧的にソフィアから声をかけられた。

「えぁっ!?　な、なんでだよっ？」

　俺は不意を突かれ、補導された不良少年かってくらい挙きよ動どう不ふ審しんに聞き返してしまう。

「騎士としての使命、といいますか……、それは私たちにも関かかわることなのですが、ミナトさんに今後やっていただかなければならないことをお話したいんです」

　マリーが丁てい寧ねいに説明してくれる。

「そっ、そうなのかい？　わ、わかったよ……」

　口では了りよう承しようしたものの、内心はうわ～面倒くさそうだぁ～というのが本音だった。ああやっぱり、騎士になんてなるもんじゃないよなぁ。

　とにかく、朝から刺し激げきが強すぎる転校初日だった。










　　　第二章　姫様の大ピンチ!?





　あの儀式の後、教室ではクラスメイトから散々質問攻ぜめにあってしまった。

『なあ、姫様たちのおっぱいは柔らかかったか!?』とか『ねぇねぇ！　風かぜ原はら君って姫様たちとつき合っているのっ!?』とか、中には目を血走らせながら『死なす！』と叫んできた野や郎ろうまでいる始末だ。

　休み時間になるたびにずっとそんな調子で、俺おれはすっかり精せい魂こん尽つき果はてたのだった。



　そして、ようやく昼休みになった。

　こういう教室内の風景ってもんは、このシャルスティアでも大した違いはないようだ。みんな賑にぎやかに、席を立ったり弁当を広げ始めたりしている。

　だというのに、満まん身しん創そう痍いの俺はひとり机に突っ伏ぷしたまま、動けずにいた。

「やっほ～、湊みなとく～ん」

　そこに、桜さくら子こと茜あかねがやってきたのだ。

　ああ、よく見知った顔が近付いてくると、安心するなぁ。二人のことが、荒こう涼りようとした俺の心に突とつ如じよ湧わき出でたオアシスのように感じられるぜ。

「朝はすごかったね～、こんな幼なじみがいて、茜も鼻が高いでしょ～？」

　が、開口一番、桜子が茜を刺激するような話題を振ふるので一いつ瞬しゆん肝きもを冷やしたものの、

「べっ、別にっ。でも湊、これから毎日、姫様たちの警護をすることになるの？」

　意外にも、茜は心配そうな目で俺をじっと見つめる。もしかして、気き遣づかってくれているのか？　俺は少し、じ～んとなりながら答える。

「ど、どうなのかな……、俺だってまだ何も聞いてないし、わからないよ」

　ところが、茜の様子はみるみるうちに変化していったのだ。

「それにしたって、よりにもよって湊が騎き士しなんて……、姫様たちの貞操が心配だわっ。今朝だってあんな、キスとかおっぱいとかキスとか……、ああもうこのド変態ぃぃっ!!」

「ちょ、まっ、お、落ち着いてください、茜さんっっっ！」

　俺は暴れ牛を宥なだめる気分で両手を挙げるのだった。

「ここは小さな島だからね～。学園どころか島中に、新しい騎士『風原湊』の名は広まっちゃったんじゃないかなぁ？」

　続けて桜子が歯に衣きぬを着せぬ見解を示してくれる。ぐはぁっ！　なんてこった！　さらば、俺の、平へい穏おんな人生……！

「あ、でもねでもね？　湊くんの剣けんの腕うで前まえはホントかっこよかったけどぉ、それだけじゃあ、姫様たちにお仕えするのは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないと思うんだぁ～」

　さらに語る桜子の口調に、ますます不ふ吉きつなものが宿る。

「ソフィア姫様は、あのとおり気が強くて、何でも自分の思い通りにならないと気が済まない性格だし」

　うん、そうだな、それはもう了りよう解かいしている。

「マリー姫様は、一見優しくて実にお姫様らしいお姫様に見えるだろうけど、欠点が、殺人的とも言える天然ボケでね、毎日学園の備品を一つや二つ壊こわしてるんだよ～」

　なんと、そいつはちょっと意外だな。あのほわほわした癒いやし系けいな感じの姫様に、そんな破は壊かい能力がそなわっているとは。

「一番ひどかったのが、インターネットで株式の取引を始めてみたら、ゼロの桁けたを五つくらい間違えて、危あやうく王国財政を破は綻たんさせかけたり……」

　それは、ある意味本当の問題児なんじゃないのか？　大丈夫なのか、この国……？

「もう、桜子、いつまで無む駄だ口ぐち叩たたいてるのよっ。そんなことより、はいっ、湊、お弁当」

　そのとき──、ちょっと怒おこっているようでもあり、照てれ隠かくしのようでもありという感じで、茜が可愛かわいいピンクの花はな柄がらの弁当包づつみを俺に差し出だしたのだ。

「おおっ、サンキュー、わざわざ俺の分まで用意してくれてたのか？」

「天気もいいし、外で食べよっ。ついでに学園内もちょっと案内してあげる」

　茜は、斜めになっているご機き嫌げんを、自ら回復しようと努めてくれているみたいだった。

「おやおや～、茜さん、愛妻弁当ですかな～？　ああん、湊くん羨ましいなぁ～、この親友の私だって、作ってもらったことないのにぃ～」

　すかさず茶ちや化かすように、桜子が自分の体を両手で抱だき、くねくねと身を揺ゆする。

「そそそそ、そんなんじゃないよなぁ、茜？　な、なんか誤解があるようだなっ」

「そそそそ、そうよねっ……！」

　俺と茜は急いで否定したのだが。

「むふふ～ん？　これを見たら、十人が十人、同じ感想を持つと思うけどなぁ～？」

　にやにやと、口くちの端はしを歪ゆがめる桜子。

「さっ、はやく行こうぜっ、昼休みだって長くないんだしなっ」

「そっ、そうよねっ」

　俺と茜は、全力で無視するしかなかった。



「こっちから出るとね、中庭なのよ」

「へぇ、けっこう広そうだし、弁当食うには良さそうなところだな」

「でしょ？　それに、すっごい綺き麗れいなんだから」

　茜とそんな話をしながら、俺たち三人は校舎を出て歩き始めようとした、瞬間──。

　ガッシャァンッ！

「うわぁっ!?」

「「きゃぁぁっ!?」」

　突然、俺の目の前を上から下に何かが高速で駆かけ抜ぬけた。もちろんそれは、落下という現象で、地面に当たったそれは、粉々に砕くだけ散ちった。たぶん、それは……。

「「「花、瓶びん……？」」」

　……だったものだ。

「ああっ、ごめんなさい～っ！　お怪け我がはありませんでしたかぁっ!?」

　聞き覚えのある声が降ふってきた。

「あっ、ミナトさん、お、お恥ずかしいところを……」

　見上げると二階の窓から、朝とは違う制服姿のマリーが顔を出し、恐きよう縮しゆくしている。ん～、恥ずかしいとか、そういうこと以前に、あれだな。危険だ。この姫様は、非っ常に危険だ。でも、本人に悪気はないんだろうなぁ。だったら誰だれかが常つね日ひ頃ごろから見守ってやるしか……。

　って、これから先その仕事やることになるの、俺なのかぁっ!?

　さて、どうしたもんだろう。この、散乱した残ざん骸がいを放置したまま、この場を離れるわけにもいかないしな。

　すると、

「湊様、ご心配には及およびません」

「うわっ!?　な、なんだ、雪ゆき花かか」

　どこからともなく、メイド娘むすめが箒ほうきと塵取を持って現れたのである。もちろん雪花も、今は制服を着ていた。さささーっと、あっというまに、雪花はバラバラになった花か瓶びんの破は片へんと、中に入っていた花をすべて回収してしまっていた。この手て際ぎわの良さ、改めて思うがこのメイド少女、只ただ者ものではない。

「マリーは、窓まど際ぎわにあった花瓶の水でも替かえようとしていたのか？」

「はい」

　俺の質問に雪花が簡潔に答える。

「そ、そうか。雪花も、色々大変だな……」

「……退たい屈くつはしません」

　雪花は、俺を試すように、微び笑しようを浮うかべた。

「湊様が、姫ひめ様さまを変えてくださると、期待しております」

　ぺこりと一礼して、雪花は校舎内に戻もどっていった。
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　さすが、雅みやびなお姫様が学ぶ、プリムヴェール学園。中庭の奥おくは、バラ園になっていた。

「ね？　綺麗でしょ？」

　誇ほこらしそうに茜が言う。赤や黄色やピンク、華はなやかな色が目に飛び込んでくる。視覚だけじゃなく、バラの香りも一面から漂ただよってきて高貴な雰囲気は満点といったところだ。

「ああ、すっげーなぁ」

「このバラ園、ソフィア姫様の一存で造られたらしいよ～」

　相あい槌づちを打つ俺に、横から桜子が教えてくれた。

「へぇ、姫様ってやつは、そんなことまで決めちまえるのか？」

「生徒たちの評判もいいし、この中庭は満まん場じよう一いつ致ちでグッジョブって感じだったね～」

「全校集会で決めたのよね」

「ソフィア姫様が学園の理事長で、マリー姫様が生徒会長だもん、実質この学園は二人の私物みたいなものだよ～」

「ま、マジかよ!?　やっぱり一いつ般ぱん庶しよ民みんとは住む世界が違ちがうって感じだなぁ……」

　姫様たちに関して、ますます俺は今後が不安になってくる。

「でも、学園の運営に関しては、姫様たち、生徒の利益になることしかしてないわよね」

「あはは、そうだねぇ、姫様たちもこの学園の生徒だからね～」

「うん。でもホント、こんな快適な学園、なかなかないと思う」

　茜と桜子は、そこで大きく頷うなずき合う。

　お？　いま、かすかではあるが一いち縷るの光明が見えたような。今日から俺が仕えることになってしまったらしい姫様たちってのは、とんでもなく風変わりで扱あつかいづらいやつらなのかと思ったが、どうやら生徒たちからの人気は、低いわけでもないみたいだな。

　そんなところに、少しホッとしたのだった。

「そういえば茜、茜も生徒会の書記だってこと、湊くんには話してあるの？」

　不意に、思い出したように桜子が尋ねると、

「あっ、そっ、それはっ！」

　茜は過か剰じよう反応を示す。

「んぁっ!?　初耳だな、そうなのかっ？」

　俺は驚おどろくのと同時に、そう言われて納得した。茜がソフィアたちとけっこう気心が知れた感じに見えたのはそのせいだったのか。

「でもなんで湊くんに隠してたの？　私だったら、姫様たちと友達なんだ～って真っ先に自じ慢まんしちゃうけどな～」

「べっ、別に隠してたわけじゃ……、話す機会がなかっただけよっ」

「ははぁ～ん？　あんな美人の姫様たちと一緒に生徒会をやってるなんて、知られたくなかったってことだよね～？」

「ちがっ、本当にそんなんじゃないんだからっ！」

「で、で、湊くんはどっちの姫様が好みのタイプなのぉ～？」

　うおっ、俺にまで振ってきやがった。桜子め、場をかき回す天才かこいつは……、恐おそろしい子！

　そんなたわいない会話を交かわしつつ俺たち三人は、弁当を広げられる場所を探してさらに奥へと足を進める。

　と、そこで茜と桜子が立ち止まった。

「あら？」

「ありゃ～」

「ん？　どうしたんだよ。あ……」

　確かに思わず足を止めてしまう光景だった。

　バラが、枯かれていた。この一角だけ、ものの見事に。緑が途と切ぎれ露出した地面に、ぽつんと立っている小さな板が目についた。バラの品種を示したものらしい。

『プリンセス・マリー』──どうやらそれが、この枯れてしまったバラの名前だった。

「これは……、あれね」

「うん、まちがいなく……」

　俺にも茜と桜子が想像したことはすぐに思おもい浮かんだ。たぶん、自分の名が付けられたバラをマリーはせっせと、毎日のように世話をしたのだろう。だけど彼かの女じよは、天性の破壊の女王。結局逆効果になって、全部枯れてしまった。

　俺は、この土の前で、落らく胆たんしただろうマリーの姿を勝手に思い描えがいてしまう。慰なぐさめてやりたい。なんだかすごく、マリーをそっと後ろから抱きしめたい気分になってしまう。

　いやいやいや、マズいだろ、俺。それじゃあただの変質者じゃないか。三人ともちょっとしんみりしてしまい、しばし沈ちん黙もくが場を支配する。ちょうど物音が通りやすい瞬間だった。

「あははっ、やめぬか、くすぐったいではないかっ」

　不意に、さらに奥の茂しげみの向こうから、楽しそうな女の子の声が聞こえたのだ。

　この声にも俺は、聞き覚えがある。茜と桜子も、すぐに気付いたみたいだ。俺たち三人は目を見合わせると、そっと茂みに近寄り、隙すき間まを覗き込んだ。

　そこには、まるで、美しい絵本か童話の中に描かれたような姿が──。制服のスカートが、ひらひらと舞まう。踊おどるように、くるくると身をひるがえしながら、指先を止まり木になるように伸のばして、小鳥たちと戯たわむれるソフィアがいた。

　人差し指にちょこん、と止まったかと思うと、羽ばたいてソフィアの顔の周りを旋せん回かいする。二、三羽が交互に、そんな動きを繰くり返かえしていた。

　俺は、息をするのも忘れて、その光景に見入っていた。

　ぱきっ。

　だが、ちょっと立ち位置を変えようとしたとき、不注意で足元に落ちていた枯れ枝えだを踏ふんでしまったらしい。

「誰じゃっ!?」

　バサバサバサッ！

　ソフィアが鋭するどく叫んだせいで、小鳥たちは一斉に天高く飛び去ってしまう。

「す、スマン、邪じや魔まするつもりはなかったんだ」

　こんなことなら隠れないで、初めから堂々と歩いてくればよかった。

　俺はすっごく悪いことをしてしまったような居い心ごこ地ちの悪さで、我わが身みをさらした。

　茜と桜子も、俺の左右に並ぶ。

「ミナト……」

　ソフィアは、俺の姿に少し驚いたようだった。転校初日の俺が、こんなところに来るとは思ってなかったんだろうか。相手が俺たちだとわかって、毒気を抜かれてしまったみたいだった。

　それでもすぐに、ソフィアはいつもの調子を取とり戻したみたいで。

「そなたモテモテじゃなっ、シャルスティアに来てすぐに女子を二人も侍はべらすとは」

「ばっ、そっ、そんなんじゃっ」

「ミナトよ、放課後はちゃんと生徒会室に来るのだぞ？　鼻の下を伸ばし過ぎて忘れぬようになっ」

　常に誰かに命令し慣れている者の口調で、ソフィアがぴしゃりと言う。

「あ、ああ……」

　たぶんソフィアのこの言い方に、逆らえるやつはいないんじゃないだろうか。

　それだけ言って、ぷいっと、おもしろくもなさそうに、ソフィアは振り返りもせず足早に校舎の方へと歩み去って行ってしまった。

　もしかして今のソフィアの態度は、照れ隠しっていう可能性も少しはあるんだろうか？

　いつも強気なソフィアが、あんな可愛らしい仕草をするってところを見られて……？

　本当に、とても可愛かった。ああいかん。当分さっきの小鳥と遊ぶソフィアが、脳のう裏りから離れそうにない。ダメじゃん俺。なんだかんだ言って、姫様たちにトキメキまくりじゃないかよ。

「ほら湊、ソフィア姫様にもスケベな本質を見抜かれているわよ？」

　すかさず茜にまでお小言を言われてしまう始末だ。

「いやいや、そんな人をケダモノみたいに……、けど、すごかったな。まるで、小鳥と会話できるんじゃないかってぐらいの、懐なつきっぷりだったよなぁ」

　俺はソフィアについて、素す直なおな感想を口にした。

「ああそれは、できるのよ、会話」

「え？」

「ソフィア姫様は、小鳥と会話できるんだよ～」

　さらりと、茜と桜子が答える。

「んなぁっ!?」

　激しく仰のけ反ぞる俺に向かって。

「シャルスティア王国には、大昔から必ず二人の姫ひめがいてね」

「二人の姫はそれぞれ、シャルスティアの空の女め神がみと海の女神の加護を受けているんだって～」

「今朝、マリー姫様の魔ま法ほう、見たでしょ？」

「あれもその、女神の加護の力なんだよ～」

「マリー姫様は、海の女神の力が使えるの。だから、魚とも言葉が通じるらしいわ」

「ソフィア姫様は、空の女神の力だからね～、鳥と話ができるってわけ～。もちろん、マリー姫様みたいな魔法も唱えられるんだよ～」

「空の女神の魔法は攻こう撃げきと強化、海の女神の魔法は防ぼう御ぎよと治ち癒ゆ。表ひよう裏り一いつ体たいの力なんだって」

　自分の目で見ていないと、絶対に信じられないようなことを二人に矢や継つぎ早ばやに畳たたみ込まれた。俺としては朝からどうにも、どこか寝ねぼけたような、夢の中の世界からずっと抜け出せないでいる、そういう気分だ。

　おそるべし、シャルスティア王国……。
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　本日の授業はすべて終しゆう了りようした。

　放課後だ。みんなガヤガヤと、帰り支じ度たくや部活の準備なんかを始めているみたいだ。

「湊殿、お迎むかえにあがりました」

　そこに、予期していなかった来客があった。制服姿が凛り々りしくも可愛らしい、美少女騎士クリスだった。

「おっ、クリスじゃないか、生徒会室まで連れてってくれるのか？」

「はい、私が案内いたします」

　ソフィアに言われていたとおり、俺はこれから生徒会室に行くことになるらしい。クリスが呼びにきたってことは、ソフィアだけじゃなく、マリーも、雪花もいて、四人で出で迎むかえてくれるってわけか。いったいそこで何が待っているのか、少～しプレッシャーを感じる繊せん細さいな俺だったりする。

「サンキュー、クリス、これから、よろしくな」

　とりあえずクリスに、礼を言っておくことにする。なんというか一回剣を交えた相手とは、無条件で友情みたいなもんが生まれる気がするなぁ。俺にとって、つまりクリスはもう、仲間だった。

「はい、よろしくお願いします。ぜひ今度、私に稽けい古こをつけてください」

　生き真面目まじめなクリスらしい答えが返ってきた。

「いやいやいや、それは無理だろ。俺、騎士なんて素人しろうとだし、むしろ俺がクリスに稽古つけてもらわなくちゃさ。あ、でもお手て柔やわらかにお願いします」

「いえ、そんな……」

　クリスが反論しかけたそのとき。

「ねぇねぇ、帰りにマリモンクレープ寄っていかない？」

「おっ、いいね～」

　茜と桜子が、喋しやべりながらこっちにやってきた。

「私は今日は、スペシャルストロベリーかな～」

「あたしはアーモンドチョコ生クリームね」

「あ、それもいいね～、う～ん、迷うな～」

　どうやら二人は、これからクレープ屋にでも行くつもりらしい。

「ストロ……、チョコナマッ……」

　俺の横で、なにか呪じゆ文もんのようなものを唱えたやつがいる。

「お二人ともっ、そそそ、そのクレープ店は、どちらにあるのでしょう!?」

　クリスの豹ひよう変へんっぷりに、俺の目が点になった。

「あはは～、クリスちゃん、相変わらず甘あまい物には目がないみたいだね～？」

　桜子に笑われ、

「はっ!?　あっ、いえ、これは、その……」

　そこで、我に返ったらしいクリスだった。両手をバタつかせ、口ごもる。へぇ、クリスって、甘あま党とうなのか？　それも学園中に知しれ渡わたっているくらいの？

「あら、気にすることないわよ、クリスだってれっきとした女の子なんだから」

「はっ、ぅぅ、いえそんな……」

　茜に女の子扱いされて、さらにうろたえる。そうやって顔を赤らめてる仕草も、傍はたから見ると女の子らしくて可愛いって思うんだけどな。

「クレープ屋さん、学園通りの坂の下だよ。最近出来たばっかりで、凄すごい行列なのが、玉たまに瑕きずなんだけどね～」

「そうね、この島、他ほかに似たようなお店もないし、三十分くらいは覚悟しないとね」

「でもでも、並ぶだけの価値はあると思うんだ～」

「うん、あの美お味いしさは、ちょっと病やみつきよね。それにメニューも五十種類以上あるんだもん、何度も通わないとねっ」

　むぅ、クリスに桜子に茜、三人の少女の心を射止めるクレープか。なんだか俺まで、気になってきてしまうじゃないか。っていうか、あれ？　俺ってば、何か用事の途と中ちゆうだったような……。とりあえず俺は、その場にたたずみ、とろんと惚ほうけた表情になっているクリスに尋たずねてみる。

「なぁ、クリス、俺たち生徒会室に行くんだったよな？」

「はっ、そ、そうでした……。あ、いえっ、そうです、そうですよ、さぁ、行きましょう」

　クリスは、大事なことなので二度言い直しました。

「ねぇクリス、あたしも一応生徒会役員だし、ついていっちゃダメかな……？」

　そのとき唐とう突とつに、茜がそんなことを尋ねたのである。

「べっ、別に深い意味はないのよっ？　だってホラ、あたしたちだけ先に帰っちゃって、まだ慣れてない通学路で湊がひとり道に迷っちゃったりしたら情けないじゃないっ？」

「申し訳ありませんが、王族の機密事じ項こうに関わることなので、今回は茜殿どのには遠えん慮りよしていただかねばなりません」

　だが、クリスにきっぱりと断られてしまう。

「ただ、ご安心ください、湊殿は私たちが責任をもってご自宅までお送り致いたしますので」

「うう、そっちの方が不安なのよ。姫様たちはもちろん、クリスや雪花だって十分可愛いんだもん……」

　クリスのフォローの後にもまだ、茜は小声で呟つぶやいていたみたいだけど、よく聞き取れなかった。

「ってことだ、じゃあな、二人とも」

「うん、またね～」

　そう言った俺に、桜子は笑え顔がおで返してくれたのだが、

「……何よ、就任早々ずいぶんはりきちゃってるじゃない？」

　茜が、なにやらご機き嫌げん斜ななめだ。

「ま、ソフィア様もマリー様も美人だもんね？」

　な、なんだよ、さっきまで楽しそうだったのに。

「お調子者のあんたなんかに、騎士なんて務まるのかしらね～？」

　やけに突つっかかってくるなぁ。

「湊殿、さぁ、行きましょう」

　いつのまにか廊ろう下かに出ようとしているクリスに呼びかけられる。

「あ、ああ……。なんだよ茜、急にカルシウム不足にでもなったか？　じゃあ、また明日な」

　俺は茜の返事を待たず、クリスの方へと身を翻ひるがえす。

「知らないっ、バカ……」

　茜の拗すねたような声が、変に耳に残った。
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　カツ、カツ、カツ……。

　人気のない廊下に、俺とクリスの足音が響ひびく。

「さぁどうぞ、湊殿、こちらです」

　と、クリスはそこで立ち止まる。俺は、一つの扉とびらの前に案内されていた。

「あ、開けていいのか？」

「ええ、もちろんです。湊殿はもう、私たちの一員なのですから」

　別にそんな大したことでもないはずなのに、緊きん張ちようが走る。一応、ノックしとくか。コンコンッ、ドアノブを握にぎる手が、少し震ふるえる。

「し、失礼しま～す」

　格好悪く上ずった声をあげ、俺は扉を開き中へと入った。

「待ちかねたぞ、ミナト」

「お待ちしていました、ミナトさん」

　ソフィアとマリーが同時に反応する。

　しかし、姫様たちが常じよう駐ちゆうしているという室内だというのに、そこは思ったよりもずっと、普ふ通つうの空間だった。日本の学園でも、どこにでもあるような質素な長机を前に、姫様二人がパイプ椅い子すに腰こし掛かけていた。

「どうぞ湊様、こちらの椅子におかけください」

　立って出迎えてくれた雪花に促うながされ、俺は姫様たちから少し離れた席に着く。そして、雪花とクリスも、姫様たちの左右に控ひかえるように腰こしを下ろした。どうやらいつでもこの二人は、こういう位置につくみたいだ。フォーメーション、ってやつなんだろうか。

「そうそう、アシエルからくれぐれもそなたに責任の重さを自覚させるように、と念を押おされておってな」

　ソフィアがおもむろに口を開く。

「口うるさいあやつのことじゃから、てっきり自ら騎士としての心得などを注意するのであろうと思っておったが、所用で席を外しておる。あやつも父親に似て忙いそがしい男よ」

　ひ～、それは助かった……のか？　それとも、どっちにしろ俺がしぼられることに変わりはないのだろうか？

「さて……、ではミナトよ、そなたにシャルスティア王家における最も重要なしきたりを伝えよう」

　ソフィアが俺を見み据すえる。俺はごくりと息を飲み、発せられる言葉を待った。

「今朝も言ったとおり、『神しん託たくの騎士』というのは我がシャルスティア王国において唯ゆい一いつ無む二にの存在なのだ。そして、私たち王女とともに次期女王への昇しよう格かく試験である、王国の秘宝『運命のルビー』を探し出す試練に挑いどむという義務を負っておる」

　え～っと、またまたなんだか仰ぎよう々ぎようしい展開になってきましたよ？　と、俺としては茶化して気楽な雰ふん囲い気きになりたいところなのだが。

　説明するソフィアや他の三人の表情も、いたって真面目まじめそのものだ。ソフィアはさらに続ける。

「それにな……、これは私たちもまだ見たことはないのだが、もう一段階神聖な儀ぎ式しきを行うことによって、神にも匹ひつ敵てきする力を持つという『火山神顕現騎士ヴオルカエクエス』として覚かく醒せいすることができると言われておる」

　すごく……、胡う散さん臭くさいです。しかし、俺はすぐに考えを改める。ここは魔法の王国シャルスティアなのだ。たぶん、こういう話を日本にいたときの物差しで測ってはいけないのだろう。

「そなたはすでに儀式も済ませてしまっておるし、私たち王女二人の『神託の騎士』であることはもはや曲げようのない事実じゃ。しかしミナト、そなたに今その覚かく悟ごがあるとは到とう底てい思えぬよのぅ？」

「う、まぁ、そうだな……」

　ソフィアに皮肉っぽい視線を向けられながらも、この点に関しては俺も素直に認めざるを得ない。

「ゆえにそなたに多少なりとも騎士としての自覚が身につくまでは、そうよの、まだ騎士見習いと言ったところか。私たち四人は放課後はたいていここにおる。ミナト、そなたもクリスや雪花のように、できるだけ私たちのそばにおるように。それが現在騎士見習いであるカゼハラミナトの最初の使命じゃ、よいな？」

　続けてソフィアはそう言って、俺の目をまっすぐに捉とらえ返答を求める。

「あ、ああ……」

　自分勝手なだけにも見えるソフィアなんだが時々、一国の王女らしい威い厳げんある表情と物言いをする。俺はこの瞬しゆん間かん、確かに気け圧おされていた。

「湊様、今日このあとのご予定は？」

　すると、今度は雪花が尋ねてきた。

「え？　いや、別に特に決まってないけど」

「それでは、これから湊様に街を案内して差し上げるというのはいかがでしょうか？」

「まぁっ、名案ですねっ」

「はいっ、賛成ですっ！　話題のクレープ店にも寄ってみましょうっ!!」

　雪花の提案に、マリーとクリスが即そく座ざに声を上げる。クリスはあからさまに自身の願望を混ぜてきたわけだが。

「まぁっ、クレープですかぁ」

「ふむ、クレープとな」

　マリーまで目を輝かがやかせ、ソフィアも満まん更ざらではない様子だ。

「はいっ、巷ちまたで大人気のクレープ店が、ついにこの島にも出店されたらしいのですっ！」

　クリスのテンションはとどまるところを知らない。その勢いにつられるように、

「よし、では行ってみるとするか！」

「「「「お～っ！」」」」

　ソフィアが高らかに宣言し、残る四人のかけ声が唱和した。こうして俺たちは、放課後の街へと繰り出すことになったのである。



　　　　　◇



　学園から市街地へと伸びる坂道を朝とは逆に下っていく、そんな中──、

「まぁ、今日も良い天気、海も穏おだやかで素す敵てきな一日ですねぇ」

「マリーよ、そなたはどうしてそのような普通のことに大げさな感想を言えるのだ？」

「あら、だって、みんなでこの通りを歩くなんて、久しぶりじゃないですか」

　姫様二人は、早さつ速そく外出ではしゃいでいるようにみえる。

「それに新しく加わったミナトさんも一いつ緒しよで……、私ワクワクします」

「そ、そうかっ？　たっ、単純じゃなマリーはっ。私は別にミナトなど、おろうがおるまいがどうでもよいと思うがのっ？」

　ソフィアがチラッと俺を一いち瞥べつし、すぐさまプイッと視線をそらした。うーむ、俺は嫌きらわれているのだろうか……？　別段好かれたいわけじゃないけど、いびられなくなるくらいには仲良くなりたいってもんだよなぁ。

　一方の俺自身はというと、クリスから色々と教わっている最中だった。

「ふーん、じゃあこの島は、シャルスティア王国の本島じゃなくて、主だった施し設せつは学園しかないんだな？」

「はい、このファムネリア島は、代々シャルスティア王家や貴族の子女の教育のための、島全体がいわば全ぜん寮りよう制せいの学校そのものとでもいうべきところなのです。島民である一いつ般ぱんの生徒も通っていますが、人数は半数以下、むしろ少数派ですね」

「へぇ～、つまりセレブ御ご用よう達たしの学園ってことか」

「はぁ……、そうですね、そう言われればそういうことになりますね……」

　俺が納なつ得とくしかけたところで、クリスは虚きよを突かれたような反応を示す。

「はは、自分もセレブ側だから、意識したことがなかったって感じだな？」

「いえ、そうではなく……、私も雪花も庶しよ民みんの出ですよ。もちろん貴族の男子はほぼ例外なく騎士となりますが、実力さえ認められれば階級も、男女の隔へだてさえなく騎士になれるのが我が王国の美徳だと心得ます」

　そして、ずいぶんと神しん妙みような面おも持もちで答えてくれた。

「もともとシャルスティアでは、貴族だからといってむやみに権力を振ふりかざす者もおりませんし」

「そうなのか、じゃあ、あんまりそういう部分で緊張する必要はないんだな？」

「ええ、ですから湊殿どのは相手が貴族であれ庶民であれ、普ふ段だんどおりに振ふる舞まっていただければよろしいでしょう。ただ、湊殿のお父上はシャルスティア王家・貴族にとっては伝説の人物として知れ渡っておられるので、相手の方が萎い縮しゆくしてしまうかもしれませんね……」

「げっ、それは困るぜーっ!?　信じられねぇよ、みんなあのバカ親父おやじに騙だまされてるんじゃないのかっ!?」

「かくいう私も、剣けん聖せい・風原凪なぎ人と殿どの直伝の、ご子息の太た刀ち筋すじをこの目で見ることができたこと、光栄に思っています」

「うわぁ～、やめてくれ～、親父は知らねぇけど、ありえないと思うけど……、とにかく俺は本当に、そんな大したもんじゃないんだぁ～～～っ」

　これは頭を抱かかえてジタバタしてしまうレベルだ。全身がむず痒がゆくなる感じ、なんとも居心地が悪い。

「そ、そういやぁ雪花はさっきクレープに反応してなかったみたいだけど、もしかしてあんまり好きじゃないのか？」

　俺は半ば逃にげるように、もう片方の隣となりにいた少女に声をかけた。

「いえ、嫌いというわけではないのですが……、私は甘い物にそれほど興味がないのです」

　相変わらず無表情に、雪花が言う。女の子軍団の中でひとり、ちょっと意外な回答だった。

「そうなんですよ、雪花はむしろ激げき辛から好きなんです。キムチ鍋なべにタバスコ垂らしたり、ラーメンのどんぶりをコショウで埋うめ立たてたりするほどのね」

　クリスがやや非難めいた口調で教えてくれる。

「クリスは辛からい物が大の苦手ですよね。カレーでもお子様向けの甘あま口くちしか食べられないし」

　すかさず雪花が言い返す。

「わ、私は辛さ以外の味も楽しみたいだけだ、雪花の舌はおかしいんじゃないか？　辛み成分しか感知できないんだろっ」

「クリスは甘い物好きなのに、あんまり糖分が脳の栄養に行っていないと思います。むしろ、プロテインでも摂とった方が効率的なのではないですか？」

「なっ、なにおーっ!?　ぬむーっ、いくら雪花でも許せないぞーっ!?」

「まっ、まぁまぁ二人とも、抑おさえて抑えて」

　付き合いが長いんだろう二人のケンカは、じゃれ合っているようで微笑ほほえましいのだが、一応ここは宥なだめておくことにした。姫様たちのお守りで消しよう耗もうするんだろうな～とは思っていたけど、クリスや雪花までこの調子だと……、なんだか引いん率そつの先生にでもなった気分だよな。

「むっ！　あそこではないかっ？　着いたぞ皆みなの者、おおっ、想像を絶する驚きよう愕がくの光景じゃの～！」

　ソフィアがけっこうノリノリな叫さけびを上げる。なんだかんだと会話をしている間に、目的の場所に到とう着ちやくした俺たちだった。

「な、なんと、まさかこれほどとはっ……！」

　正面を向いたクリスが、息を飲む。俺も、同感だった。人々の長ちよう蛇だの列がびっしりと歩道を埋め尽つくしている。車道にまではみ出さんばかりで危なっかしい。とにかく狭せまい、という印象だ。いや、本来は、普通の店てん舗ぽであれば何の問題もない面積だろう。昨日まで田舎のゲーセンだったところに、いきなり権利にうるさいネズミの王国がやってきて占せん拠きよしてしまった、そんな感じの人口密度が俺の眼前に展開されていた。

　店がどこにあるのかも、しっかり探さないと人の頭に隠かくれてよくわからない。店の前には多少スペースがあるつくりのようだが、そこも人、人、人。クレープを買えたとしても食べるにはこの一帯から少し離はなれる必要がありそうだ。

　俺たちが立ち止まった地点から、店まではまだ数十メートルはある。だけどもうこれ以上は先には進めない、ちょうどこのへんが並ぶ列の最さい後こう尾びらしかった。

「まぁ～、すごいです～、みなさん楽しそうですね～」

　ワンテンポ遅おくれて、マリーが呑のん気きな感想を口にする。楽しそう？　これがか？　俺は正直今すぐＵターンして帰ってもいいというくらい、すでに腰が引けているんだが。

　しかし、言われてみると客たちはけっこうみんな笑顔で、友達と話したりなんかしながら待っているみたいだ。それにしても、学園の制服が半分くらいを占しめている。女子ばっかりかと思ったら、男子も意外と多い。他の客、島民の人たちも老ろう若にやく男なん女によ、分わけ隔てなく集まっている。

　店の立地は坂をほとんど下りきったところで、ここから先はずっと市街地が続いているみたいだ。ちょうど学園と街との中間くらいにあるってわけか。街外れに建てたのは正解だったよなぁ。街中でこの人だかりができたらそれこそ大混乱だろう。

「さぁミナトよ、このようなときは気を利きかせて、そなたが並んで全員分買ってくるべきではないか？」

　さも当然といった口ぶりでソフィアが俺を指名した。

「ぬはっ！　いきなりパシリ扱いですか!?」

「口答えは許さぬ！　騎士見習いカゼハラミナト、ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティアの名において命ずる、クレープを買ってくるのじゃ！」

　こうなってしまっては、もはや誰もソフィアに逆らうことなんてできやしないだろう。

「へ～へ～、わかりやしたよ、行きゃあいいんでがしょ、謹つつしんで行かせてもらいまっ」

「それでしたら、私もミナトさんと一緒に並びたいです。こんな機会、滅めつ多たにありませんもの」

　不ふ貞て腐くされかけた俺おれの心をにっこりと見上げてくるマリーの笑顔が癒いやしてくれた。

「それでは私もお供いたします」

　すぐさま姫様に仕える騎士らしく、クリスが申し出る。

「い、いいのかい、二人とも？」

「ええ、ミナトさんとこんなに近くでドキドキしますけど」

　うおぉぉっ、はにかみながらむしろこっちの心臓を破は裂れつさせそうな発言をなさいます、マリー様ってば。

「では参りましょう」

　クリスがマリーの手を取り、列へと導く。う～ん、美少女が美少女をエスコートする絵は、なんとも優ゆう雅がだ。なんて見とれている場合じゃない。俺も早く、こんな振る舞いができるようになれってことか。ちょっと恥はずかしい気もするが、相手が美少女でなおかつお姫様だってんだから悪くないかもしれないな。というわけで、俺はクリスとマリーの後ろ、しんがりを務めることになった。



　ソフィアと雪花は道路近くの、列からやや離れたスペースに退たい避ひしたみたいだ。二人して涼すずやかにこちらを眺ながめている。ソフィアにいたっては、手のひらで顔をパタパタしたりなんかしながら。

　一方の俺たちは、この人口過密地帯で身を寄せ合っていた。美少女と、ってところが救い──いやむしろ、実はこんな状じよう況きようですらかなり恵めぐまれた幸運と言えるのかもしれない。目の前にあるマリーのうなじから、花のようないい匂においが立ち昇のぼってくるじゃあありませんか。

「あの……、ミナトさん、ソフィアのこと悪く思わないでくださいね。ソフィアは素直になるのが苦手なんです」

　と、マリーはくるりと振り向むいて、まるで自分のことのように、申し訳なさそうに話しかけてきた。

「ミナトさんのお父様、ナギトさんが、十年くらい前までシャルスティアによく来ていたのはご存知ですか？」

「えっ、そうなのかい？　そりゃ初耳……あっ」

　言われてみれば、思い当たる節がある。俺は五～六歳さいまで、親父が何日か留守にするからって理由で、ちょくちょくばあちゃん家に預けられていたっけ。親父のやつ、幼児だった俺をほっぽって、海外の南の島でバカンスと洒落しやれ込んでいやがったってか？　またひとつ、とっちめてやりたいネタを仕入れちまったぜ。

「ふふ、昔ナギトさんが見せてくれた、小さい頃ころのミナトさんの写真、今でもよく覚えています」

「んぁっ!?　おっ、俺の写真っ!?」

「ええ、ナギトさんは騎き士し団だんの訓練の監かん督とくに来てくださっていて、お忙しいのによく私やソフィアと遊んでくれたんです。ナギトさん、いつでも胸のポケットにミナトさんの写真をしまってたんですよ」

　ちぇっ、なんだよ。親父め、うまいこと得点稼かせぎやがって……さ。

「それでね、おかしいんです、私もソフィアも、写真の中のミナトさんにすっかり夢中で……。ソフィアが『わたちは、おっきくなったらミナトのおよめさんになるのじゃっ』って言うから負けていられなくて『じゃあ、わたちも～』って」

　俺はちょっと赤面しながら、どんな態度を取ればいいのか困ってしまう。けど驚いた。ソフィアとマリーにずっと昔から、俺は顔と名前を知られていたなんて。

「私もソフィアも、お母様たちが若いとき、ナギトさんのことが大好きだったと聞かされていたものですから……、だったらその子供同士も好き合うのが自然な気がしていたんでしょうね。だから、ソフィアもずっと写真でしか見たことのないミナトさんに憧あこがれていたんだと思います」

　幼い日々を懐なつかしむように、マリーは空を仰あおぐ。

「でも、この歳になったらそんな幼い頃のおままごとみたいな感情が、ソフィアは恥ずかしかったり腹立たしかったりして……、でもやっぱり、私たち二人にとって大切な思い出であることは変えようがなくて……、そういう相反する気持ちをどうしていいかわからなくて、ミナトさんにキツく当たってしまうんじゃないかしら。うふふ、まるで好きな子に意地悪しちゃう小学生みたいですね」

　最後にマリーは悪戯いたずらっぽく笑って、ちらりと遠くのソフィアに視線を投げた。

　列が進んでいく。俺たちの番まで、ようやくあと半分くらいってとこまできただろうか。

　グォォンッ。

　不意に、不ふ穏おんなエンジン音が響いた。街の方から、ジープ──軍用車両みたいなやつが一台、猛もうスピードで迫せまってくるのが見えた。

　キキィッ、バタバタバタッ。

　けたたましい音を立てながら、ジープが車道の脇わきに急停車する。間かん髪はつ入いれず乗っていた奴やつらが降りてきた。人数は三人、全員軍人が着るような迷めい彩さい服ふくに、銀行強ごう盗とうが被かぶるようなフルフェイスのマスクを身につけている。怪あやしさにかけては申し分ない連中だった。

「いたぞっ、ソフィア姫だっ！」

　男たちの一人が野太い声を上げる。あっけにとられていた俺たちは、間ま抜ぬけにもここでようやく何が起ころうとしているのかを悟さとったのだ。

「ソフィア様ぁっ！　お逃げくださいぃぃっ!!」

　クリスの絶ぜつ叫きようは、時すでに遅おそかった。

「きゃぁっ！」

　一いつ瞬しゆんにして、雪花が乱暴に突き飛とばされる。

「無礼者っ、はっ、放さぬかっ！」

　ソフィアが左右から二人の男に両りよう腕うでを掴つかまれていた。

　俺たちは弾はじかれたように走り出す。たった数メートルの距きよ離りが、絶望的な遠さに感じられた。

「な……、何事ですかっ!?」

「か、皆かい目もく見当がっ！　姫ひめ様さまを狙ねらう者など、この国にいるはずがっ！」

　驚おどろき尋ねるマリーに、聞かれたクリスの方が目を白黒させている。続けて俺も聞かずにはいられなかった。

「て、テロリストとかじゃないのか!?」

「そんなはずはっ……！　反王政派のテロ組織は二十年近くも前に壊かい滅めつしたはずですし！」

　ソフィアは精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうしているものの、屈くつ強きような男たちに二人掛がかりで車へと引きずられていく。なんだよこれ……。白昼堂々こんな暴力的な方法で、正体不明の何者かが姫様をさらいにくる、そんな物ぶつ騒そうな国なのか、このシャルスティアは!?

「待て！　ソフィア様をどうするつもりだっ！」

　クリスが勇ましく男たちの前に立ちはだかる。車両に乗り込まれる前に、どうにか追いつくことができた。シャキンッ、とクリスは抜ばつ刀とうし、銀色に輝く長ちよう剣けんの切っ先を差し向ける。

　それに呼応するように、男たちは──やはり持っていると思った──拳けん銃じゆうを取り出だし構えた。こっ、これは分が悪いんじゃないか!?　明らかに、どう見ても。

　さらに、ソフィアを捕つかまえている一人は、大きなナイフを手にしていた。

「おっと、それ以上動くと、ソフィア姫の肌はだに傷がつくことになるぞ？」

　悪人らしい卑ひ怯きような脅おどし文もん句くを口にしながら、男はソフィアの首筋に刃やいばを当てる。

「くっ！」

　クリスの端たん整せいな顔が悔くやしさに歪ゆがむ。俺は……どうしよう!?　どうすればいい!?　心臓がバクバクする。こいつらを、銃じゆうとナイフを所持した連中を取り押さえるための行動を何か起こすことができるのだろうか!?

「クリス！　このような輩やからの言うことなど聞いてはならぬぞっ！」

　気き丈じようにもソフィアは屈くつしない態度を示すのだが……。

「おらっ、とっとと武器を捨てろ！」

　ガシャンッ、愛用の剣けんが地面に落とされる。クリスは無言で男たちを睨にらみつけた。クリスがあっさりと武装解除され、俺が己おのれの無力さを噛かみ締しめるしかない中──。

「へへっ、ちょうどいい、逃げられないように服を脱ぬがしておくか」

　男は信じられない行動に出たのである。

　ビィィィィッ！

「きゃぁぁぁっ！」

　ブレザーとブラウスが一気に切きり裂さかれ、ソフィアのたわわな胸むな元もとや、白いお腹なかとおへそが露あらわになった。

　ドクンッ。

　俺の鼓こ動どうが跳はね上あがる。

「ひひ、なかなかいい体してるじゃねえか」

　男が、舐なめ回まわすような下げ卑びた口調で言った。

「ソフィアッ!!」

「貴様ぁっ!!」

　マリーもクリスも、

「ソフィア……様……っ！」

　雪花までよろよろと身体を起こしながら叫ぶ。

　俺だって同じ思いだ。胸の奥おくを掻かきむしられるような、激痛にも似た感覚が湧わき上がってくる。

「このようなことをして……、ただで済むとは思っておらぬであろうな？」

　羞しゆう恥ちに頬ほおを染め、声を震わせながらもソフィアは強がってみせる。しかしそれは、男たちに対して逆効果でしかない。

「ほぉ、さすがは跳ねっ返かえりのソフィア姫、まだそんな口が利けるのか、ではお次は……」

　男は悪意に満ちた視線をソフィアの肢し体たいに這はわせる。

　そのときだった。

「待て！　私を好きにしろ！　その代わり姫様にはそれ以上指一本触ふれるんじゃないっ！」

　忠誠心厚いクリスが、気持ちはわかるがややピントのずれた啖たん呵かを切ったのである。

　それでも男たちは、このクリスの迫はく力りよくに動どう揺ようしたらしい。

「お、おい、どうする？」

　男の一人が仲間たちに意見を求める。

「……いいだろう、ではおまえがストリップショーをするというんだな？」

　ソフィアを捕とらえているリーダーらしき男が、クリスに視線を向けた。そんな卑ひ劣れつな要求をも、クリスは甘んじて受け入れるつもりのようだ。

「う……」

　だが、いざ実行しようとすると身体がいうことをきかない。そんな乙女おとめらしさを覗のぞかせるクリスに、

「さぁ、どうした？　とっとと脱げよ」

　容よう赦しやのない命令が飛ぶ。

　騎き士しの少女は……、覚悟を決めたようだった。

　ぷちっ、ぷちっ、とぎこちない動作で、ブレザーのボタンを外していく。

　くそっ、くそっ、くそぉっ！　クリスが、ソフィアが、こんな目に遭あっているってときに、俺は……！

　いや、そうじゃない。逆に考えるんだ。これはチャンスじゃないか。奴らがもっとクリスに気を取られれば、絶対に隙すきができるはずだ。

　バサッ。

　ブレザーが脱ぎ捨すてられた。

「おいおい、焦じらしているのか？　もっと早くしろっ」

　男がさらに急せかす。

　クリスは、震える指先をブラウスのボタンにかけ一つ、二つ、と外していき……、ついに可愛かわいらしいピンク色のブラジャーと、それに包まれた豊かな双そう丘きゆうがチラリと垣かい間ま見みえたその、刹せつ那な。

「だぁ～っ、遅おせぇっ！　こうやって、一気に見せろやっ！」

　短気な男は、捕らえているソフィアを再び標的としたのである。

　ビリィィッ！

　今度はスカートだった。制服のプリーツスカートに、本来あるはずのない大きすぎるスリットが出来上がっていた。そこから、艶なまめかしい太ももが覗く。

　なんて、なんてエッチな光景だろう。辱はずかしめられているにもかかわらず、ソフィアの神こう々ごうしくさえある美しい肢体に、俺の目は釘くぎ付づけだった。

　いけない、見ちゃダメだ！　頭ではそう命じるのだが、身体が言うことをきかない。熱い。血液が俺の中で暴れ回り、視界が赤く染まる。

　瞬間、なぜか今までに体験したことのないような力が、身体の奥おく底そこから湧き上がってくるのを感じた。この程度の数の暴漢なんて、ほんの数秒で倒たおせそうな気さえする。

「このまま全部切ればスカート取れちまうなぁ？」

「やっ、やめっ！」

　衆目の中で下半身を下着だけにされる姿を想像してか、とうとうソフィアの瞳ひとみには涙なみだがにじんでいた。

　このとき──、敵も味方も、全員がソフィアに注目するその傍かたわらでマリーはひとり、すぐ前に位置する俺だけがかすかに聴きき取とれる声量で、淡たん々たんと呪文を唱えていたのだった。

「遍あまねく　広く　永と久わに包つつみ抱いだきたる　我らが母　女神の腕かいなよ　水面みなも　泡ほう沫まつ　幽かそけき天鵞絨びろーど溢あふれ　満たし　吾あ子こを護まもり給たまえ　水煙伽藍漿膜スパシバル・ラーユエ！」

　限りなく透とう明めいに近い、ゼリー状の膜まくのようなものがソフィアの全身を包み込む。

「これでもうナイフも銃もソフィアを傷つけることはできません、ミナトさんっ！」

　待ちわびていた、完かん璧ぺきとも言える反はん撃げきのチャンス。マリーの叫びからコンマ一秒も置かず、

「うぉぉぉぉっ!!」

　俺は雄お叫たけびを上げて、男たちに躍おどりかかった。時間の流れをスローモーションに感じた。まさに瞬またたく間まに敵の懐ふところに飛び込む。人間のスピードじゃない、我ながらそう思った。

　渾こん身しんのストレートを、ソフィアを剥むこうとした不ふ埒らちな男の顔面ど真ん中に叩たたき込んだ。男は仰のけ反ぞって後方に吹ふき飛ぶ。他ほかの二人は、まだ俺に銃じゆう口こうを向けることさえできないでいる。

　自由になったソフィアの腕を引き寄せようとすると、ふよん、とマリーの魔ま法ほうでできた膜に当たり、ソフィア自身の肌には触れられなかった。なるほど、これは本当に一いつ切さいの物がソフィアへの接せつ触しよくを阻はばまれている。

　などと感心している場合ではない。俺は回し蹴げり一旋、至近にいるもう一人の側頭部をきれいに打うち抜ぬく。

「このっ！」

　最後の一人は、ようやく俺に照準を定めることができたようだ。それでも俺は構わず、体当たりするつもりで突とつ進しんする。

　ダァァァンッ！

　銃じゆう声せいが轟とどろく。俺の身体からだ中じゆうに衝しよう撃げきが走った。手て応ごたえはあった。相手も昏こん倒とうするくらいのダメージを受けたはずだ。

　でも、あれ……？　意識が遠ざかっていく。俺は……、撃うたれたのか……？

「ミナトッ！」

「ミナトさんっ！」

「湊殿！」

「湊様っ！」

　四人の声が音楽のボリュームでも下げるように小さくなり……、すべてがフェードアウトした。



　　　　　◇



　ばちっと目が覚めた。がばっと身体を起こす。

「痛つぅっ!?」

　手足に鈍にぶい痛みが走った。おまけになんだか熱っぽく、だるい。そう、まるで体育祭の翌日みたいな感じだ。辺りを見回すと、俺がいるのは病院のような白い室内のベッドの上だった。

「あら、気がついた？」

　眼鏡をかけた白衣の女の人が声をかけてきた。二十代半ばくらいだろうか、唇くちびるに引いた鮮あざやかなルージュとウェーブした金きん髪ぱつが、大人の女性の色いろ香かってもんを漂ただよわせている。

「えっと、あの、ここは……？」

「ここはプリムヴェール学園の保健室よ、私は保健医のナタリー・シュトラウス、よろしくね」

　まだよく状況が飲み込めていない俺に、

「体調はどう？　意識を失うまでのことは覚えてる？　ソフィア姫をさらおうとした連中と戦っているとき、何か変わった感覚はあった？」

　矢や継つぎ早ばやに質問が浴びせられた。

「そ、そうだ、ソフィアは……!?　みんなは、無事なんですかっ!?」

「ええ、姫様お二人もお付きの子たちも、あなた以外は傷ひとつないわ。あなた一人で見事暴漢たちを撃げき退たいしたんですってね、お手て柄がらよ。でも直後にあなたは失神して、ここに運ばれてきたってわけ」

　ようやく記き憶おくが繋つながってきた。そして、ほっとする。

　だけどもうひとつだけ、確かく認にんしておかなければ拭ぬぐい去されない不安が、俺の脳のう裏りを掠かすめた。

「じゃ、じゃあ、ソフィアを誘ゆう拐かいしようとした奴らはどうなったんですか？　ちゃんと捕まったんですよね？」

「もちろんよ。あなたに倒されてのびている連中を、駆かけつけた憲兵隊が連行したわ。きっと今いま頃ごろ、目的や首しゆ謀ぼう者しやについて厳しく尋じん問もんを受けているでしょうね」

　やれやれこれで一安心だ……、と言いたいところだったが。

　どうやらまだ犯人たちの素す性じようが明らかになっていないらしいことに加えて、このナタリーという保健医の、どこか他人事のような、冷静すぎる感じの口調のせいで。

　俺の心には、なんだかしこりのような気持ちの悪さが残ってしまった。

　そんな俺の繊せん細さいな胸の内を知ってか知らずか、ナタリー先生は飄ひよう々ひようとしている。

「あなた自身の怪け我がもかすり傷程度でほとんど大したことはないけど、念のため脈みやく拍はくと脳波を検査させてもらったわ」

　そう言われて、気付く。俺の寝ねていたベッドの横には、何を調べるためのものなのかっていうくらい仰々しい、モニターの付いた大きな電子機器が置かれていた。

「ふふ、驚いた？　ここは王族や貴族の子女も通う学園だから、最さい新しん鋭えいの医い療りよう設備が整っているのよ。それで、どうだったのかしら？　気を失うほどの戦せん闘とうをしたんですもの、あなたの意識がどういう状態だったのか、聞いておきたいわ」

「はぁ、頭に血が昇ってたせいか、体が熱くて……、あと、やたらとまわりが赤く見えた気がします」

　俺が答え始めたそのときだった。

「ミナト……、無事、じゃったか……？」

　仕切られたカーテンをそっとめくって、ソフィアが顔を覗かせる。もちろんすでに破かれた制服ではなく、ピシッとしたややフォーマルな感じの私服に着き替がえていた。

「あ、ああ、ソフィアこそ大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「す、すまなんだな、感謝する、私のために」

　声を詰つまらせ気味に、俺を見つめるソフィアの瞳には、うっすらと涙が滲にじんでいるようにさえみえる。

「べ、別にそなただけを特別に心配しておったわけではないぞっ」

　俺が意外そうに見返していることに気付き、ソフィアはバタバタと両手を振った。

「そなたも一応私の騎士であるがゆえっ、臣下の身を案ずるのは、主君として当然のことじゃっ」

「ミナトさん、意識が戻もどったんですね、本当に、よかったです」

　そこに、マリーと、一歩遅れてクリスと雪花もやってきた。

「湊殿、鬼き神じんのごときご活かつ躍やく、感服致しましたっ」

「湊様、私が不ふ甲が斐いないばかりに危険な目に……、申し訳ありません」

「いやいや、雪花のせいじゃないだろ、気にするなよ」

　雪花は自分がソフィアのそばにいながら何もできなかった責任を感じているようだった。ああ、この四人が悲しんでいる姿は、見たくないなぁ。これからは、騎士である俺がもっとしっかりしないと──、そんなふうに思った。

「あら、これって……、たしか魔ま力りよくを測定できる装置でしたよね？」

　マリーがふと、俺のベッドの横の機械に目を遣やる。

「へぇ、すごいな、そんなもんがあるんだ？」

「ええ、私とソフィアもこれで測ってみたことがあるんですよ」

　ここは、剣を振るう騎士と魔法を使える姫様たちが存在する、シャルスティア王国。日本では体験できないイベントが目め白じろ押おし過ぎて、だいぶ慣れてきてしまった自分が怖こわい。俺は、マリーのセリフを気にも止めなかった。










　　　インターミッション１





　プルルルルル、プルルルルル……。

　真っ赤なマニキュアの塗ぬられた指が、電話の音にぴくりと反応した。受話器を取る手に、若じやつ干かんの緊きん張ちようが走る。

　カチャッ。

「はい」

「首しゆ尾びはどうでしたかな？」

　声の主は、予想通りの人物だった。

「上々ですわ。そうそう、博士の仰おつしやっていた『王女に対する性的興奮が火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの発現を促そく進しんする』という仮説は、正しかったことが実証されました。これを上う手まく利用すれば第三者によって変身を操作することも可能になりますわね？」

「いや、そこまではどうでしょうな。まだまだデータを集めなければ……。ところで、今回の件けんの実行者たちは？」

「ええ、すでに憲兵からこちらの手の内に回収しています。王女たちには尋問中だと説明してありますわ。なかなか口を割らない、と」

「ふむ、不ふ審しんに思われたりはしていないのですか？」

「ええ、今のところは。それに、こうしてはぐらかしているだけで、すぐにそんなことを気にしてはいられなくなるでしょうから」

「了りよう解かいしました。それでは、こちらはこちらで更さらに研究を続けます」

「ふふ、私たちもこれからますます忙いそがしくなりますわね、彼かの女じよたちに負けないくらいに。では、失礼します」










　　　第三章　パーティーでドッキドキ!?





「皆の者、すでに聞きき及およんでおるとは思うが……、昨日、街での暴徒鎮ちん圧あつに、転校早々このカゼハラミナトが活躍してくれた！」

　ソフィアの演説に、わぁぁぁ～～～っ、と場内が歓かん声せいに包まれた。なんという派手な紹しよう介かい、一いつ般ぱん庶しよ民みん歴十数年の俺には、なんとも恥ずかし過ぎる舞ぶ台たいだ。

　時は夕刻、シャルスティア王国王立プリムヴェール学園、その生徒一同がこの学園寮りようの大広間に集まっていた。島民ではない学生用に、こうして寮が用意されているのだそうだ。

　しかし学園寮とは言っても、島民ではない学生、というのは即すなわち王おう侯こう貴族の超ちようセレブな生徒たちってことを意味する。つまり、日本でよく見るような、二人部屋とかが基本の質素なやつを想像してはいけないのである。

　全室個室、それも相当に広い。姫様たちだってここに住んでいるのだから。そうなると当然、建物の大きさも学園校舎と学園寮がほとんど大差ないという、冗じよう談だんのような本当の話になってしまっていた。

　学園の校舎からしてすでに、いかにも中世ヨーロッパ建築って感じで、重じゆう厚こうな柱とか、石細工が随ずい所しよに施ほどこされていたりとか、ただそこにいるだけで観光気分が満まん喫きつできてしまうくらいの代しろ物ものなわけだが。この学園寮だって全然負けてはいない。こうやって内部を見上げているだけも、天てん井じよう高たけぇ～、と溜ため息いきを漏もらしつつ、首が痛くなってくる思いだ。

「それでは、堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜きとしよう。カゼハラミナトの功績を讃たたえ、ここにパーティーの開かい催さいを宣言する！　乾かん杯ぱい！」

「「「「「乾杯！」」」」」

　ソフィアの音おん頭どに全校生徒が応こたえる。もう早さつ速そく、辺りは浮うかれた雰ふん囲い気き一色に塗り上げられていた。ソフィアに手を引かれながら壇だん上じようを後にする。

「はぁ～、タキシードなんてこんな窮きゆう屈くつなもん、無理だよ無理、もう一秒だって着ていたくねーよ」

　しかも色は白だ。これは俺に珍ちん妙みような格好をさせて、似合わないと笑い者にする企き画かくとしか思えない。ぼやきたくもなる。

「ふふふ、日本の諺ことわざでいう、馬ま子ごにも衣い装しようというやつじゃな」

　なのに簡単に、ソフィアに笑い飛ばされてしまった。

「ミナトが今夜の主役なのだからな、目立ってもらわなくては困る」

　そう言うソフィア自身は、大きく胸元が開いたパーティードレスを着ている。まぁぶっちゃけ、今この場にいる人間はすべて正装なのだ。

「ほら、背筋をシャンとせぬか、堂々としておればそれなりに様になるものじゃ」

　さすが人に注目されることに慣れきっている、ソフィアらしい発言だ。それにしても、やっぱりドレスって露ろ出しゆつ度どが高くって、こうしてすぐそばで見るとドキドキするよなぁ。ソフィアのしっとりと、ほのかに桜色に染まった白い胸元に、俺の体温も上じよう昇しようしてしまいそうだった。

　手を取られたままソフィアに連れて来られたのは、端はしから端までどれもこれも、煌きらびやかな美しい食器に手の込んだ盛り付けがなされた料理たちがひしめく、長～いテーブルの前だった。今夜のパーティーではビュッフェスタイルのディナーが振ふる舞まわれていて、そのメニューたるやどれも高級ホテル並みに豪ごう華かなものばかりなのだ。

「さぁっ、ミナトよ、何が食べたいのじゃっ？　何でも好きなものをよそってやろうぞ？」

　ソフィアが自じ慢まんげに問いかけてくる。自分で作ったわけでもないくせに、などとツッコミを入れてみたくなるものの、よく考えれば一国の姫様自らがもてなしてくれようというのだから、名めい誉よなことだと素す直なおに喜んでもいいのかもしれない。

「どうした？　今こ宵よいばかりは遠えん慮りよは無用じゃ。この料理も、私のドレスも、全部そなたのために用意したようなものなのじゃからな」

　んぁっ!?　今のは俺の聞き間ま違ちがいだろうか？　なんか、ちょっとドキッとするワードが混ざっていた気がするんですけど……。

「ミナト……、その、わ、私は悔くいておるのだっ、そなたほどの優ゆう秀しゆうな騎士を見習い扱あつかいしてしまったことを……」

　もじもじと頬を染めながら、俯うつむき加減でソフィアは俺を上うわ目め遣づかいに見上げては視線をそらす。どどど、どうしちまったんだ、今日のソフィアは!?

「い、いや、俺が騎士として半人前っていうか、素人しろうと同然なのは本当なんだからさ……」

　気き恥はずかしさに、俺はソフィアの言葉を否定してみせる。

「謙けん遜そんせずともよい！　昨日、私を助けてくれたそなたは、私が夢に思おもい描えがいておったとおりの……、立派な、私の騎──」

　ぐうぅぅぅ～～～～～っ。

　と、そこで、いきなり俺の腹の虫が盛大に鳴なり響ひびいたのである。

　扱いの難しいソフィアとせっかく珍めずらしくいい雰囲気だったのに、我ながらなんと間の悪いことだろう。おかげで、直前にソフィアが喋しやべり出していた内容もよく聞き取れなかったじゃないか。

「あ、ごめん、ソフィア、何か言った？」

　頭を掻きながら尋たずねる俺に、

「こ、このっ、大馬鹿者がぁ～～～っ!!」

　突とつ然ぜん、ソフィアの雷かみなりが落ちたのだった。

「うええぇ!?　そんなに大事な話してたのか？　悪かった、今度はちゃんと聞くからもう一度……」

　なぜ怒ど鳴なられるのか皆目見当のつかない俺は、腰こしを低くして宥めようとするのだが、

「ばっ、に、二度も言えるものかっ！　もうよい、何でもないわっ！」

　ソフィアはますます顔を赤くして、ぷいっと横を向いてしまった。

「そ、そう？　はは、いやぁ、緊張したせいか腹が減っちゃってさぁっ」

　俺はやるかたなく、愚ぐにもつかない言い訳を口にする。

　ところがその途と端たん、怒おこっていたはずのソフィアがキラーンと目を輝かがやかしたのだ。

「ほれっ、ミナト」

　なんとソフィアは手て際ぎわよく、俺用に料理を小皿に取り分けてくれた。

　あれあれ？　たった今直前まで、俺に腹を立てていたんじゃないんですかい？　ソフィアのころころと変わる態度に目を白黒させるほかない俺ではあるが、こうして眼前に出されたローストビーフもサーモンのマリネもやはり美う味まそうであることは間違いない。

　俺は自然のなりゆきでごくりと喉のどを鳴らす。すると──、

「たっ、食べさせてやろう、特別になっ！」

　にゅっと、フォークに刺ささった肉が突つき出された。

「はっ？　はぁぁぁっ!?」

「そなたの口まで運んでやろうと言っておるのだっ、さっ、さっさと食わぬかっ」

　ちょちょちょちょちょ、ちょっと待ってくださいソフィア様ぁ～～～っ!!　みんなっ、皆みな見てますって、気を利かせてか近くにはいないですけど遠巻きにっ！

　そのときだった。

「さ～て食べるぞ～、あっ、湊みなとくんとソフィア姫様っ」

　絶ぜつ妙みように、最悪のタイミングで、料理に見とれ俺など眼中になかったらしい桜さくら子こが現れたのである。もちろん、茜あかねを引き連れて。

「湊……、ソフィア様……！」

　茜が硬こう直ちよくする。俺はちょうど、なんだかんだ言いつつもソフィアの好意をぱっくりと口に含ふくんだところだった。

「おお、アカネではないか。どうじゃ、そなたも楽しんでおるか？」

　こんな勘かん違ちがいされそうな場面を見られても、ソフィアはまったく屈くつ託たくもなく問いかける。

「は、い……」

「ねぇねぇ茜、ど～よこれ、このラタトゥイユとか美味しそうじゃない？　わわっ、フォアグラやキャビアもある～～っ！」

　一方、茜は不気味なほどおとなしい。はしゃいでいる桜子とは対照的だ。

　俺もそこはかとなく気まずい思いで口を開く。

「よぉ、ど、どうだよ、調子は」

「別に……、それより昨日は、大変だったんだってね……」

「あ、ああ……、まぁ、な」

　弾はずまない会話、ぎこちない表情、こんな他人行ぎよう儀ぎな茜は初めてだ。

「あれ？　あそこにいるのって、茜のお父さんじゃない？」

　きょろきょろと色々発見する桜子である。なんと、学園の生徒だけかと思っていたパーティーに、大人の姿がちらほらあることに今さら気付いた。しかも茜の親父おやじさんだって？　たしか、エネルギーの開発をしている学者さんだったとかなんとか。

「一いつ緒しよにいるのは、保健の先生だよね？　何話してるんだろ」

　口くち髭ひげを生やした細身の紳しん士しと金髪白衣の美女のツーショットは、とても目立つ組み合わせだった。

「アカネのお父上、ノノヤマ博士の研究にはシャルスティア王国の未来が懸かかっていると言っても過言ではないほどに世話になっておる。私たちの魔法の原理が解明され、それが新しいエネルギーとして利用できるようになれば、これほど素す晴ばらしいことはないでな」

　ソフィアがまったく事情を知らない俺にもわかるように説明してくれる。

「いえ、そんな……恐きよう縮しゆくです」

「なぁぁっ！　エネルギーって、魔法をっ!?　エネルギーにっ!?」

　俯く茜にワンテンポ遅おくれて、俺は驚きの叫さけびを上げる。

「あ、ごめん……、私、ちょっと風に当たってくるね」

　どんな話題を振ふっても、今の茜には届かないみたいだった。いたたまれない様子で、茜は身を翻ひるがえす。

「お、おい、茜っ！」

　釣つられて走り出しそうになったところを──、

「ただ追いかけるだけじゃあ、逆効果だと思うよ～？」

　桜子が俺の手を掴み引き止め、首を横に振った。

「湊くんの中で、誰だれが大事なのかはっきりさせないと、ね？」

　何でも見み透すかしているような口調で俺を諌いさめる。

「それにたぶんこの数日間のうちに、茜にとって重大な出来事が休みなしに次々起こっちゃったから、ちょっと混乱しちゃってるんだよ。茜自身も落ち着くまで、しばらくそっとしておいてあげて？」

　茜の気持ちを誰よりもわかっているだろう親友の言葉に、俺は他になす術すべもなく頷うなずくしかない。

「うん？　なんじゃミナト、アカネと喧けん嘩かでもしておるのか？」

　ソフィアはぽかんとした表情で、そんなことを訊きく。

　茜とは、どこかでちゃんと時間をつくって話さなければ。遠ざかる幼なじみの後ろ姿に、俺は人知れず心の奥で誓ちかうのだった。

「外はクリスたち学園生の騎士団有志が警護してくれていますので、心配は無用です」

　背後に突然、何者かが立ち、無機質な口調で俺に伝える。もうわかる、この出現の仕方は……、雪ゆき花かだ。振り返ると案の定、ほぼ二日ぶりに見るメイド姿の雪花が空になった食器を載のせた配はい膳ぜんカートを押おして立っていた。

「ご、ご苦労様、もしかして雪花がこのパーティーを取り仕切っているのか？」

「こちらも、有志の学園生を募つのり、運営しています」

　そう言われてみると、メイドや執しつ事じの衣装を着た生徒たちはけっこういて、あちこちでかいがいしく配膳や片付けなどの給きゆう仕じをしているみたいだ。

「そっか、やっぱこれだけのイベントってのは、多くの裏方さんに支えられてるんだなぁ」

　なんだか、のほほんとこの空間を享きよう受じゆしている自分が申し訳ない気がしてくる。それに、シャルスティア王国ではどれくらいの頻ひん度どで、昨日みたいな物騒な事件が起きるのか知らないけど。街中であんな姫ひめ様さま誘ゆう拐かい未み遂すい事件が勃ぼつ発ぱつするのを生で体験してしまうと、学園にだって不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうして来ないともかぎらないように思えてしまうし。

「なるほど、クリスたちが見回りしてくれてるから、こんなふうに全校生徒が一か所に集まってどんちゃん騒さわぎしてても安心ってわけか」

「学園の治安はできるだけ学生の手で守る、それが我わが校こうのモットーであるゆえな」

　ソフィアが胸を張る。

「あれ？　でも、それじゃあクリスはパーティーに参加できないってことか？　俺、ちょっと交代してきた方がいいかな」

「ミナト、そなたが主しゆ賓ひんなのに、面おも白しろいことを言うのぅ？」

「大丈夫ですよ、皆順番に休きゆう憩けいを入れるようにしていますので、クリスもじきに姿を見せると思います」

　俺の発言はソフィアと雪花にすかさず否定された。

「ふぅ、それにしても、雪花もクリスも一年生だよな？　すごいよな、上級生に指示を出したりしてるんだろ？」

「そうか、ミナトは転校してきたばかりゆえ知らぬのだな。二人とも中等部の頃から鳴らしてきておるでのぅ、今さら誰も不思議になど思わぬのじゃ」

「えっ、この学園、中等部なんてあったのか!?」

「おや、同じ敷しき地ち内ないに併へい設せつされておるのに、気付かなんだか？」

「無理もないかと。学園全体がものすごく広いですから」

　やはりソフィアに突っ込まれ、雪花にフォローされる。

「ちなみに私とマリーは三年生じゃ」

　と、ソフィアから衝撃の告白。

「ええっ!?　そっ、そうなのか!?」

「私の方が年長者なのだから、もう少し敬ってもよいのだぞ？」

「ま、マジかよ……、じゃあ、ソフィア先せん輩ぱい、とか、ソフィア姫様、とか呼ばなきゃダメか？」

「ふふ、冗談じゃ。ミナトの呼び方は、新しん鮮せんでよい」

　俺にとっては、ちょっとバツが悪い感じになったのだが、ソフィアは本当に気にしていない様子で──、というよりも、気に入っているようにみえた。

「そういやぁ、マリーはどこにいるんだ？　一緒にいないなんて珍しいんじゃないか？」

「マリーは生徒会長じゃからな、このようなイベントのときは総監かん督とくとして指揮を執とっておって、けっこう忙しいのだ」

　俺の問いかけに、ソフィアが答えた横で──、

「いけません、忘れていました、私これからパーティー終しゆう了りよう後の作業について、マリー様とお話しすることになっていました。失礼いたします」

　はっとしたように反応したのは雪花だった。言うが早いか、雪花はいつものとおり風のごとく速すみやかに去っていってしまう。取り残された俺とソフィアは、ふと顔を見合わせた。

「せっかくのダンスパーティーなのだから……、ミナト、踊おどるとするかっ」

　ソフィアから、予想外の提案がなされる。

「はぁっ!?　い、いや、俺、そういうの、知らないしっ……」

「案ずるな、私がリードしてやるゆえ」

　なんだか今夜は上じよう機き嫌げんのソフィアに、半ば無理やり俺はダンススペースへと連れて行かれてしまった。すでに曲は始まっていて、他の生徒たちは皆慣れたものだ。

「ほれ、右手はこちらじゃっ」

　ソフィアに導かれ、ソフィアの腰の上あたりに俺の手が触れる。うわっ、やわらかい。女の子の身体って、ホントどこもかしこもやわらかいよなぁ。さらに、手のひらに、ソフィアの体温のぬくもりが伝わってきて、こうして手を当てているだけなのに幸せな気分になってきてしまう。

「さぁ、ゆくぞっ」

　ソフィアは軽快にリズムに乗り、踊り始めた。もちろん、パートナーである俺も。

「おっとと……、うわっ、たた……」

「こらっ、体をこわばらせるでないっ、力を抜いて、私の動きに同調することだけを考えるのだっ」

　出会ってからまだ二日しか経たっていないのに。俺、こんなに近い距離で、ソフィアと向かい合っているのか。こんな可愛いお姫様と……。急に今いるこの現実が、夢であるかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。一国の姫様を呼び捨てにしてしまっていることからして、なにかおかしいじゃないか。

　だけどなぜか俺は、ソフィアとマリーに対して、出会う前からお互たがいを知っていたみたいな、奇き妙みような懐かしさのようなものを最初から感じていたのだ。そもそもこの島自体が、竜りゆう宮ぐう城じようで、俺はいつのまにかおとぎ話の世界に迷い込んでいた──、そう説明されても信じてしまいそうだった。

















「……ナト、ミナト？　どうしたのだ、途と中ちゆうからぼーっとしおって。もう終わったのだぞ、ちゃんとわかっておるか？」

　そして我に返れば、ソフィアの小さくてすべすべとした手で頬をぺちぺちと叩かれている始末だ。

「あ、ああ……、俺、普ふ通つうに踊れてたか？」

「うむ、なにやら心ここにあらずという様子になってからの方が、スムーズであったぞ？　しかし、私ほどの魅み力りよく的てきなパートナーに集中しないとは、失礼千万ではないか」

　ソフィアはソフィアらしく、自分を持ち上げつつ俺を非難する。そこに、

「ソフィア～、ミナトさ～ん」

　癒いやし系けいのゆるい呼び声が届いた。

　見ればマリーが、両手にジュースの入ったグラスを持ってパタパタと駆け寄よってくる。雪花との打ち合わせは済んだのだろうか。俺はねぎらいの言葉をかける。

「マリー、ありがとう、おかげで楽しませてもらってるよ」

「ミナトさん、お疲つかれになったでしょう？　お飲み物をどう……、きゃぁっ!?」

　バシャァッ！

　マリー……、なんというお約束なボケをかます娘こだろう。何もない床ゆかにつまづいて、絵に描いたような見事なコケっぷりだった。そして、その正面にいたのはもちろん俺である。

　当然の帰結として、俺はグラスの中身を丸ごと、頭からかぶることになった。髪かみから伝う滴しずくを舐なめてみる。

「あ、このジュースなかなか美味いな」

「ふわぁっ、ごごごごごっ、ごめんなさいミナトさんっ！」

「なんとまぁ、また派手にしでかしたものよ……」

　一応神しん妙みようそうにしてはいるが、ソフィアはたぶん面白がっていると思う。

「ははは……、まぁ、気にすんなよ、マリー」

　俺は、泣きそうなほどおろおろしているマリーを慰なぐさめる。

「湊様、とりあえず、こちらを」

　ああ、こんなときにもやっぱり一番頼たよりになるのは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつメイドの雪花様々だなぁ。雪花が渡わたしてくれたナプキンで、顔を拭った。

「姫様～、雪花～、湊殿どの～」

　宴えんもたけなわ、ここにきて全員集合の様相を呈ていしてきた。凛り々りしくも呑のん気きそうに、クリスの登場である。ようやく休憩の番が回ってきたのだろう。ぜひとも華はなやかな雰囲気を楽しんでもらいたい。

「皆さんおそろいですね、ってはわぁっ!?　湊殿、どうしたんですかっ!?」

　まずは俺の体を張った芸で和なごんでくれれば幸いだ。不幸中の……。

「いや、マリーがのぅ、いつものごとく、な……」

　ソフィアが苦く笑しようしながら言葉少なに説明した。

「は、早く着き替がえをっ、それにシャワーも浴びないと……、ミナトさんっ、私たちの部屋へ行きましょう！」

　マリーがすごく気を遣つかってくれる。ええ娘や、壊かい滅めつ的てきにおっちょこちょいだけど。

　それでも、こんな目に遭わされはしたものの、悪い気はしないのだ。なんというか、ドジッ娘商法とでも命名して、新手の産業を始めてみたりするといいのかもしれない。

「そうじゃな、それがよかろう」

「はい、湊様の制服もありますし」

「そうですね、ちょっと早めのお色直しと思えば……」

　三人が口々に同意した。フォローとおぼしきクリスの言葉だけが微び妙みようにズレている気もするが。四人の美少女が世話を焼いてくれるというのは、これなんてギャルゲー？──もとい、身に余る役得というものだ。

　俺は先頭を行くマリーに手を引かれ、ソフィアと雪花とクリスに左右と後ろを護られるようにして、大広間を後にした。



「さぁ、早く、こちらですっ」

　到とう着ちやくするなり、シャワールームへ直行の流れだ。女の子のプライベートな空間に侵入するのって、どうしてこうもドキドキするんだろう。が、しかし──、ソフィアとマリーの部屋に入るのは、実はこれが初めてじゃない。まぁそれは、数時間前にタキシードを着せられたのがこの部屋だというだけなのだけれど。

　おそらくこの部屋は、このセレブ学生寮の中でも一番広いはずだ。それもそのはずで、四人がこの一室に同居しているのだという。そういう日々の生活からして、彼女たちの結束の強さが窺うかがえる。

　室内でまず目に付くのは、奥おくに大きな天てん蓋がい付きのベッドが二つ、ドーンと置かれていることだろう。当然そこではソフィアとマリーが寝るのだが、よく雪花とクリスも一緒のベッドに招き入れているらしい。なんともうらやまけしからん……、いやいや、微笑ほほえましい乙女おとめたちの園である。

　そして、シャワールームの手前、脱だつ衣い場じようで俺は、

「ちょ、ちょっと待ってくれマリー、自分で、自分で脱ぬげるからさっ！」

「で、でも、急がないと風か邪ぜをひいてしまいますっ」

「や、だから、俺ひとりでやった方が早いしさっ」

　マリーにタキシードの袖そでを引っぱられ、あたふたしてしまう。とか思ってるそばから、カチャカチャとベルトの金具が鳴る。

「ゆっ、雪花、なにをしてるんだぁ～っ!?」

「見てのとおりです、ズボンも回収しなければなりませんので」

　雪花の言ってることは間違っていないが、やってることは正しくない気がするのは俺だけだろうか？

「だ～か～らぁ～っ、自分でやるから、みんな一いつ旦たん出てってくれ～～～っ！」

　俺の叫びに、マリーと雪花が残念そうに手を離はなす。ソフィアとクリスは少し顔を赤らめながらも、止めるでもなくそんな様子を眺ながめていた。

「それでは湊様、脱ぎ終わられましたら、スーツをお渡しください」

　カーテンを閉める俺に去り際ぎわ、雪花が声を投げた。女の子二人に服を剥かれそうな危機をなんとか乗のり越こえ、俺はようやく脱衣場で一人になる。タキシードの上着は楽に脱いだ。ワイシャツも特に抵てい抗こうはない。あっさりと上半身裸はだかになった。

　けどよく考えたら、この薄うすい布越ごしにみんないて、俺の脱だつ衣いを待ち構えているんだよな……、などという思いが脳裏をよぎりつつも、ベルトを外しズボンも下ろした。しかしそこまできて俺は、はたと手を止めて立たち尽つくす。そう、トランクス一枚という姿になったところで。

「な、なぁ雪花……、し、下着も渡すのか？」

「はい、すぐに洗って乾かん燥そう機きに入れます。洗せん濯たく機きでは間に合わないので、下着は手洗いをさせていただきますね」

　冷静な口調で平然と言ってのける。ちょおおおっ、なんという羞しゆう恥ちプレイ、いったい何の罰ばつゲームなんだよっ!?

「まぁまぁミナトよ、気にせずともよい、雪花はこのような作業に慣れておるでな」

　ソフィアが珍しく優やさしいセリフを吐はくが、声が微妙に震ふるえて笑いをこらえているのが丸わかりなんですけど!?

「な、慣れてるのか……、雪花」

　女の子に下着を洗われたことなんてない俺おれは、軽くショックを受けているというのに。

「いえ、男性の下着を手で洗うのは初めてになります」

　って、慣れてないじゃないかぁぁぁっ！

「ほぅ、さすがの雪花でも男子の経験はないのだな」

　ソフィアがなにやら勘違いされそうな言い回しをする。俺が雪花の立場だったら、はたして好きでもない男のパンツなど洗いたいと思えるだろうか。

「い、いいのか……？　その、嫌いやじゃないのか？」

　そんな疑問が浮かび、俺はふと尋ねてしまった。

「何がですか？」

　聞き返す雪花の声は、質問の意味がわからずきょとんとしているみたいだった。

「ふふ、ここにいる誰も、ミナトの下着を洗うことを嫌だなどと思わぬと言っておるのだ」

「えっ……？」

「私たちはすでに仲間であろう？　言うなればチームじゃ、チームは家族も同然！」

　最後の方は少し照れた感じでソフィアが言う。

「そ、そうですね」

「ええ」

　間かん髪はつ入いれず、クリスとマリーも肯こう定ていした。俺は……、すごく気恥ずかしいのと同時に、すごく嬉うれしかった。

「じゃ、じゃあこれ、頼たのむわ……」

　カーテンの隙すき間まから手だけを出して、脱いだ衣服を差し出す。

「はい、責任をもってお預かりいたします」

　雪花がやけに真しん剣けんな口調なのが、ちょっと可お笑かしかった。



　というわけで中に入ってみると、シャワールームと言っていたが、だいぶ広い。ジャグジーだっけか？　そういった浴よく槽そうも置かれているし、シャワーは壁かべ際ぎわに設置されているが、体を洗うスペースは十分に取られていた。あの仲良しなソフィアたちのことだ。これなら四人で一緒に入ることもあるんじゃないだろうか。などと思わずエロエロな妄もう想そうをしてしまいそうになる。

　シャワーのハンドルを捻ひねった。勢いよく水が流れ出し、徐じよ々じよに温かくなってくる。まず、頭からかぶり、べとついた髪の毛けをすすいだ。はぁ～、落ち着くぜ～。しばしの安らぎに包まれようとしていた、そのときだった。

　ガチャリと扉とびらが開き──、

「ミナトさん……、あの、お背中、お流しします……」

「へっ？　って、マリー!?　うわぁぁっ！」

　長い髪をポニーテールにまとめ、身体にバスタオルを巻いただけという姿のマリーが闖ちん入にゆうしてきたのだった。真っ赤に頬を染め伏ふし目めがちにしている。

　ドクンッ！

　俺の心臓が大きく脈打ち、視界が揺ゆれ、あまりの事態に数秒間硬直してしまった。そして我に返る。っていうか俺！　俺なんて今、全ぜん裸らじゃないか！　大急ぎで股こ間かんを手で隠かくした。

「私のせいでミナトさんにご迷めい惑わくをかけてしまって、せめてものお詫わびに……、さぁ、こちらに座すわってください」

　マリーは自分の前に風ふ呂ろ椅い子すを用意し、俺を招く。

「いやいやいや、そんなっ、そんなのいいって！　そこまでしてもらうようなことじゃ」

　と断ろうとして、気がついてしまった。

「ごめんなさい。私、本当にドジで……」

　マリーが、その大きな瞳に涙なみだを溜ためていることに。

「自分でもわかっているんです、私なんて、王女たる資格がないんです……」

　堰せきを切ったように、マリーの辛つらい胸の内が溢あふれ出したみたいだった。

「ソフィアも、ソフィアのお母様も、私の母も……、私に比べたら皆すばらしい方たちばかりです。私だけが、できそこないの姫ひめなんです……」

　マリーは、自分に自信がないのだ。ヘマばかりで、みんなの足を引っぱってばかりだって、いつも心の中で落ち込んでいるのかもしれない。だから、自分にも何かできることがないかと日々一いつ生しよう懸けん命めい探していて、それがまた空回りして失敗したり、こんなふうに向こう見ずに飛び込んでしまったり、してしまうんだろうなぁ。

　この浴室への乱入だって、きっとソフィアあたりが冗談っぽく、『マリーの過失にてこのような事態になったのじゃからな、ここは誠意を見せ身体でも洗ってやるがよかろうっ』とでもけしかけたにちがいない。んで、素直なマリーのことだから、それを見事に真に受けて実行してしまったっていうとこじゃないかな。

　みんな、いくらマリーでもさすがに水着くらいは着て入るはずだと思って止めなかったんだろうけど……、なんという天然！

　だが、そんな女の子を慰めてやりたくなってしまうのは、男の本能みたいなものなのではないだろうか。

「ごめんよ、こう言っちゃなんだけど……。マリーってさ、してる失敗自体はけっこうヤバいのに、今まで一度も深刻な事態にはなってないんだろ？」

　俺はフォローとは程ほど遠とおいようなスタートを切る。

「は、あぅぅ～……」

　案の定というか、マリーは責められでもしたかのように、恥はじらい、泣き顔をさらに歪ゆがませた。ここからだぞ、俺。ここでちゃんとマリーを勇気づけてやらなければ。

「それってつまり、マリーが強運の持ち主だってことだと思うんだ、統治者にとって何よりも必要な能力だよ」

　わかってる。これも、本人としては言われてもあんまり嬉しくないだろう。マリーはしょんぼりと頭を垂れる。

「それとさ、大だい丈じよう夫ぶ、これからは……、俺がついてる。マリーが何かで失敗しそうになったら、絶対俺が止めてやる。だからマリーは安心して、自信を持って生活すればいいさ。俺は、マリーは十分魅力的なお姫ひめ様さまだと思うよ？」

「ミナトさん……」

　マリーが顔を上げた。ちょっぴり頬ほおを染めて。うわっ、やっぱり俺の今の発言って、相当恥ずかしいものだったんだろうか。それでもマリーは、にっこりと頷いてくれた。

「はい、よろしくお願いします」

「お、おう、任しといてくれ」

　俺は精せい一いつ杯ぱい、頼りがいがありそうに胸を張ってみせる。

「じゃ、じゃあ、せっかくだから……、やっぱりその、洗ってもらおうかなぁ……」

　ここではいおしまい、って流れではもはやなくなっている気がして、俺はマリーとの裸のつき合いってやつを続行してみることにした。

「はいっ、喜んでっ」

　力強く笑え顔がおで頷くマリーに、俺は身を委ゆだねるのだった。



　シャカシャカシャカシャカ。

「ミナトさん、どこか痒かゆいところはないですか？」

　マリーは、まずは頭を洗ってくれていた。華きや奢しやな指で、繊せん細さいなタッチで行ってくれる、シャンプーの泡あわ立だちが心ここ地ちいい。

「ああ、大丈夫、すごく気持ちいいよ」

「ホントですか？　嬉しいです、こんな私でもお役に立てることがあって……」

　しかしよく考えるとなんだろう、このありえない状じよう況きようは。お姫様と二人っきりで、風ふ呂ろに入ってるって……？　ダンスとかの比じゃない。夢みたいってレベルじゃあねぇぞ！　って俺はいったい誰に向かって凄すごんでいるんだ？　などと一人ツッコミを入れているうちに、シャーッとお湯をかけられ、頭の泡あわをすすぎ落とされる。

「ミナトさん、目に入ったりしてませんか？」

「ああ、ありがとう、さっぱりしたよ」

「次は、身体を……、まず背中から失礼しますね」

　マリーは、手にしたスポンジにボディーソープをたっぷりと垂らしてから、俺にあてがう。マリーの力加減だと、洗われているというより撫なでられているみたいで、くすぐったくも悩なやましい、そんな手つきだ。俺はぞわぞわくる感じを堪こらえながら、まるで自分が小動物にでもなって飼い主に世話をしてもらっているような、そんな甘かん美びな幸福にひたっていた。

　にもかかわらず──、

　ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ。

　どんどん身体の内からエネルギーが、湧わき上あがってくる感じがするのだ。

「それではミナトさん、少し腕うでを上げてくださいますか？」

「え？　ああ、こうかい？　でも、なんで？」

　何も考えず、言われるままに、俺はマリーの指示に従ってしまう。

「ありがとうございます、これで前も洗えます」

「へ？　前……？」

















　聞き返そうとした瞬しゆん間かん、にゅっと、抱だきつくみたいにマリーは、左右から腕を回して俺のへそのあたりを擦こすりだした。ええええっ!?　ちょっ、それはっ、マズッ！　バスタオルの布越しではあるが、背中にふよんとした至高の感かん触しよくが伝わる。こ、これは、おぱ……、おっ……！　手をいっぱいに伸のばし、洗うのに夢中のマリーは、自身の豊かな胸が密着してしまっていることに気付いていないみたいだ。

　この純じゆん粋すい無む垢くさ。それなのに俺ときたら、ピクンと熱い何かが、俺の身体の中心で、反応してしまいそうになっているじゃないか！　ここは、抑おさえなければ、紳士としては。賢けん者じやにならなければ……。そうだ、素数だ、素数を数えるんだっ!!　鎮しずまれ、鎮まるのだ、俺～～～っ！

　だが、マリーから目が離せない。まただ、暴漢に襲おそわれたソフィアの生肌はだを見てしまったときと同じく、自分の身体が制せい御ぎよできない。

　そのとき、するんっと──神の悪戯いたずらか、マリーの手からスポンジがこぼれ落ちたのだった。反射的に、俺とマリーはそれを拾おうと同時に手を伸ばす。

「おっ、おろ、おわぁぁっ!?」

「あっ、きゃっ、ミナトさんっ!?」

　くっついた二人の重心が片方に偏かたよったため、俺たちはバランスを崩くずし、絡からみ合あうように床へと倒たおれ込んだ。とっさに、俺が下になるようにマリーを庇かばえたのがせめてもの救いだ。

「痛たた……、大丈夫かい、マリー？」

「は、い……、ありがとうございます、ミナトさ……！」

　そこで、俺たちは、気付いてしまった。今の衝しよう撃げきで、マリーの身体を覆おおっていたバスタオルが──、はだけて、完全に取れてしまっていることに。

　つまり、俺とマリーは、全裸で、抱き合っている格好なのである。水に濡ぬれた、マリーのすべすべな肌の感触。そして、俺の胸むな板いたに当たっているのは、直接の、ち、ちちちちちち、ちく……！

　ブッ、と俺の鼻の穴から、鉄の味がする赤い液体がほとばしる。俺の意識は、赤く染まる視界の中で、ぼやけ、遠のいていく。ってなんだか、昨日も同じような体験をした気がするんですけど……。

　ああ、でも、俺はもっともっと強くなれるかもしれない。こんな役得イベントが目め白じろ押おしでは、姫様たちを護まもりたいって気持ちも高まる一方だし。

　マリーの裸を見て、触ふれて──、シャルスティアに来てからすでに何度かあった、未知なるパワーがみなぎってくるのをこんなときでさえ感じる俺なのだった。

「きゃぁぁぁぁっ！　みっ、ミナトさん!?　ミナトさんがぁっ!!」

「マリー!?　どうしたのだ!?　まさかミナトが押し倒そうとでもっ……、うわっ!?」

「なんと、湊殿がご乱心っ!?　お気を確かにっ……、はわぁっ！　ちっ、血の海っ！」

　きゃーきゃーとかしましい声が、電波の悪いラジオのようにノイズに呑のまれ──途と切ぎれた。



　目が覚めると、馴な染じみのない天井があった。と思ったら、引ひつ越こして来てからまだ二日目の俺の部屋だった。近くに、人の気配を感じた。

「茜……？」

「気付かれましたか？　湊様」

　雪花がベッドのすぐ横に座っていた。

「あ、ああ、雪花、か」

　茜以外の人間が、寝ね起おき状態の俺と会話していることに軽い違い和わ感かんを覚える。

　あれ？　何があったんだっけ……、俺は、どうなってここにいるんだ？　目覚まし時計に目を走らせる。時刻は、もうしばらくすると今日から明日へと変わる、そんなあたりだ。

　一番最後に残っている記憶は……、マリーの……、裸！　まさに透すき通とおるように白い肌で、つき立ての餅もちというかマシュマロのようなあの質感、圧あつ倒とう的てきなボリューム。うわっ、思い出だしたらまた、身体がじわっと熱くなってくる。心を落ち着かせるため、フゥーッと俺は、大きく息を吐いた。

　そうか、俺は、風ふ呂ろ場ばで倒れたんだな……。鼻血を吹ふいて気絶するとは、なかなか俺もお約束的展開の王道を極きわめているじゃないか。恥ずかしさを通り越して、むしろ感心さえしてしまうぜ。ん？　ちょっと待て、俺は何かとてつもなく重要な事実をスルーしていないか？　よく考えたら、俺だってあのときは、裸だったのだ。そのまま、俺は気を失ったわけだよな。

　今俺は、初めて見る柄がらのパジャマを着ていて、こうして自分の部屋にいる。それはつまり、裸の俺を浴室から運び出し、服を着せてくれた者がいるということを意味しているはずだ。見られたのか、俺は、四人に……。マリーとは、まぁお相子ってことでよしとしよう。だが、他ほかの三人からは、見物料を請せい求きゆうしたい。ていうか、いっそ記き憶おく喪そう失しつになりたい。

「なぁ……、これ、雪花が着せてくれたのか？」

　俺はもはや、やさぐれた気分で、投げやりに尋ねた。

「下着は私が、パジャマはマリー様とソフィア様が、です。それに、まず倒れた湊様を浴室から担かつぎ出したのはクリスです」

　雪花は淡たん々たんと答える。全員、お疲れさまでした。

「ってことは、雪花……、その、俺の、見たのか……？」

　俺は思わず確かく認にんしてしまう。

「はい。ご安心ください、特に異常はありませんでした」

　異常ってのはどんな場合のことだよっ!?　雪花は、男のナニのなにをもって正常と判断するんだぁ～!?　とツッコみたかったが、何か怖おそろしいことをきっぱりと答えられでもしたら再起不能になりそうなのでやめておく。

「そ、そのとき、他の三人はどうしてたんだ？」

「ソフィア様もマリー様もクリスも、両手で目を塞ふさいでいましたが、しっかりと見えるくらいの隙間ができていました」

　雪花は、こんなときに限って、必要以上に克こく明めいにレポートしてくれた。楽しんでる。表情にはまったく出していないが、雪花も絶対に、今俺をからかって楽しんでるだろ。

　なるほど、だんだん俺が気を失っていた間の経けい緯いが、飲み込めてきた。たぶん、そんな祭り状態が過ぎた後、みんな目を覚ました俺と顔を合わせるのが気まずいってのもあって、そういう感情とは無む縁えんそうな雪花ひとりが、こうして付つき添そっているってことなんじゃないだろうか。

「ありがとな、雪花、こんな時間まで看病してくれて……」

　それでも一応、素直に礼を言っておく、律りち儀ぎな俺なのだった。

「あ、これから寮りようまで帰るんだよな？　俺が送ってった方がいいかな……」

「いえ、それには及およびません、車を呼びますので」

　雪花がさくっと辞退する。

「それでは失礼致いたします」

「あ、ああ、じゃあまた明日、な」

　ぺこりと一礼した雪花は、去り際──、

「自信をお持ちください、湊様。男性の神秘に肉にく薄はくできて、本日は私たち皆、感謝しています」

　意味深で、冗談とも本気ともつかない言葉を囁ささやくと、すぐさま踵きびすを返し出ていったのだった。ちょっと本当にやめてください雪花さん。あなたの場合、まったく真意が掴つかめなくて洒落しやれになりませんから。後こう輩はいの女の子に、涙目にさせられる俺であった。

　自分で言っておいてなんだが、明日、俺は学校で、どんな顔をしてソフィアたちに会えばいいのだろう。俺は今夜一晩、立ち直れそうにない。



　　　　　◇



　俺、風かぜ原はら湊は、転校して三日目の朝を迎むかえていた。目をこすり、ぼんやりと窓から差し込んでくる朝日を眺める。

　そんな今朝は、昨日、一昨日と異なる点があった。茜が、起こしに来てくれなかったのだ。おかげで、あと五分で登校の支し度たくを済ませなければならない。寝ね癖ぐせを直す余よ裕ゆうがあるだろうか。

　それにしても、再会したばかりの茜にどんだけ甘あまえていたのか、と少し凹へこむ。おまけに、ソフィアたちの件もある。今日は一日、自宅警備でもしていたい気分だが……、ここで学校を休んだ方が余計気まずいってのもあるし。

　行くべきか、行かざるべきか。まぁ、行くしかないよな。などと葛かつ藤とうしていたせいで、俺は遅ち刻こくぎりぎりに教室に滑すべり込んだのだった。



　休み時間になっても茜は──昨日までは呼ばなくても、茜の方から俺の席に駐ちゆう留りゆうしていたというのに──俺が声をかける暇ひまもなく、ふいっとどこかに行ってしまった。明らかに、茜は俺を避さけていた。

　その代わり、と言ってはなんだが、

「風原く～ん、昨日はご馳ち走そうさま～」

「ほんとほんと、風原のおかげで美味いもんが食えたよ、またよろしくな」

　昨日のパーティーは、他のクラスメートたちが、気軽に俺に話しかけてくれるきっかけになったみたいで、それはそれでちょっと嬉しかったりもする。

「おい、カゼハラ……」

　さらに、背後からも呼ばれ振り返かえる。

　そこには、今まで遠目から俺に対して敵意のこもった視線をぶつけてきていた、姫様親衛隊とでも言うべき男子数名が仁に王おう立ちしていた。

「礼を言うよ、俺たちのソフィア様を守ってくれたんだもんな」

「ただのスケベなやつかと思ってたけど、ちゃんと実力もあったんだな、見直したぜ」

「これからも、姫様たちをよろしく頼むぞ！」

　意外にも、口々に温かい言葉をくれるじゃあないか。

「あ、ああっ、おまえらの気持ち、しっかり預からせてもらうぜっ」

　答えながら自然に、がっちりと握あく手しゆを交かわす。

　俺が学園の生徒たちみんなから認めてもらえるイベントを開いてくれた、ソフィアたちに今さらながら、心から感謝しようと思った。



　そして、昼休み。茜はまた、チャイムとほぼ同時に教室からいなくなっていた。茜の弁当が食えないのもショックだが、まだ今日一言も茜と言葉を交わしていないことの方が、なんだか息苦しかった。

　茜を捜さがさなければ。今日中に、この昼休み中に、なぜこんなことになってしまったのかよくわからない、茜とのすれ違ちがいに決着をつけたい。俺は、茜の最大の理解者であるだろう少女に、助けを求めることにした。

「桜子、茜のやつ、どこに行ったか知らないか？」

「湊くん……」

　桜子も、あまり元気がない様子だった。曇くもった表情で、しばし値ね踏ぶみするように俺を見つめる。続けて、

「覚かく悟ごはできてる？」

　さも当然のチェック項こう目もくであるという口調で、訊かれた。そんなもんが必要なのかと内心驚きよう愕がくしたものの──。

「あ、ああ」

　俺は平静を装よそおい、答える。

「……うん、少し頼りないけど、教えてあげる」

　じーっと瞳ひとみの奥まで覗のぞき込まれ、一拍ぱくの間の後、許可が下りた。

「茜はきっと、図書館にいるよ。ひとりになりたいとき、茜はいつも図書館で本を読んでるから」

「わかった、サンキュー、桜子。じゃあ、行ってくる」

　なんだか戦場にでも赴おもむくような気分で、俺は教室を後にする。

「しっかりねー」

　桜子の声せい援えんが俺の背中を押した。



　図書館と言っても、校舎の中にあるものなのでそんなに広くはない。俺は入り口から順番に、各コーナーを見て回ることにする。

　何の苦もなく、十分もしないうちに奥まったところのテーブルに、俺は目標のツインテールを発見した。文庫本に視線を落としている少女の正面に立つ。

「茜……」

　図書館内なので、俺は控ひかえめの音量で呼びかけた。小さな声だったけど、茜はすぐに顔を上げる。

「湊……」

　多少はこの展開を予想していたのかもしれない。むしろ、俺が追ってくるのを心の片かた隅すみで待ち望んでいたような、そんな表情にも見える。

「話が、あるんだ」

「うん、でもここじゃあ迷惑になっちゃうから……」

「なら、あっちで」

　未いまだためらいがちな茜に、俺は半ば有う無むを言わせぬ態度で臨のぞむ。茜がゆっくりと立ち上がった。俺は茜の手を掴み、歩き出す。迷めい路ろのような書しよ架かの列の中を進んでいく。

　読書スペースからはもうだいぶ離れた。俺たち以外に人ひと影かげはない。高く塀へいのような書架に囲まれた、狭せまく薄うす暗ぐらい通路で、俺と茜は向かい合った。茜は、叱しかられるのを待つ子供みたいに心細そうに、上うわ目め遣づかいに俺をチラッと見上げては視線を逸そらす。その繰くり返しだ。

「茜、その……、ごめんな」

　そんな姿に、俺は他にかける言葉が浮かばなかった。俺の口から発せられたセリフが、想定していたものではなかったのだろう。茜は、不思議そうな、困ったような顔をした。

「なんで湊が謝あやまるのよ、別に何も悪いことしてないでしょ？　ソフィア様を救出したんだもの、立派じゃない」

「いや、俺、茜に色々してもらってるのに、茜をほったらかしにしちまってた……」

「だって、しょうがないでしょ？　湊は……、姫様たちの騎き士しになっちゃったんだし……」

　茜の声のトーンが落ちる。どうやらここが、茜の心をこじらせていた核かく心しんであるらしい。俺は正直に、そういえば今まで面と向かっては茜に言ったことのなかった俺の思いを、伝えなければいけない。たとえそれが、俺ぐらいの年とし頃ごろの思春期の少年にとって、やだもぅおらこっぱずかし～、的な成分を多量に含んでいる内容だったとしてもだ。

「ああ、だけど、俺が何になったとしても、茜はずっと俺の大切な幼なじみ……」

　そう言いかけたところで──、『幼なじみ』だけでは足りない気がした。

「かっ、家族みたいな……、俺にとって特別な存在なんだって、それだけは絶対に変わらないから！」

　俺としては十分がんばったつもりだったのだが、茜は嬉しさ半分、物足りなさ半分という感じの微妙な反応を示す。それでも、一回無言で頷いて茜は自分を納なつ得とくさせたみたいだった。

「ごめんなさい、あたし、姫様たちに、湊が取られたみたいで、嫌だったの……」

　茜のしっかり者の面ばかり見てきた俺は、こういう幼いというか可愛かわいらしい部分もあるってことに気付いてやれてなかったんだよな。でも今、目の前でこんなことを言われて、ちょっとグッときてしまう俺がいる。

「湊、あたしたちって、何なのかな？」

　茜が甘えるような仕草で、スッと身体を寄せてきた。

「え？　やっ、だからそれはそのっ……」

「家族じゃ……、こんなこと、できないかな……？」

　俺の肩かたに茜の手がかかる。震えた声で、耳元で囁かれる。切なげな茜の顔が──、唇くちびるが、近づいてくる。こ、これって、このままいくと、二人の唇と唇がくっついてしまうんじゃないか……!?

「あっ、湊殿ーっ、こんなところにおられたのですかーっ」

　そのときだった。図書館内にしてはやや大きめな声量で、俺の名が呼ばれたのだ。俺と茜は瞬しゆん時じにバッと離れ、振り返る。

「おぉお、クリスじゃないかっ、どどどっ、どうしたんだよ!?」

「はい、湊殿に今から生徒会室に来ていただきたい、とソフィア様からの伝言です。重要な話がある、と」

　このクリスのあっけらかんとした様子だと、俺と茜の際きわどい構図は見られていないようだ。ふぃ～、クリスはそういう方面に疎うとそうで助かる……。

「今から、で、重要な話？　なんだか物々しいな」

















「それともうひとつ、言付かっておりまして……」

「ん？　なんだい？」

　と聞き返したところで、クリスは──、なぜか今度は頬を赤らめて口ごもった。

「は、はい……、湊殿が昨夜程度のことを気に病やむような器うつわの小さい男ではないと信じている、と……」

　ソフィア……、どうしてここで蒸むし返すかな……。逆に空気読めよ。完全スルーでＯＫだろ～が！

「はっ、はははっ、あったりまえじゃないか、あんなの別にどってことないぜ、クリスだって、慣れてるよなっ？」

「あっ、あははっ、そうですよね、騎士たるもの、あれくらいの救助で動どう揺ようしてなどいられませんよねっ」

　よく考えたら、クリスみたいな騎き士し道どう一筋って娘が、同年代の男子の裸に慣れているとも思えないわけだが……。あああ、ダメだ、昨日のことは深く考えちゃダメだ！

　茜が頭上に、はてなマークをつけて俺とクリスを交こう互ごに見ている。こんなふうに、茜が疎そ外がい感かんを覚えてしまうような会話をクリスとしたりなんかするのが、いけなかったんだよな。だから、俺は急いで切り上げようとした。

「じゃ、じゃあ茜……、その、ちょっくら行ってくるわ」

「うん、いってらっしゃい。あたし、もっとがんばってみるね」

　すると茜は、なんだかさっぱりした笑顔で、俺に言うのだった。

「へ？　あ、ああ……」

　こんな簡単に機き嫌げんがよくなるとは正直拍ひよう子し抜ぬけだ。女心ってのは難しい、と身をもって学んだ俺である。

「だって湊、あたしのこと特別だって言ってくれたし……、今日はそれで十分」

「おう……、じゃ、行くか、クリス」

「は、はい……」

　今度はクリスの方が、俺と茜の話の流れについて来れずにきょとんとしている。なにはともあれ、俺と茜のすれ違いに関しては、ひとまず一件落着となったのだった。



「ミナトに伝えておかねばならぬことがある」

　生徒会室に入るなり、ソフィアがずずいっと身を乗り出してきた。

「この学園での、私たちの真の目的についてな。前にちらりとだけ話したと思うがの」

「は？　学園で、学業以外に目的なんてものがあるのか？」

　またソフィアがいつものノリで突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したのかと、俺は警けい戒かいしたのだが。

「うむ、私たちにのみ、より正確に言うなら、私とマリーの二人──シャルスティア王国王女にのみ与あたえられた使命があるのだ」

　振られたマリーも神妙な面おも持もちでこくりと頷く。

「姫様方は卒業までに、シャルスティア王国内のどこかに隠された、王家の秘宝を探し出さなければならないのですよ」

　おっと、今日はアシエルも同席しているのか。説明されて初めて宰さい相しようの息子むすこ殿どのの存在に気付く、同性に冷たい俺なのだった。

「へ、へぇ～……、って、ああ、そういや最初にそんなこと言ってたっけ？」

　当人たちは至し極ごく真しん剣けんであるため、俺はどういうリアクションを取ればいいのかとても微妙な立場だ。

「これがいわゆる王家の通過儀ぎ礼れいになっていましてね。この試練にクリアできないと王位継けい承しようが行われないのです」

　アシエルはさらに続ける。

「後こう継けい者しやたる姫様方がお生まれになると、女王陛下ご自身が秘宝を隠されるという、我が国くににおいて古くから受うけ継つがれてきた重要なしきたりです」

　うわ～、なにそのおちゃめさんなお題は……。ハイテンションと微妙なボケがほどよくブレンドされた感覚。これ考えたのって、絶対ソフィアとマリーの先祖だって納得できるわ、遺伝って怖こええ～。

　とは口には出さない。

「実はこの学園の地下には、宝物庫が発見されているのです。そこに、秘宝そのもの……、あるいは秘宝の隠し場所のヒントになるようなものが眠ねむっている可能性が高いのではないかと我々は踏ふんでいます」

　またずいぶんとわかりやすそうな場所が用意されてるな。

「それがな、広いうえに仕し舞まわれている物の数も多過ぎてのぅ、一回や二回探たん索さくしたくらいではとても調べきれぬのだ。それゆえ、今週の日曜、ミナトにも手伝ってもらいたいのじゃが」

　再びソフィアが言葉を継ぐ。

「ふむ……」

　難しい表情をつくろいつつも、ちょっと面おも白しろそうだ、と好こう奇き心しんがくすぐられてしまう俺がいる。

「学園の生徒たちに知られ事が大きくなるのを避けるために、休みの日しか動けぬのがまた厄やつ介かいでな」

「なるほど……。いいぜ、それくらいなら、いつどこから暴漢が襲ってくるかもわからない街中での護衛に比べたら、ずっと楽そうだしな」

　結局、二つ返事で引き受けてしまった。

「よい答えじゃ。それでは、日曜日の朝八時に生徒会室に集合とする。遅刻は厳禁であるぞ、よいな？」

「了りよう～解かいっ」

　俺の王国に来て初めての休日が、賑にぎやかなものになると約束された瞬間だった。










　　　インターミッション２





　人ひと気けのなくなった学園内で──ただ一か所、保健室にはまだ明かりが点ともっていた。

「ミナトくんの能力を測る次の実験準備は滞とどこおりなく進んでいるかしら？」

「宝物庫に例の物の搬はん入にゆうも無事済ませています。後は当日、姫様方に見つけていただくのみかと」

　二つの人影が密ひそやかに会話を交わす。

「ただ、ひとつ注意が必要な不安要素が発生していましてね」

「まぁ、それは気になる報告ね。どんなことなの？」

「それが……、ノノヤマ博士のお嬢じようさんなのですが」

「ノノヤマアカネさんね。彼かの女じよが何か？」

「ええ、彼女はどうやら幼なじみであるミナトくんにご執しゆう心しんであるらしく……。今後、場合によっては我々の計画の妨さまたげとなる行動をとる可能性が」

「なるほどね、若いっていいわ。わかりました、その件については、博士にも協力を要よう請せいしてみましょう」

「よろしくお願いします。若さゆえの過あやまちによって、計画が台無しにならないともかぎりませんからね」










　　　第四章　魅み惑わくの宝物庫





　爽さわやかな日曜の朝を迎えていた。この島の温暖な気候は、一度目が覚めさえすればベッドから出ることを容易にしてくれる。遠くかすかに海鳥の鳴き声を聞きながら、俺は制服に着替え登校の準備を済ませた。

　実のところ、ソフィアから宝物庫だの秘宝だのという単語を吹き込まれたせいで、俺ってやつは今日という日を心待ちにしていたみたいだ。平日に比べ、格段に人通りの少ない学園への坂道を半ば駆かけるように登っていった。そして、校舎の前に立ち、気付く。いや、ホントは家を出るときからわかっていたんだけど。

　早く、来すぎてしまった。ソフィアに指定された時刻は朝八時。だというのに時計台の針は七時半にすらなっていない。せっかくだから、このまま学園の敷しき地ち内ないを散歩でもしよう、と俺はくるりと背を向けて再び歩き始めた。

　校舎の脇わきには、けっこう鬱うつ蒼そうとした林が広がっている。転校当初から気になってはいたのだ。俺はそこに目標を定め足を踏み出した。木こ洩もれ日びが心ここ地ち良よい。靴くつの裏には落ち葉や軟やわらかい土の感触。澄すんだ空気。この島の自然は、日本ではガキの頃ころに忘れてしまったものを思い出させてくれる、そんな感じだ。

　ここを訪おとずれる生徒は多いのだろう。よく見れば、林の中にはちょっとした小道ができていて、俺は素す直なおにその道なりに進んでいくことにした。

　二～三分歩いていくと──。

「はあぁっ！」

　突とつ然ぜん、木々の間を縫ぬって、鋭するどい雄お叫たけびが轟とどろいたのだ。ザッと踏み込む足音。ブンッと何かが風を切る音。まるで誰かがこの近くで、戦っているような緊きん張ちよう感がビリビリと伝わってくる。俺は神経を研とぎ澄まし、音のする方へと忍しのび寄よっていった。

　ブゥンッ！

「せぇいっ！」

　ッカァーンッ！

　梢こずえが揺れ、青い葉が舞まい落おちる。木の枝に縄なわでくくりつけられ、吊つるされた丸太が、振ふり子こになって迫せまり来る。それを木刀で打うち抜ぬく。どうやら、そんな鍛たん錬れんをしているらしい。

　激しく動くたびに制服のスカートが翻ひるがえり、白くて綺き麗れいな脚あしのラインが覗く。それに、ブラウス越しではあるが、けっこうボリュームのある胸が、跳ちよう躍やくや回転の際に形を変え揺れるのがわかる。

　声で予想はしていたとおり、クリスその人だった。見とれてしまう。ひとりの少女が、純じゆん粋すいに武術の研けん鑽さんをしている姿であるはずなのに、見ていてドキドキして、身体が熱くなってきてしまうのは人としてどうなのだろう。

　もはや隠れるでもなくぼーっとつっ立って眺めていたのだから、そりゃあ没ぼつ頭とうしていたクリスだっていい加減気付くってもんだろう。

「あっ、これは湊みなと殿っ」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら、クリスが俺へと歩み寄ってきた。

「や、やぁ、おはよう、クリス」

「はい、おはようございます、どうしたんですか？　こんなところで……」

「いやぁ～、今日の宝探しにどうやら俺、昂たかぶっちゃってるみたいでさ～、早く起きすぎたんだ。それで、時間潰つぶしにブラブラしてたんだけど」

「なるほど、それでしたら、どうですか？　ご一いつ緒しよに、湊殿も」

　クリスは握にぎった木刀をグッと俺に差し出す。美少女から色気とはまったく無縁のお誘さそいを受けた場合、どうするのが正解なのだろうか。

「や、俺はその……」

「まあまあ、そうおっしゃらずにぜひ。湊殿どのにも有意義なものとなるように配はい慮りよしますので」

　俺の答えを待たずに嬉き々きとして、クリスはもうすっかりその気になっているみたいだ。

「やっぱり実戦に必要な感覚は人間同士でないと得られませんからね。さぁさぁ、どうぞこちらを」

　言いながらクリスは、サッと二本目の木刀を取り出す。まぁ、クリスとは会ってまず最初に真剣でやり合ってるしなぁ。それに比べたら、木刀で練習なら全然マシってもんだ。で、すぐに打ち合うのかと思っていたら、クリス先生の剣けん術じゆつ教室のようなものが始まっていた。

「湊殿はシャルスティア騎士の手の内を知り尽くしておられますよね？」

「う～ん、親父おやじはどうやらそうらしいよな」

　自分と血の繋つながった親父が、見知らぬ国で剣けん聖せいとか呼ばれてたってのは軽く俺のトラウマに加えられたわけだが。

「それでは、シャルスティア騎士に古くから伝わる『三連撃』という技わざもご存知ですか？」

「ん～？　どうかな……」

　いきなり尋たずねられ、俺は親父とのチャンバラの記き憶おくを掘ほり返させられる。その、俺の頭の中で再生される膨ぼう大だいな月日の蓄ちく積せきから、思おもい浮うかんでくる映像があった。

「ああ、下段に構えたところから、切り上げ、切り下げ、突つき、って来るやつか？　あれって、最後の突きが避けづらくてキツいよな」

「そう、それですそれです。ですがあの、最後の一いち撃げきが突きの形になったのは、百年ほど前のことらしいんですよ」

「へぇ、でもなんでそんな変へん更こうが行われたんだ？」

「はい、それ以前は、最後に敵の首を刎はねるのを狙ねらい、剣けんを横に大きく払はらっていたそうなのですが……、それでは振りかぶる際の隙すきが大きいため、敵の反はん撃げきを受け、連続での攻せめが途切れてしまうことが多かったのです。そこで改良されたのが、三撃目に突きを繰り出す今の型なんですよ」

　ふむふむ、と俺は相づちを打ちながら傾けい聴ちようしているのだが。なぜクリスが突然こんな話を始めたのか、その意図がよくわからない。すると、クリスがいつになく真面目まじめな顔で再び口を開いた。

「剣けん士したるもの、常に己おのれの技を見つめ、長所短所を理解し、磨みがき続けなければならないと私は思っています。失礼ながら、湊殿は剣の道をそのようには歩んで来られなかったのではないか、とお見受けするのですが……」

　図星、だよな。そもそも俺は剣術だと思って練習したことは一度もなかったわけだし。親父に騙だまされて──というよりは説明不足、というよりは意思疎そ通つうが放ほう棄きされてた、ってところだろうか。ちゃらんぽらんな親父の性格と、そんな親父の言うことを信用していなかった俺の性格の、コラボレーションによって育はぐくまれたのが、俺のチャンバラ術なのである。

「僭せん越えつながら、湊殿にシャルスティア騎士の歴史の重みを知っていただきたく……、姫様たちをお護りしていくうえで、きっとプラスになるのではないかと」

　まっすぐで、忠誠心溢れるクリスらしい配慮だと思う。

　これはもう、俺としては素直に受け入れる以外、選せん択たく肢しはない。

「そうだな、そのとおりだよな……。クリス、ありがとな」

「いえ、そんな……」

　恐きよう縮しゆくして俯うつむくクリスが可愛らしい。

「そういえば、クリスはなんで騎士になろうって思ったんだい？」

　俺としては、何気ない質問のつもりだった。だが瞬間、クリスの瞳に崇すう高こうな光が宿る。

「私と雪ゆき花かは幼い頃、ソフィア様とマリー様に窮きゆう地ちを救っていただいたことがあるのです。お二人は老ろう若にやく男なん女によ分わけ隔へだてなく、すべての国民の力になってくださろうとする方たちで、いつか私はお二人に恩返しをしたい、微び力りよくながらお守りしたい、という思いで……、気がつけば今こうしてここにいます」

　その答えを聞いて、俺はしばし言葉を失うしかなかった。実際に、ソフィアとマリーが、クリスと雪花に何をしてやったのかはわからない。だけど、目の前のクリスを見れば、姫様たちは、人々から尊敬されるに値あたいする行いをしたのだと断言できるはずだ。

　それに比べて、俺はどうだ？　そんな二人を俺は最初、わがままだ問題児だと色眼鏡で眺ながめておいて、自分は騎士なんて面めん倒どうくさい、やりたくないとシャルスティア王国のことを何一つ知りもしないでほざいていた。俺は……、俺に、できることは。

「よし、じゃあその三連撃ってのを新旧の違いも含ふくめて、詳くわしく教えてくれよ。口で説明してもらうより、実際に剣を構えた方が、わかりやすいよな？」

　俺はようやく、クリスから渡わたされた木刀をしっかりと握ってみせた。

「はいっ、手加減はしませんよ？」

　弾はじけるような笑顔で、クリスは頷うなずいたのだった。

　そんなわけで清すが々すがしい朝の林に、ガツンゴツンと、木と木がぶつかり合う地味な音が響ひびく。それでも、やっている本人たちは、汗だってかくし、息だって上がるくらい本気モードだ。

「どうですかっ、ここでこうすると、こうなりますよねっ？」

「なるほどなっ、そこでこう受けられると、次が出せないっ」

「そうなんですよ、だからっ、それをさせないために、こうなんですっ」

　俺たちは夢中になって、剣を交えながら研究に励はげんだ。なんだか部活みたいで楽しかった。あっという間に時間が過ぎ、気がつけばあわや生徒会室の集合に遅おくれるところだ。

「ふぅ～っ、ついつい没頭しちまったなぁ、クリス、急ごうぜ」

「はい、ちょっと待ってください、あっ！」

　クリスの手を引いて急せかした俺が悪かった。クリスが木の根っこに躓つまずき、体勢を崩す。

「おっ、ととっ」

　がばっと、クリスを抱きとめたまではよかったのだが──、

　ふにょぉぉんっ。

　俺の手のひらに伝わってきたのは、この世のものとも思えない、柔やわらかな触しよつ感かん……。やっちまったぁぁぁっ!!　クリスのおっぱいをダイレクトキャッチしちゃったよぉぉぉっ！

「ごっ、ごめっ……！」

　慌あわてて謝罪しようとした俺の口を、クリスが両手で塞いだ。クリスから立ち昇のぼる甘あま酸ずっぱい汗の匂におい、上気し赤く染まった頬、潤うるんだ瞳に、俺の鼓こ動どうはさらに加速する。

「謝らないでくださいっ、じっ、事故ですからっ！」

　なぜか被ひ害がい者しやであるはずのクリスが必死になって、俺の失点を庇ってくれている。

















「それに、初めて私の胸に触れた殿との方がたが湊殿どのでよかったです……。はわわっ、なっ、何を言ってるんでしょうね私はっ、さぁっ、行きましょうっ」

　ばっと俺の腕から離れて、クリスは踵を返した。



　　　　　◇



「よくぞ集まってくれた、我わが精せい鋭えいたちよっ！」

　初しよっ端ぱなから、ソフィアはノリノリである。

「ミナトくん、今日は帯刀しておいた方がいいでしょう。宝物庫では何が起こるかわかりませんからね」

　そして、アシエルが物ぶつ騒そうなことを言った。

「なっ!?　何が起こるんだよ、学園内だろ？　宝物庫って……、盗とう賊ぞく撃げき退たい用の罠わなが仕し掛かけてあるとかか？」

「なかなか良い読みです、それに近い設備がある可能性は非常に高いでしょう」

　という言葉を聞いて、なんだかオラわくわくしてきたぞ、とは言い難がたい心境だ。なんなんだ、この国は？　冗じよう談だんみたいな触れ込みをしておいて、命の危険に晒さらされるイベントが多すぎるんじゃないか？

　生徒会室には、クリスの剣や防具も置いてあって、そのついでというかなんというか、俺用にも同じ装備が一式用意されている。この、ずっしりとした金属の感触は、人を殺せる武器なのだという主張が生々しくて、簡単には慣れられそうにないんだけどなぁ。

　少し憂ゆう鬱うつになりかけた俺に──、

「今日はよろしくお願いしますね、ミナトさん」

　マリーがほっとする声をかけてくれた。

「お弁当も作って参りましたので、補給態勢は万ばん全ぜんです」

　雪花もたぶん気を利きかせてくれているのだろう。おかげで俺のテンションもちょっぴり回復した。

「で、その宝物庫ってのは、どこにあるんだ？」

「ふふふ、ミナトは黙だまってついてくればよい。さぁ皆みなの者、行くぞっ！」

　ソフィアのどうしても芝しば居いがかった先導で、俺たちは生徒会室を後にするのだった。



　階段を下り、校舎を出て、中庭へ。言われるままに、黙ってついて行った先は、いつぞやの昼休みに茜あかねと桜さくら子こに案内してもらった、バラ園だった。あのとき茜たちと通ったのと、まったく同じ道を進んでいく。そしてたどり着いたのは、その一角だけが枯かれ果はてたマリーのバラの場所だった。

「あ、ここは……」

　俺は思わず口から出かかった言葉を飲み込んだ。今日見ても、やはり酷むごたらしく土が露出していて、なんともいえない気分になる。こんなところに、マリーと一緒に来てしまって大だい丈じよう夫ぶなのか？　俺は心配で、皆と視線を合わせることもできず、どぎまぎしてしまう。

　ところがいきなり、クリスと雪花がズカズカとその地面に踏み込んで、枯れ枝えだをどかし、足先を使って土を掘り始めたのだ。

「え、お、おい、ちょっと……！」

　死人ならぬ死に花に鞭むち打うつような蛮ばん行こうを、忠臣であるはずの二人が平然とやってのけている事態に仰ぎよう天てんする。

「おとなしく見ておれ、すぐに出てくるでな」

「へ？」

　ソフィアが自じ慢まんげに俺に促うながしたところで、これがちゃんと意味のある行動なのだと気付く。いや、そりゃそうだよな……。それぐらい察しろよと俺に言いたい。どうやら、ティラミスの上にかかっているココアパウダー程度に、覆い被かぶせられていたらしい土が除よけられると──、その下から、重くて厚そうな、大きな石でできた板が姿を現したのだ。石版の端はしの方にはくぼみがあり、取っ手として鎖くさりが付いていた。

「湊殿、力を貸していただけますか？　私ひとりでは、これを持ち上げるのが少し厳しいのです」

　クリスが珍めずらしく女の子らしいことを言う。

「ん、わかった。じゃあ、せーのっ！」

　クリスと並んで、二人で鎖に手をかけ、力を込めて引っぱる。ジャララと鎖が鳴り、石版が軋きしむ。

　ガコンッ。

　ほぼ垂直に石版が立ち上がり、止まった。開くとそこで固定されるようにできているらしい。俺は再び正面に回り込み、中を確認する。石版の下には、地下深くへと伸びていそうな、遺い跡せきのような石造りの階段が隠かくされていた。

「ここが、宝物庫の入り口じゃ」

　ソフィアが探検隊の隊長よろしく、解説する。

「あはは、そ～かそ～か、いや～、俺はてっきり……」

　しかし、だとすると、この小ちっちゃな花の名札は何だったんだ？　と俺はチラリと、足元に視線を落とした。そんな俺の仕草に、なんと目ざとくもマリーが気付いたのである。

「あら、なんですか？　この札……、『プリンセス・マリー』？　私の名前……？」

「うむ、それを建てておけば、みな気を遣つかってこの場所に立ち寄らぬだろうと思ってな。効果テキメンであったろう、ミナトよ？」

　ソフィアがわざわざ俺を名指ししてニヤリと笑う。

「え～、なんですか、それ、どういう意味ですか？」

　マリーは、はっきりとではないがなんとなくバカにされていると感じたようで、頬を膨ふくらませていた。

「さて、入るとするかのっ、皆の者、我に続けぇ～っ！」

　ソフィアは完全にテーマパークのアトラクション気分と思われる。

「足元が暗いので、気をつけてくださいね」

　一方マリーは俺を慮おもんぱかってくれる。でへへっ、と俺が頬を緩ゆるめかけた瞬間──。

　がさっ。

「ん？」

　バラの茂しげみから物音が聞こえ、俺は振り返った。

「どうかしましたか？」

　そんな俺の様子に気づいたアシエルが尋ねてくる。

「いや、なんか気配を感じたんだけど、気のせいかな、はは……」

「おやおや、もしかして剣を携たずさえるよう注意したせいで、ミナトくんに要いらぬ不安を抱いだかせてしまいましたか？　これは失敬」

　などと一いつ笑しように付されそうになったのだが。直後、アシエルははっと口元に手をやり、しばし考え込む。

「まさか、ね。行きましょう」

　しかし、自問自答で何やら思い直したらしく、またすぐに歩き出した。

「この入り口は、バラ園の造園工事のときに偶ぐう然ぜんアシエルが発見してな。秘宝を隠すとしたら、いかにもという感じであろう？　それゆえ機を見ては何度か潜もぐって調べておるのじゃが、とにかく広くてのぅ。全部調べ尽つくすのに、あとどれほどの時間が必要なのか、気が遠くなる思いじゃ」

　ソフィアの説明を聞きながら、けっこう長い階段を下りきると、そこは三人くらいなら並んで歩けるくらいの通路になっていた。身を屈かがめる必要もないくらい天てん井じようも高い。なるほど、ソフィアが広すぎると形容しただけのことはあるみたいだ。いったいどれほどの規模の施し設せつが、この学園の敷しき地ちの下に埋うまっているのだろう。普ふ段だん興味のないはずの、考古学的な探究心までが刺し激げきされてくるじゃないか。

　そう、それに関してもうひとつ、注目すべき点があった。当然ここに下りてからは、地上の日の光が届かなくなった先は、真っ暗なのである。見ると左右の石いし壁かべには、等とう間かん隔かくに松明たいまつが設置されていて、クリスと雪花が進むたびに火を灯ともしていた。

　カツ、コツ、コツ……。

　六人の足音が響く。

　石造りの廊ろう下かは数メートルごとに十字路になっていて、俺たちは二つめか三つめの曲がり角を右に曲がった。

　コツ、コツ、コツ、コツ。

　皆が進んでいく中で、俺はひとり足をとめる。

　コツ……。

　聞こえた。やっぱりだ。俺たち六人以外にもう一人分、そろりそろりと小さな足音が、さっきから確かについてきている。

　今、そいつは、間ま違ちがいなくこの壁の死角の向こうにいるはずなのだ。さっきの何者かの気配も、チキンな俺の空耳、ではなかったことを証明してやるぜ！

　俺は、抜ばつ刀とうこそしないものの、いつでも剣を構えられるよう腰こしに右手を回しながら躍おどり出でた。

「誰だれだっ!?」

「きゃぁっ！」

　絹を裂さくような悲鳴。ビクッと身を縮める人影。

　そこにいたのは──、

「どうしました!?　ミナトくん！」

「湊殿っ!?」

「ミナト!?」

「ミナトさんっ!?」

「湊様！」

　全員が異変を察知して駆け寄ってきて、俺が目に捉とらえている同じ対象を認にん識しきする。

「「「「「「あかね!?」」」」」」

　呼び捨てとか『くん』とか『殿』とか『さん』とか『様』とか語ご尾びに違いはあれ、皆みな一いつ斉せいにその名を叫さけんだのだった。

「ど、どうして、ここに……!?」

　アシエルが愕がく然ぜんとした表情で、それだけを絞しぼり出した。

「あ、あたし湊のっ、いえ、姫様たちみんなの役に立ちたいんですっ！」

　対する茜は必死に訴うつたえる。

「あたしだって生徒会の一員なのに、湊だって新しく入ったのに、あたしだけ仲間外れなんて、そんなのイヤですっ!!」

　そう言われると、本来仲間である生徒会の面々は、茜の気持ちも理解できるようだった。場に同情的な空気が流れる。

「それより、どうやってこの場所を突き止とめたんですか？」

　アシエルが再び茜に問う。

「みんなが今日、学園に来ることはわかっていたから、校庭の陰かげで見張っていました」

　そして、校舎から出てバラ園に向かう俺たちを発見し、跡あとをつけたってわけか。

「アカネよ、私たちはなにも悪意でそなたを遠ざけているのではないのだぞ？　そなたは己で身を守る術を持たぬ、また自ら危険に身をさらす義務もない民間人じゃ。もしもそなたが怪け我がでもしようものなら、シャルスティア王女としての私とマリーの立場がないのだ」

　ソフィアに諭さとされ、茜はしゅんとなる。

「……今日のところはしかたありませんね。こうして宝物庫の存在も知られてしまったわけですし、これ以上下手に隠すよりもアカネくんにも事情を教えて協力してもらいましょう」

　アシエルが助け舟ぶねを出す形になった。

「ありがとうございますっ、あたし、がんばりますっ！」

　茜の瞳がパッと輝かがやく。

「ただし、これだけは約束してください。負傷する可能性があるような有事の際には、速すみやかにひとりで安全な場所に避ひ難なんしてください、いいですね？」

「わ、わかりました。絶対に足手まといにはなりませんからっ」

　こうして、予定より一名人数の増えたシャルスティア王女探検隊は、謎なぞの巨きよ大だい宝物庫に挑いどむことになったのである。



「よ～し、全軍とまれ～っ、今日はこの区画からゆくぞ～っ」

　扉とびらはないのだが、一応部屋ごとに壁は仕切られていて、どうやらソフィアの予定の場所に到とう着ちやくしたようだった。

　カビ臭くさい、すえた匂いが鼻につく。年季を感じさせる室内のところどころに、埃ほこりが積もっている。

「この辺りは魔ま法ほう薬の棚たなのようじゃのぅ」

　ソフィアがしげしげと見回しながら呟つぶやく。言われてみると、大小様々な形の壺つぼやらビンやらが、びっしりと置かれていた。俺としては、触さわってもいいものなのかどうか、躊ちゆう躇ちよしてしまう。ソフィアやマリーは王家の人間だからいいのかもしれないけど、遺跡の中の財宝を盗とう掘くつするような後ろめたい感じだ。

「ところで、秘宝って、いったいどんな物なんだ？」

　俺は探たん索さくにあたっての、最も重要なことを今さらながら尋ねてみる。

「『運命のルビー』と呼ばれる、百十八カラットの世界でも有数の大きな宝石じゃ」

「おいおい、そこまではっきりわかってるのか？　だったら、こんなふうに部屋ごとに整理されてるんなら、それらしいところを探せばいいじゃないかよ」

「それくらいとうに探しておる。しかしな、ここは宝物庫とはいえ、金銀財宝のようなすぐに換かん金きんできる物は置いておらぬのだ」

　俺の疑問をソフィアが一いつ蹴しゆうした。

「さすがに貴金属などは、鍵かぎのかかった扉もなしに放置したりはしないでしょうね。ですからここには書物とか薬とか、武器や他ほかにも色々な道具がしまわれているんです」

　クリスが続けて教えてくれる。

「そりゃそうか。あれ？　でもだったら、そもそもここを調べる必要性って……」

「ええ、直接秘宝が出てくるとは、私たちも思っていません」

「隠し部屋、秘密の抜け穴あな、あるいは宝の地図でも、どんなものでもいいので、何か手がかりを見つけたいのです」

　マリーと雪花も次々に口を開く。

　無言ながらアシエルも真剣なまなざしで俺を見る。茜はその横でふんふんと頷いていた。

「ん、わかったよ。俺もしっかり役に立たないとな」

「期待していますね」

「期待はしておらぬが、手は抜くでないぞ？」

「がんばりましょう」

「ビギナーズラックということもありますし」

「湊なんかに負けないようにがんばりますっ」

「アカネくんはほどほどにね、くれぐれも無む茶ちやをしないように」

　六者六様の言葉が返ってきたのだった。



「む？　これはいけない、このビンはひび割れてしまっている。おかげで中身がもう半分くらい無くなっているじゃないか」

　クリスが気になる物を発見したらしく、ひとりで何やら隅すみでブツブツ言っている。

「ねぇ雪花、何か液体を入れる容器持ってないかな？」

　クリスに尋ねられた雪花が、しばし考え込み──、

「それなら……、水すい筒とうのお茶を飲むためにもってきたマグカップがありますけど……」

「ああ、それでいいよ、とりあえずそれに移しておこう。あとでちゃんと替かわりになるビンを用意しないとね」

　クリスはそれで満足な様子だった。遠巻きにやりとりが耳に入ってきただけの俺おれではあるが、それって二度手間なんじゃないかという思いをひっそりと飲み込む。

　俺たちはこの広い地下室で、それぞれ少しずつ離はなれて、各自思い思いの場所を調べている最中だった。

「ん～～、喉のどが渇かわくのぅ、誰か、お茶でも出してくれぬか？」

　大きな木箱やら樽たるやらが置かれた狭そうな奥おくから、ソフィアがゴソゴソと作業しながら声を投げる。確かに空気がこもる環かん境きようで、そのうえ埃っぽいわけだから、ソフィアの言い分ももっともではある。おまけに松明の灯あかり一つだけという薄暗さは閉へい塞そく感かんも満点で、精神的な疲ひ労ろうも予想以上に溜たまる感じだった。

「おお、すでに用意してあったとは、気がきくのぅ」

　ソフィアがまるで一人芝居でもしているように、礼を述べた。見れば、ちょうど部屋の真ん中くらいにある木のテーブルに、マグカップが一個ちょこんと置かれていた。

　ん……？　あのマグカップって、もしかしてさっきクリスと雪花がやり取りしてたやつじゃないのか？

「お、おいソフィア、それって……」

　俺は自分の手を止め、ソフィアを制止しようとした、そのときだった。

　ごくり。

　遅おそかった。ソフィアは一いつ瞬しゆん早く、すでに口をつけ、中に入っていた液体を飲み込んでしまったのだ。

「むむ、美味じゃな。ほんのりと甘酸っぱい水のような……、これは誰が持ってきたのだ？」

　ソフィアはのほほんと、お気楽な感想を言っている。毒薬だったりでもしたら大変な事態だが、大丈夫なんだろうか……。俺は固唾かたずを飲んで、ソフィアに芳かんばしくない変化が起きやしないかとしばし見守った。

「ふんふふんふ～ん♪」

　すっかり機嫌を良くしたソフィアは鼻歌など口ずさみ探索を再開している。なんともないみたいだな。でも一応、雪花あたりに伝えておいた方がいいのではなかろうか。などと気を揉もんでみる俺だったが、肝かん心じんのその雪花が今近くに見当たらない。それどころかマリーやクリスやアシエルまでも、ちょっと目を離していた隙にどこかに行ってしまったみたいだ。

　姿を確認できるのは数メートル先に茜だけ。つまり近くにいるのは、俺とソフィアの二人きりという状じよう況きようである。

「ふ～、なにやら、暑いのぅ」

　ソフィアはパタパタと手で自分の顔を扇あおぎ始めた。そう言われてみれば少し室温が上がったような気もする。もともと一年中温暖だというシャルスティア王国だ。そこに照明として火を灯し、さっきまで七人の人間が室内にいたのだから、入ってきたときよりも暑くなっているとしても自然なことだろう。俺としては、ソフィアと二人だけっていうのを意識してから体温が上じよう昇しようしたなんてことは断じてない、と主張しておきたい。

「はぁっ……、はぁっ」

　ソフィアの息いき遣づかいが漏もれ聞こえてくる。なんだか艶なまめかしい。そんなに暑いのか？　まさか熱でもあるんじゃ……。俺は気が気ではなく、ソフィアの一挙手一投足を横目で追ってしまう。

　いつのまにか、ソフィアはブレザーを脱ぬいでいて、さらにプチプチとブラウスのボタンを二、三個外し、あろうことか胸むな元もとをはだけさせているじゃありませんか！　ぶ、ブラがチラッと見えてしまってるし！　そして、その中に収まった白い谷間がぁぁぁっ!!

　ドクンッ、ドクンッ。

　またしても、この国に来てからもうおなじみになりつつある、尋じん常じようならざる動どう悸きが俺を襲おそう。

　ソフィアのやつってば、俺の存在を忘れているのだろうか。ここは紳しん士したる者、注意を喚かん起きせねばなるまい。

「お、おいソフィア、どうしたんだよ、調子悪いのか？」

「う、んん……、んむ？　何がじゃ？」

　ソフィアの様子がやっぱりおかしい。ぼーっとして、心ここにあらずって感じだ。

「な、なぁソフィア、さっき飲んだのってさ」

　俺は本人にも事実を伝えるべきか、戸と惑まどいつつ口を開きかける。

「ふむ、そう言われればなにやら体がだるいような……、はにゃ？」

　いきなりだった。ソフィアは体勢を崩くずし、ぺたんと尻しり餅もちをつく。もともとしゃがみ込むような格好でいたため、大事には至らなかったのが幸いだ。

「ソフィア!?」

　俺は姫ひめ様さまのもとに急行する。

「あはは～、天井がぐるぐる回っておるぞ～」

　ソフィアは酔よっ払ぱらいのようにうわ言を言っている。どうやら命に関かかわるような、深刻な害はないみたいだけど……。あの液体は、酒だったのか？

「ふにゃ～～～」

　奇き声せいを発しながら、ソフィアが仰あお向むけに倒たおれそうになる。俺は慌てて手を差し出し、背中を抱きとめた。

「おお～、ミナトぉ～？　どうしてここにいるのだ～？」

「どうしてって、ソフィアが心配だから飛んできたんだろっ？」

「この～、嬉うれしいことを言ってくれるではないか～、ういやつめ、こうしてくれる～」

　もう完全にできあがってしまっているっぽいソフィアが取った行動は──、

「むわっ!?　ふむぅっ!?」

　俺の頭に手を回し、ぎゅぅぅ～っとその胸に抱きしめるというものだった。やわやわで、ふにょんとした感かん触しよくが、鼻や瞼まぶたやほっぺたに当たりまくる。息ができないというのとはまた別の次元で、俺は昇しよう天てんしてしまいそうになる。

















　それに加えて、身体の中でまた血液が暴れ回っているような気がしたが、今はそんなことはどうでもよかった。ただ素直に、この至福の温ぬくもりを永久に味わっていたい。

　そのときだった。

「どうしたの湊、何かあったの……？　ちょっ、ソフィア様っ!?」

　間が良いのか悪いのか、俺たちの騒さわぎを聞きつけて茜がやってきたのだ。

「みみみみみ湊ぉっ、あんた何やってんのぉぉぉっ！」

　くんずほぐれつしている俺とソフィアを見て、茜が爆ばく発はつする。

「いやっ、違うって！　俺じゃなくてっ、ソフィアがおかしくなってるんだって！」

「だったら抵てい抗こうすればいいでしょうがぁ～～～っ!!」

　凄すごい剣けん幕まくでずんずんと茜が接近してくる。

　ふい～、危あやうくソフィアに貞てい操そうを奪うばわれそうだったが、これで助かったのか俺？　いやむしろ、これからなされるであろう茜の鉄てつ拳けん制裁の方が恐おそろしい……！

　と、身み震ぶるいした矢先だった。

　何か呪じゆ文もんのような言葉をソフィアが小さく呟く。

「きゃあっ!?」

　突然、茜の身体がふわりと宙に浮き上あがったかと思うと、

　ひゅーん、ボスンッ。

「わぷっ!?　けほっ、けほっ」

　茜は、部屋の隅の、高級そうな絨じゆう毯たんやらカーテンやらが巻かれて何本も立ててある大きな箱──その中に頭から突っ込まされたのだ。

「なにこれっ!?　ど～なってんのぉ!?　起こしてっ、助けて～っ！」

　茜はじたばたと脚を動かすだけで、どうすることもできないでいる。その体勢からして当然、制服のスカートが完全にめくれ、真っ白なぱんつが丸見えになってしまっている。

　埃もたくさん積っていそうだから、さぞや苦しいことだろう。そんな不ふ憫びんな幼なじみに駆け寄って救い出してやりたいのは山々なのだが……、ソフィアがそれを許してくれそうにない。

「ふふふ～、これで邪じや魔ま者ものはいなくなったのぅ～。これで心おきなく続きができるというものよぉ～」

　俺は再びソフィアに熱ねつ烈れつに抱きしめられる。ソフィアは謎の飲み物の影えい響きようで、完全に理性を失ってしまっているみたいだ。

「わわわっ、まっ、待ってくれソフィア、これはマズいって……」

「ミナトよ、私のことは好きかや？」

「えっ!?」

　ふざけているようでもある。だがしかし、潤んだ瞳で尋ねられ、俺の鼓動はさらに跳はね上がる。しばしの沈ちん黙もく──、ソフィアからの思いがけない発言の連発に、俺は完全に硬こう直ちよくしてしまっていた。

　体温がとめどなく上昇していく。熱い、熱い、熱い。内なるパワーが今にも溢あふれ出しそうで、俺の煩ぼん悩のうメーターの針は振り切きれる寸前だ。

「では、私が嫌きらいか？」

　不安そうに、ソフィアは俺を見返してくる。陽気だったのがころっと、今にも泣き出しそうな表情だ。この感情の起き伏ふくの激しさ、どう見ても酔っているとしか思えないんだが。

「う、その……」

　俺は口ごもる。答えられないだろ、そんな、いきなり。考えたことなかった、というのが正解だ。まだ会って一週間くらいしか経たってないじゃないか。それに相手は、恐れ多おおくもお姫様だし。

「やはり……、嫌いなのだな……？」

　ソフィアの声が、絶望に沈しずみかける。なんでだ？　なんでそんなに悲しそうな顔するんだよ？　俺は激しく動揺し、もう一秒も黙ってはいられなかった。

「き、嫌いなわけないだろっ!?　ソフィアに魅み力りよくを感じない男がこの地球上に存在するとは思えない……」

　ってああああああ、何俺は頭に浮かんだことをそのまま口にしてしまっているんだあああ。

「本当かぁ～？　うむ、ならばぁ、接せつ吻ぷんを許可しようぞぉ～」

　またとたんに機嫌を直し、ソフィアは瞳を半分閉じて顔を近づけてくる。

「ななななっ!?　それはもっとマズいだろ!?　ソフィア、正気に戻もどってくれ～～～っ！」

「湊殿ーっ、姫ひめーっ」

　その瞬しゆん間かん、呼び声に続いて、絶ぜつ妙みようのタイミングでクリスが戻ってきたのだ。危なかった。クリスが来てくれるのがあと一歩遅かったら、俺は自分の理性を保てていた自信がない。俺はソフィアの両りよう肩かたを手で押おさえ、がばっと引ひき剥はがした。

「おおお、クリス、どこ行ってたんだっ？」

「ああっ、湊殿、姫、先ほど魔法薬のひとつをマグカップに移したまま替えの器を取りに行ってしまったのですが、飲んだりしていませんかっ!?」

　血相変えてクリスは、まくし立てる。

「外に出て、入っていたビンに貼はられていたラベルを雪花が読んだところ、古代シャルスティア神官文字で、『媚び薬やく』と書かれていたらしくっ……！　雪花が、『残っているソフィア様か湊様が飲んだりしていなければいいのですけど』などと言うものですから、こうして馳はせ参さんじた次し第だいです！」

「ミナトぉ～、接吻はまだかぁ？　ほれ、はよぅ～」

　非常に合が点てんがいく解説をありがとう、クリス。見事にその魔法薬の効果がかかっているらしいソフィアは、この期ごに及およんでまだ人目も憚はばからずキスを迫ってくるのだった。

「いや、その、ご覧の有様だよ、クリス」

　俺はソフィアを押さえつけたまま、苦にが笑わらいするしかない。ソフィアってば俺のこと、もしかして好きだったりなんかするのかと、勘かん違ちがいしかけた俺は人知れず少なからずがっかりしていたわけだが。それは俺ひとりの、心の奥おく底そこにしまっておこう……。

「ひひひ姫様っ、お気を確かにーっ!?」

　目を白黒させたクリスの絶ぜつ叫きようが、地下宝物庫内に響き渡る。

「クリス、それよりまず、あっちを頼たのめるかな？」

「はわぁっ！　あれは、あ、茜殿どのですか!?」

　今の茜の姿には、湖みずうみからにょきっと生えた下半身──猟りよう奇き推理映画の有名なワンシーンを彷ほう彿ふつとさせるインパクトがあるのだった。



「だ、大丈夫ですか？」

「はぁっ、ひどい目にあったわ……」

　茜は早々に救出され、そしてクリスから遅れること数分、マリーと雪花とアシエルもようやく帰ってきた。

「ほら、アカネくん、だから言ったでしょう？　我々と行動を共にすると常に危険が伴ともなうんですよ」

「いいえ！　やっぱり湊から目を離したらもっと危険だってことが、よっくわかりましたからっ！」

　アシエルの説得にもまったく耳を貸す気のない茜の横では、マリーと雪花がソフィアの症しよう状じようを診しん断だんしている。

「解げ毒どく剤ざいというか、魔法薬の効果を打ち消す魔法薬、というものがあるはずですけど」

　マリーの言葉に従い室内を探すと、それは簡単に見つかった。媚薬のビンが置かれていた、そのすぐ隣となりに。

「は～い、姫様～、あーんしてくださいね～？」

「むぅ～、なんじゃ～？　そんなことよりも私は、ミナトと接吻するのだぁ～」

「これを飲んだら、湊殿がチューしてくれますよ～？」

「おおそうかぁ、ならば飲もうぞ～」

　まるで幼児をあやすようなノリで、クリスはなんとかソフィアに解げ毒どく薬やくを飲ますことに成功したのだ。

「んん？　どうした？　私は今まで何をしておったのだ？」

　カウンター魔法薬は凄すさまじい即そつ効こう性せいを発揮し、一瞬で泥でい酔すい状態から覚めたかのようなソフィアは──、なぜ全員が自分の周りに集まっているのか、理解できない様子だった。

「ほんっとうに覚えてないんですかっ？」

「ほんっとうに覚えておらん」

「湊にぴた～っとくっついてたことも、あたしを魔法で吹ふき飛とばしたことも？」

「す、すまぬ、それについては心から詫わびようぞ」

「ソフィア様……、薬のせいだけじゃなくて、実は湊のこと本気で好きになりかけてるんじゃ……」

「ばばば、バカを申すなっ！　正気であれば、私がミナトなんぞに言い寄るはずがなかろうっ!?」

　茜に対するソフィアの返答の中で、えらい言われようの俺であるが。

　こんな冗談みたいなオチがつくんだったら、事故ってことでチューしちゃってても、笑って済まされたかもしれないよな……。俺は己の不ふ甲が斐いなさをちょっとだけ後こう悔かいした。



　　　　　◇



　この日の宝物庫探たん索さくは、まるで呪のろいでもかけられていたのではないかというくらい、これだけでは終わらなかったのである。トラブルとは、えてして連続で襲いかかってくるものらしい。第二弾だんは、まさに文字通りの意味で……。

　雪花がつくってきてくれた、極ごく上じようでたっぷりのお弁当を昼食にたいらげ、俺たちは作業に復帰した。

「ミナトさ～ん、こちらである物を運ぶのを手伝ってくださいませんか～？」

　その途と端たん、マリーから頼まれたのである。

　と、同時に──、

「これはいけない、すっかり忘れていました！」

　アシエルが珍しく大きな声を上げた。

「部活動の予算に関する書類の処理が残っていました。明日の月曜までにはどうしても終わらせておかなければ……、アカネくん、申し訳ないが手伝ってくれませんか？」

「え？　あ、はい、わかりました……」

　名指しされた茜としても、生徒会の仕事を頼まれては嫌いやがるわけにもいかないのだろう。この場を離れたくなさそうにしながらも、アシエルの後を追って歩き出す。

「湊っ、あたしが監かん視ししてないからって、姫様たちにヘンなことしたら……、コロスからね？」

　ためをつくって凄まれては、俺はぶんぶんと首を縦に振るしかない。

　校舎へと戻っていく茜とアシエルを見送った俺は、

「で、マリー、何を運ぶんだっけ？」

　途と中ちゆうでストップしていた会話を再開する。

「はい、この、そんなに装そう飾しよくに凝こっているわけでもない、地味な物なんですけど……。なんだか気になってしまって、せっかくだから部屋に飾かざりたいなって思うんです」

　そう言ってマリーが指差したのは、青磁のような水色をした大きな壺だった。しっかりと蓋ふたが閉められ、密みつ封ぷうされている。確かに素人しろうと目めにも、いい仕事してますね～という風格のようなものを漂ただよわせている。

　しかし、その大きさが、並ではなかった。子供だったらすっぽりと中に入れてしまうほどの、高さと幅はばである。これを運び出すとなると、外で台車にでも乗せるとしても、相当手間がかかりそうだ。一いち瞥べつして俺は内心げげっと思ったのだが、マリーは悪気もなく目をキラキラとさせている。

　これは……断れない。俺は観念した。もちろん、ひとりでは到とう底てい持ち上げるのは不可能なので、おなじみの犠ぎ牲せい者しや要員に援えん助じよを依い頼らいする。

「うわっ、けっこう重いなっ、クリス、大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい、なんとか……。これは、腰にきますねっ」

　なんという筋トレ。力を入れると、全身の骨が軋むのがわかる。それでもどうにか、俺とクリスは騎士の意地を見せ、壺を担かつぎ進むという快挙を成なし遂とげたのだった。

「ストップストップ、限界だ、腕うでがもげる、いったん降ろそう……。むうう、少しずつ休みながら行くしかないな」

「そうですね、それがいいですね、はぁっ」

　ただ、数メートルごとに息が上がってしまうのは、いたしかたないところだ。

「すみません、ミナトさん、クリス、私、無理なお願いをしてしまったみたいで……」

　ようやくマリーに、済まなそうに頭を下げられる。まぁでもそこまで謝あやまられることでもない。引ひつ越こしのアルバイトでもしたらこんなもんだろう。っていうより、きっともっと厳しいに違ちがいない。

「あ、いやいや、そんな気にしなくていいよマリー、あとで肩のひとつでも揉んでくれると嬉しいけどさ」

「そうですとも、これしきのこと修練のうちでは何でもありません」

　俺はさりげなく見返りを要求してみたりなんかする。生き真面目まじめなクリスとの差が歴然と出てしまったが、そこは華か麗れいにスルーする方向で。

「はい、それはもう、しっかり全身隅すみ々ずみまでマッサージさせていただきますねっ」

　人のいいマリーは二つ返事で快かい諾だくしてくれてしまう。逆に俺に罪悪感が芽生えてくるよな。こんなセクハラ騎士でごめんよ。だけど、マッサージしてもらえるのか……。マリーとのスキンシップって、本人の無防備さと持ち前の大きさで、ぷるんというかふよんというか、そういう類のものが身体に触ふれる機会が多い気がする。俺は風ふ呂ろでの一件を思い出だし、赤面した。

　階段がやばかった。運んでいる壺がデカくて足元が見づらいので、踏み外はずすんじゃないかっていう恐きよう怖ふと、体勢が斜ななめになるのでバランスを崩して落としちまうんじゃないかっていうプレッシャー。だが、それらを何とか乗のり越こえ、俺たちは日の光が降り注ぐ、地上へと出ることができたのである。とりあえず壺を地面に置く。

「ふい～、やっとここまできたな～」

「はい、残り半分くらいですね。でもここからは運うん搬ぱん道具を使えるので全然楽ですよ」

　俺とクリスは額の汗を拭った。

「おっ、それは助かるな、台車とかあるのか？」

「ええ、バラ園の管理用に使っている荷車ならすぐに取ってこれます」

「へぇ、荷車か～、西洋の農家っぽいな～。でもあれって、車輪が真ん中に一セットしか付いてないんだろ？　安定性が心配じゃないか？」

「そうですね、壺はロープで縛しばって固定しましょう」

　そんなわけで、数分後。クリスが荷車を引いて戻ってきた。

「よし、じゃあまずは壺を乗せるか」

　これが、この一連の作業での最後の難関と思われた。荷車の荷台に壺を乗せるのに、腰以上の高さに持ち上げる必要がある。がんばれ俺とクリス、超ちようがんばれ。

「いくぞっ、せーのぉっ」

「はい、よい、しょっ」

　気合を入れ過ぎてしまったのかもしれない。このとき、二人の力加減が微び妙みようにズレたのだろう。グラリと、壺と、俺たちの身体が、傾かたむいた。

「うぉっ!?」

「あっ!?」

　俺とクリスが同時に叫ぶ。そしてこの状況に、マリーの善意がとっさに反応してくれてしまったのだ。

「わっ、私も手伝いますっ」

「やっ、マリー、危ないからっ……」

「あっ、姫様、そこはっ……」

　俺とクリスも、非力なマリーを庇かばおうと、逆に変な気を遣ってしまったんだと思う。何が、誰が、悪かったということでもないのだろう。強しいて言えば運がなかった。結果──。

　ガシャンッ！

「あぁぁ～～～っ！」

　マリーの悲鳴が、響き渡ることとなった。

「ご、ごめんよ、マリー……」

「申し訳ありません、姫様……」

「いえ……、私が、いけないんです……」

　三人でうなだれる気まずい午後の一幕──には、まだ続きがあったのだ。

　俺は何気なく、割れた壺に目をやる。粉々というわけではなく、小さい破は片へんもあるにはあるが、大まかには左右二つにパックリと割れている感じだ。これなら、くっつけて直すだけなら、そんなに大変ではないように思える。骨こつ董とう的価値が著いちじるしく損そこなわれたことには間違いないのだろうが。

　しかし、それよりも注目すべきは、その壺の中身だった。そう、この壺には、入っている物があったのである。そういえばそもそも最初から蓋がしてあったのだから、推おして知しるべし、ではあるよな。それはどうやら、戦いにまつわる品々のようだった。これまたちょっと高級そうな、宝石が散りばめられ、装飾の施ほどこされた剣に鎧よろいに兜かぶと。おいおい、これってまさか博物館にでも陳ちん列れつした方がいいような、歴史的大発見だったりするんじゃないだろうな……!?

　俺は慌ててマリーとクリスに視線を走らせる。二人はまだ、しょんぼりと目を閉じて俯いたままだ。

「な、なぁ、マリー、クリス、この壺から、なんか出てきてるの、気付いてるか？」

「あら……？　まぁっ！」

「えっ、どれですか……？　こっ、これはっ！」

　俺から少し遅れて、二人も俺と同じくらいびっくりしたようだ。やっぱりこれは、魔法の王国シャルスティアでも、珍しいものなんだろうか。

「み、ミナトさん……」

「湊殿、その、足元の、それは……」

　と、そこでマリーとクリスの表情が、俺の予想していたのとは異なっていることを見てとる。驚おどろきというよりも、いくぶん怯おびえているような。どうしたんだろう……、足元？

　俺が履はいている、靴くつの横に。白っぽくて丸い物体が落ちていた。大きな穴が二つ空いている。そのすぐ下にも一つ窪くぼみが。その下に、並んでいるのは……、歯だった。それは、髑髏ドクロ──人の頭ず蓋がい骨こつと呼ばれるものにしか見えない。

「うわぁぁっ!?」

　俺は思わず飛び退のいて、さらによく辺りを見回してみると、もっと散らばっていた。肋ろつ骨こつとか腰こし骨ぼねとか、手や足の骨も、おそらく人間ひとり分のすべてのパーツがこの壺の中に納められていたのだ。これはもしや、ただの壺ではなく、実質棺かんおけと言った方が正しいのではないだろうか？

「姫様、マズくないですか？　これ……、あまりにも例の特とく徴ちように一いつ致ちし過ぎじゃないですか？」

「ええ、こんな物が本当に……、それも学園の中に存在していたなんて！」

　どうやらクリスとマリーの間には、この状況に対して、最初から何らかの共通認識ができあがっているらしい。俺だけ仲間外れみたいで、ますます居い心ごこ地ちが悪いじゃないか。

「な、なんだよ二人とも、何がマズいんだ？」

「これの名めい称しようは、『呪われた騎士の壺カースド・ジヤツクポツト』と伝えられています。古代シャルスティア王国の悪あしき魔法文明が生み出した忌いむべき邪じや法ほうです」

　クリスが、いつになく深刻な表情で語り出した。

「かつては有能な騎士に与あたえられる栄えい誉よのひとつなどとも考えられていたようですが……。生前優すぐれた騎士だった者の亡骸なきがらに、大切な宝物などを守らせるために用いられた手段なのです」

「えーと、つまり、この骨は昔のシャルスティア騎士の骨で……、この骨っていうか壺は、宝物庫を守るために配置されていたってことか？」

「そうですね、だいたいそのような理解でよろしいでしょう」

　クリスが肯こう定ていする。

「あははは、大げさだなぁ二人とも、そんなの、おまじないみたいなもんだろ、日本だって、魔ま除よけとしてイワシの頭を玄げん関かん先さきに吊つるしたりしてたんだぜ？」

　──などと笑い飛ばせないんだろうなぁ、きっとこの国では。

　カタカタカタ……。

　まるで、磁石にでも引き寄せられるように、初めは微び小しように、だが段々とはっきりと、骨たちが振しん動どうし、音を立て始めたのだ。

「湊殿どの、さがってくださいっ！　剣はちゃんと持っておられますね？　抜いて、構えてください！」

　クリスの口調が厳しさを増す。見ればすでにクリスは、マリーを自分の背後に隠すように立ち、抜刀し臨戦態勢を整えていた。俺は今日一日、邪じや魔まなんだよなぁ、どうせ無む駄だになるだろうと思っていた、ベルトに提さげていた剣の鞘さやから──、冷たく銀色に輝く、刀身を抜き放った。

「呪いの効果が発動しました！　骸がい骨こつ騎き士しが組み上がります！　我々は排はい除じよすべき敵だと認められたはずです！」

　目の前で、プラモとかフィギュアとかが、自動で完成していく早回しフィルムを見ているような錯さつ覚かく。理科室に置いてあったり、ゲームの画面の中でなら特に珍しくもない──、だが、それよりもずっと禍まが々まがしい。そいつはまだ、糸を引っ張られる前の操あやつり人にん形ぎようのように、だらんとしていた。

「なぁ、こうなるまでに、いくらか時間あったよな？　どうして全力で走って逃にげなかったんだ？」

　俺は黙っていると、足が震ふるえ出してしまいそうだったので、とりあえず情けない質問をして場を和なごませてみようと試みる。

「これは、一度発動したら自動的に近くにいる人間を狩かり続けるようにつくられています。そんな殺さつ戮りく機械を学園に放つんですか？」

　いや、和まないことはわかってたんですけどね。クリスに咎とがめられるような口調で返されてしまった。じゃあ気を取り直して、二つめの質問。

「なぁ、こいつ、どれくらい強いんだ？」

「さぁ……、湊殿のお父上くらいでしょうか？　湊殿にも敵かなわなかった私です、足を引っぱらないように努力します」

　ああダメだ、クリスにまで弱気な発言を誘ゆう導どうしてしまった。俺はインタビュアーとしてもまだまだだなぁ。いや別に、なるつもりもないけど。

　それにしても。

「こんな状況だっていうのに、クリスってばすごい冷静だよな」

　俺は思った疑問を素す直なおに投げかけてみる。

「いえ、この島に来てしまったばっかりに、このような目に遭あわれている湊殿には申し上げにくいのですが……、私は今ちょっぴり死を覚かく悟ごしています」

　聞くんじゃなかった。

「勝算、あるんだろ……？　まったくないなんてこと、ないよな？」

「二人がかりでなら、守りのみに徹てつすればしばらくは持ちこたえることができるとは思うのですが、相手にはスタミナや疲労などという概がい念ねんがないでしょうから……、長期戦になればいずれ我々は討うち取とられてしまうでしょうね」

「ははは、シビアだなぁ。でもさ、よく考えたらこっちにはマリーがいるじゃんか、マリーが魔法で怪我を治してくれるんだ、俺たちもけっこうやれるんじゃないか？」

　俺はとにかく、何でもいいから明るい材料が欲ほしかったのだ。

「詠えい唱しように時間がかかりますので、私と湊殿のどちらかが魔法で治さなければならないほどの傷を負った場合、一瞬にして瓦が解かいしてしまうでしょうね」

「おいおい～、なんだかマイナス要因しか挙がってこないじゃんかよ～」

「いえ、おそらくひとつだけ、つけ入る隙すきがあるのではないかと。相手は、過去の人、だったものです」

　このセリフにはほんのわずかだが、クリスの自信が垣かい間ま見みえた気がした。

「んん？　どういう意味だ？」

「それに対して、私たちは現在を生きる人間です。何事も過去を教訓として改良、発展、進歩させていくことができるのが、人間の強みなのではないでしょうか」

　と、そこまでクリスが言い終えたところで、沈黙の敵がついに、グググッと身体を起こしたのである。まだクリスの意図していることは、全然俺に伝わっていない、そんな話の途中だというのに。俺は、空気読めよ～と一瞥する。

　骸骨騎士は当然、待ってはくれなかった。ガシャリ、ガシャリ、と骨と骨がぶつかる嫌な音を立てながら、ＣＧ技術で創つくられた映像のような動きで、武器防具を装備した人体骨格標本が歩いて向かってくる。なんだかぞっとしない光景だった。

　俺は親父から、どうやら俺の知らないうちに、親父が現げん役えきだった頃のシャルスティア王国騎き士しの剣けん技ぎの型に対する戦い方ってもんを叩たたき込まれてきたらしいのではあるが。だから、グーを出すとわかっている相手にパーを出すようなやり方で、俺はなんとかクリスとの一いつ騎き打うちに勝利することができた。

　しかし、この相手は数百年の時を越えておいでなすった剣けん豪ごう様の亡骸だ。親父おやじに教えられた動きとはだいぶ違うんだろうことは、予想がついていた。しかも、なんという無表情な敵。あたりまえだけど、剥むき出しの空くう洞どうとなった眼がん窩かからは、攻こう撃げきの狙ねらいをまったく読み取ることができない。

　ギギギギ、と油の切れた歯車のような動きで、その肩が上がった。だが、そこからはまさに瞬またたく間まの一いつ閃せん。ブゥンと風を切り裂き、骸骨騎士の長ちよう剣けんが振ふり下おろされる。

　ガキィンッ、とまずは俺がその斬撃を弾はじき返かえした。手が、痺しびれる。相手は文字通り筋肉のついていない骨だけのヤツなのに、なんだよこれ!?

「はぁぁっ！」

　すかさず、クリスが横合いから苛か烈れつな一いち撃げきを叩き込む。

　カァンッ！

　だが、骸がい骨こつのくせに、舞まうような華麗な動作で受け流される。ああ、今こいつの、かつて生きていたときの姿が浮かんで見えた気がした。きっと、クリスが憧あこがれるような、立派な騎士だったにちがいない。

　これを、ただの骸がい骨こつ剣けん士しだと考えちゃダメなんだ。死してなお、名めい誉よだかなんだかしらないが、こんな気分の悪い役目を任されてしまうほど──、シャルスティア王国の歴史上、指折りの強さを誇ほこる騎士。

　ガキンッ、ゴッ、ガァァンッ！

　重く鋭するどい攻せめを連続して打ち込んでくる。なるほど、俺とクリスの二人をして、早くも防戦一方という展開になった。

「うわっ、ちょっ、モーションが変則的で軌き道どうがわかんねぇって！」

「やりづらいですね、ですが、それは相手も同じはずです！」

　親父の剣けんならこう伸のびてくるだろうというところに、俺は自分の剣を合わせる癖くせがついている。クリスの場合は、その実直な性格のせいか、寸分の狂くるいもなく親父に教わったとおりの動きをしてくれたので、俺としてはとてもやりやすかった。

　ところが、骸骨騎士の繰くり出す切っ先は、そこから数センチずつ、ことごとくズレているのだ。おかげで俺は、ギリギリでの軌道修正を迫せまられる破目になり、肝きもを冷やす。

　精神的消しよう耗もうが激しい。このままでは、もともと張子の虎とらレベルの俺の実力では、この達人たちの攻こう防ぼう戦せんにおいて、限界はもうそう遠くないうちに訪れるだろう。ひたひたと近づいてくる死の恐怖に、俺はわめくでもなく、どこか他人事のような呆ぼう然ぜんとした心ここ地ちになっていた。

　骸骨騎士が足元から剣を切り上げる。かわすクリス。頭上に上がった刃やいばを、今度はそのまま振り下ろす。それを己おのれの剣で受けるクリス。跳ね返ったその反動も利用し、骸骨騎士は続けざま大きく横に薙なぎ払はらう。その斬撃は、寸でのところで飛びずさったクリスの制服をかすめるにとどまった。息つく暇ひまもない、三連撃。

　あれ？　これってどこかで、見たような光景じゃないか？　そういえば今朝、まだほんの数時間前にクリスから伝授してもらった、シャルスティア王国騎士伝統の技……。

　クリスは言っていた。この技は、ここ百年の間に、新しく改良が加えられたのだと。おそらく、いや必ずもう一度、この戦いで骸骨騎士が三連撃を使ってくるタイミングがあるはず。そう、これこそが勝つための鍵であるに違いない！

　この騎士が亡なくなったのが二百年前なのか三百年前かはわからないが、とにかくこいつは旧型しか知らないはずなのだ。さっきまで八方塞ふさがりだった暗くら闇やみに、突とつ破ぱ口こうの光が差した。過去に死んだ者と現在生きている者の差。クリスは初めから、勝負の分かれ目がここにあると、読んでいたのだろうか？

「ありがとうクリス、ここは俺に任せてくれっ！」

「は、はいっ！」

　カンッ、カンッと止まぬ敵の攻こう勢せいを弾はじきつつ、クリスが驚きから期待に変わる声で俺に答える。今こそが、漢おとこの意地ってやつの、見せ所だ。クリスは一歩前に出て、盾たてになるように立つ。狙うは高速のカウンター──、俺はフォローに回りながら、そのときを待った。

　ブォン、と弧こを描えがき振り上げられる剣けん先さき。クリスは横っ飛びにかわす。一撃。

　返す刀は、俺の頭上に振り下ろされる。カァーンッ！　俺は寝ねかせた剣で受ける。二撃。

「湊殿っ！」

　クリスが叫ぶ。骸骨騎士が、大きく横に振りかぶった、三撃目。

　俺は自分のストライドをいっぱいに伸ばし、踏み込む。寝かせた剣は前に向けるだけでいい最短の動きで、骸骨の、喉のど元もとに垂直に突つき立たてた。なるほど、同時に仕し掛かけたとき、速さで完全に勝まさるのは、突きだった。

　ガッ、ボキィッ！

　非常に硬かたい手て応ごたえに続いて、その硬い物が折れる音が響く。グラリと、首から上を失った骸骨が後ろに傾く。ポーンと宙に投げ出された髑髏は、地面に落ち、コロコロと転がった。ガラガラと、それまで繋つながっていた骸骨の四し肢しの骨が、積み木が崩れるみたいにバラバラになった。

　魔法文明が栄えていた時代の、シャルスティア王国の優れた騎士に与えられる栄誉ある死後の職務。その成れの果てである、小さな白いリン酸カルシウムの塊かたまりたちが、最初と同じように今、俺たちの足元にあった。

　シュゥゥゥゥゥッ。

　突とつ如じよ、白い煙けむりが、散らばったすべての骨から噴ふき出す。

「うわっ、ととっ、今度はなんだっ!?」

「呪われた騎士の壺カースド・ジヤツクポツトは、呪いとはいえ、その根底にあるのは騎士の魂たましいです。彼かれが湊殿を勝者と認め、呪いが解けたのでしょう」

　驚く俺に説明しながら、クリスは空を仰あおぐ。

　白い骨は、ドライアイスのように白い煙となって立ち昇のぼり、いつのまにか跡あと形かたもなく消え去ってしまっていた。

　自ら望んで選ばれたのか、それとも死んでしまった後有う無むを言わさず成らされたのか。けど、このかつてのシャルスティア騎士の魂は、こうして自分を呪じゆ縛ばくから解放してくれる、より強い騎士の糧かてとなることをずっと待ち望んでいたのかもしれない。

　クリスと一いつ緒しよに、俺はただ黙って、しばし天を見上げたのだった。

「なぁ、マリー、クリス、こいつが守っていたものって何だったんだろうな……？」

　ふと俺の口をついて、そんな言葉が出る。

「この壺が宝物庫全体を守っていたというのなら、もっと目立つところに置かれていてしかるべきなんじゃないか？」

　急に浮うかんだ疑問だった。

「ふむ、確かにそうですね……」

　クリスも考え込む。

「もしかして、壺の中に何か一緒に……」

　マリーがぽろっと言った。

「それだっ！」

「それですっ！」

「探しましょうっ！」

　まだ残って散乱している武器防具やら壺の破片やらの中から、それは出てきた。古そうな羊皮紙に描かれた地図が。古代シャルスティア神官語とかいう文字で、数行程度書かれていた。もちろん俺にはチンプンカンプンだ。それから、ソフィアと雪花にも報告に行った。

「でかしたぞ、マリー、クリス、ミナト！」

　地図を見せると開口一番、ソフィアは興奮した様子で喜びを顕あらわにした。俺を除いた四人はしばらく、食い入るように地図を囲み解読を試み、わいわいと議論していた。四人が頷うなずき合いながら、ついに顔を上げる。

「来週の日曜は、海じゃっ！」

「へ？」

　ソフィアの号令に、俺は素すっ頓とん狂きような声を返したのだった。










　　　第五章　タイドラインプリンセス





　シャルスティア王国は小さないくつかの島々で構成されている。俺たちの学園があるファムネリア島も、もちろん例外ではなく周りをサンゴ礁しようの海に囲まれているのだそうだ。この海を目当てに、世界中からダイバーたちが集まってくる、有数の観光スポットでもあるらしい。今日俺は転校後初めて──いや、そんな大層な海には生まれて初めて、行くことになったのである。それも、美少女六人と一緒に。

　アシエルは、宰さい相しようである父親の公務を補ほ佐さするとかなんとかで、不参加だそうだ。こんな一大イベントを棒に振らなければならないなんて、男として同情を禁じ得ないぜ。

「さぁ皆みなの者、水着には着き替がえたであろうな？」

　薄うすい水色のパーカーで上半身を覆おおったソフィアが尋たずねる。露出した白い太ももが眩まぶしい。集合場所は、いつものとおり生徒会室だった。姫様二人とクリス、雪ゆき花かはほぼ同じ格好をしている。中身の水着がそれぞれどうなっているのかは、俺にはわからないが。

　マリーとクリスはやや顔が赤い。雪花は普ふ段だんと変わらないように見える。が、時折他の三人に視線を走らせては、自分の胸元をぺたぺたと両手で触ってみたりしている。もしかすると、雪花は自分の胸のボリュームを気にしているのかもしれなかった。

　そしてさらに二人、スタイルの貧相さなら負けていない茜あかねと、おまけに桜さくら子こまでが便乗しているのだ。

「姫様たちにおかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしくっ。本日はお招きいただきまして、ありがとうございますっ」

　桜子もウキウキとした口調で挨あい拶さつする。

「こういうときは、人数が多い方が楽しいですものね」

　マリーがにこやかに笑えみを返し、

「うむ、では参るとしようぞっ」

　ソフィアはやっぱり今日も自信満々でハイテンションだ。

　俺はでっかいショルダーバッグを担がされる。クリスは折おり畳たたんだビーチパラソルを手にしている。雪花と茜はピクニック用のバスケットを提げて。マリーは浮き輪わとビーチボール。桜子は自分の背せ丈たけほどもあるビニールボート。ソフィアに至っては、大きなスイカを丸ごと一個持参しているではないか。

　俺はてっきりこれから例の宝探しに出かけるっていう認識だったのだが、それは間違いなのだろうか？

　俺たち一行は、学園内の雑木林へと向かった。クリスが鍛たん錬れんの場として使用しているらしい例の辺りも通り過ぎる。獣けもの道みちとでもいうくらいの小路を下っていく。この爽さわやかな避ひ暑しよ地ちのような林を抜ぬけると、学園の生徒だけが与あずかれる恩おん恵けいが待っているのだという。

　そもそも林も含ふくめこの一帯はすべて学園の私有地なのだそうで、つまりこの先には学園のプライベートビーチが存在するというのだ。

　遠浅のコバルトブルーの海岸を眼前に、延々と広がる砂すな浜はま。その場所に今、俺たちはたどり着いたのである。観光地の浜はま辺べであるのに、観光客に開放されていない。島民の立ち入りは許可されているが、そんなには利用されていない。結果、学園生貸切りという実態であるらしかった。さすがに日曜日のせいもあって、まだ午前中であるというのに、すでにチラホラと思い思いに海を満まん喫きつする生徒たちの姿がある。

　ここでついに待ちに待った、女じよ性せい陣じんが水着姿を披ひ露ろうしてくれる瞬間が訪れることとなった──のだが、

「ぶっ、茜も桜子も、スク水かよっ!?」

　二人を視し認にんして、俺は吹き出す羽目になった。紺こん色いろの、マニア垂すい涎ぜんのアイテム、スクール水着。茜も桜子も、この歳としにもなって、学校の外でこれを着こなすとは……、おそるべし、つるぺたコンビ！

「いっ、いいでしょ!?　ほっといてよ、これしか水着、持ってないんだからぁっ！」

「な、なんだって～！　茜、おまえ、一応は女の子なんだから、もう少しお洒落しやれってもんに気を遣つかった方がいいんじゃないのかぁっ!?」

　憤ふん慨がいする茜に、俺は老ろう婆ば心しんながら進言してやったのだが。

「湊みなと殿、湊殿っ」

「この場合、水着を選んで差し上げるのは、湊様の役目かと思いますが」

　クリスと雪花に、なぜかやや白い目で逆に忠告されてしまう。

「そうじゃぞミナト、こちらに来てからアカネには色々世話になっておるのだろう？　ならばプレゼントのひとつでもしてやるのが男の努めであろう」

「そうですよミナトさん、乙女おとめ心ごころというものは、繊せん細さいなんですから」

　さらにソフィアとマリーまで加わって、俺は四人から総スカン状態だ。

　しかしそんな彼かの女じよたちの水着は、大だい胆たんなビキニ。それぞれ白、黒、赤、青と見た目もカラフルで、肌はだ色いろ率の高さも賞賛に値あたいする。俺はその眩しさにも屈くつすることなく、しっかりと網もう膜まくに焼きつけておこうとひとり心の中で誓ちかうのだった。

　それにしてもソフィアとマリーのきわどい姿を目にするたびに、無限の力が湧わき上がってくるような気分になるのはなんでなんだ？

　そこに、

「ミナトよ……、ずいぶんと熱心に私たちを見ておるのぅ？」

　俺の邪よこしまな視線に気がついてしまったらしいソフィアが、生温かい笑え顔がおで問いかけてくる。

「え？　ははっ、そんな違いますよぉ、この美しい空と海を眺ながめていたんじゃあないですか。いやぁ、心が洗われるようだなぁっ」

　俺は白々しくも誤ご魔ま化かそうと試みたのだが、

「そうか、ならばこの清らかな海水を思う存分浴びてくるがよいぞ。この無礼者がぁぁぁ～～～っ!!」

　ドカッ！

「ぶべらっ」

　ザッパァンッ。

「ごばぼべばぼっ、眼福ぶぼがごぶぼっ」

　ソフィアに蹴けり飛ばされた俺は、透とう明めい度どの高い遠浅の海中に沈みながら感動を二字熟語で表すことにした。

「そっ、それでは始めるとしようぞ、ますはスイカ割りじゃなっ！」

　顔を赤らめつつ、恥はずかしさををふっ切ろうとでもするかのように、ソフィアが高らかに宣言する。

　だが、その言葉は俺の不安を確信に変えるには十分なものだった。ああやっぱり、そのために持ってきたのね、スイカ……。

　おいおい、あの宝の地図の件はどうなったんだ？　今日はまさか最初から、あれとは無関係に本当にただレジャー目的で海にきたってことでファイナルアンサー？

　戸惑う俺をよそに、こうして砂浜に来て早々に、スイカ割り大会ソフィアカップが開かい催さいされることとなったのである。

　現在、一番手のクリスが目め隠かくしをされぐるぐるとみんなに身体を回転させられて、ふらふらと向かっていくところだ。

「クリスだったら、目が見えなくても気を読んだりして、一刀で真っ二つにしちまうんじゃないか？」

「そんな～、いくらなんでも、スイカの気は読めませんよ～」

　俺の無む茶ちや振ぶりはしっかりクリスに聞こえていた。

「にゅふふ～んっ、どうですかな湊く～ん、姫様や幼なじみの水着姿の感想は～？」

　そこに桜子がからかう気満々で声をかけてくる。

「ぶはっ！　べっ、別に俺はおっぱいの大きさを見比べたりなんかしてないんだぜっ？」

　不意を突かれ本音を口走ってしまった俺を茜が睨にらみつける。

「あ～もうっ、やっぱり湊の頭の中はそういう下心で一杯ぱいなのねっ!?　しっしっ、いやらしい目で見ないでよっ！」

「ぬふ～ん？　そういう茜は茜で、さっきから湊くんの裸ら体たいに釘くぎ付づけだよねぇ？」

「ひはっ!?　ばっ、バカッ、桜子っ！　そそそ、それはあれよ、貧弱だった幼なじみが少しは見られるように成長したか確かめてやろうっていう親心よっ！」

　桜子は結局どっちの味方でもなく、俺と茜が焦あせるのを楽しんでいるわけで。

　まぁ、かくいう俺も、幼なじみの成長した水着姿には正直、多少なりとも興味はあるのだった。ソフィアやマリーやクリスの、女性であることを強調するような、立派なバストは素す晴ばらしいとは思う。しかし一方で、茜や桜子や雪花のように、まだ少年のような、発展途と上じよう──というか発展が望めないっぽいささやかなふくらみも、それはそれで趣おもむきがあるって俺は主張したいんだぜ。

　ってつまり、ひとのことをとやかく言っておきながら、茜自身の身体は成長してないってことじゃないか。といいつつ、丸みを帯びてきた腰のラインとか、スク水特有の影かげが出たお腹なかのあたりのラインとかに、チラチラと視線を送ってしまう俺がいた。

「ほれほれ、クリス、もっと右じゃぞ～？」

「いえ、それでは行きすぎです、左に七十二センチ軌道修正を」

「あらあら、そんな、いつのまにか通とおり越してますよ～？　後ろです、後ろ～」

　ソフィアも雪花もマリーも、クリスのスイカ割りを成功させるつもりは毛頭ないようだ。

「桜子こそ、いったいどういう風の吹き回まわしよ？　インドア派のくせに、今日は海に行くって話にずいぶん積極的だったじゃない」

「え～？　だからこそだよ～、普段水着フィギュアに囲まれて暮らしてるとさ～、たまには生の肌色が恋こいしくなるんだってぇ～」

　茜の反はん撃げきを桜子はのらりくらりとかわしていた。っておい、たぶん乙女おとめでありながら、どんだけな趣しゆ味みをお持ちでいやがるんですか桜子さん？

　そのむこうで、

「はわわわわ～～～っ」

　皆の妨ぼう害がい工作によって混乱の極きわみに達したクリスが、砂に足を取られバタンと前のめりに転てん倒とうする瞬間の叫さけびがこだましていた。

　二番手のマリーは、最初に身体を回された時点で完全に目を回し、敢あえなく撃げき沈ちんした。三番手の雪花は、身体を回されたことなどまったく苦でもない様子でスタスタとスイカへの直線コースを一ミリの狂いもなく直進していった──のだが、あと五歩くらいというところで遠心力に引っぱられるかのように、真横に倒れ込んだ。実はしっかり三半規管をやられていたらしい。

　そしてついに、舞ぶ台たいは整った。満を持して我らが庶しよ民みん代表、野の々の山やま茜先生の見せ場がやってきたのである。

「うぉりゃぁ～、タマ、とったるぅ～っ！」

　こういう遊び事にとことん熱くなれる性格が、平へい衡こう感覚の麻ま痺ひすらも凌りよう駕がする。

「てやぁ～～～っ！」

　加えて動物的とさえいえる野性のカンが、いついかなる状況下でも完かん璧ぺきに獲え物ものを捕とらえるのだ。

　バギョォッ！

　飛び散る赤い汁しると黒い種。幼い頃ころからそんな茜の狩しゆ猟りよう本能の生いけ贄にえとされ、生傷の絶えなかった俺としては、粉ふん砕さいされたスイカに己の残像を見たことは言うまでもない。

「お見事……！　凄いですね、湊殿、茜殿にも騎士になるよう勧すすめてみてはいかがですか？」

「あはは、それもいいかもな……」

　感かん嘆たんするクリスの本気とも冗じよう談だんともつかないセリフに、俺は曖あい昧まいに返すしかない。騎士の仕事は危険だ。就任してたった数週間でそう実感している俺が、ほいほいと茜を引き込めるはずがなかった。だけど、それとはまた別に──茜が騎士になれば、この、姫様と愉ゆ快かいな仲間たちの中にもっと深くまで入れるのかもな、なんていう思いも脳のう裏りを掠かすめないでもない。男心も、ときに複雑なのだ。

　それからみんなでスイカを頬ほお張ばり、時間もちょうどいいのでそのまま昼食に雪な崩だれ込んだ。これだけのメンバーを揃そろえると、ランチタイムでさえお祭りみたいな賑にぎやかさだった。雪花と茜による、至高のお弁当対究極のお弁当対決も勃ぼつ発ぱつし、我々の胃い袋ぶくろ戦線はいとも容易たやすく崩ほう壊かいせしめられたのは、当然の帰結であった。だって、どっちも滅め茶ちや苦く茶ちや美う味まいから、残すに残せないんだよなぁ。

　そして、しばしのんびりと腹を休めた後。午後の部は、ビーチボールを使った円えん陣じんバレーが始まっていた。

「それっ、行ったぞっ、クリス！」

「わっ、ちょっ、強過ぎですよっ……、でぇいっ！」

「きゃぁっ、そんなっ、私には無理ですぅ～っ」

　ソフィアがでたらめなサーブを打ち、クリスが根こん性じようのダイビングレシーブ、跳ねたボールが運よくマリーの差し出した腕に当たりトスが上がる。

　ここでひとつ、重大な発表をしておかなければなるまい。ソフィアたち四人がビキニだということは先ほども説明した。そんなビキニの中に、はち切れんばかりに収められた少女たちのたわわな双そう丘きゆうがボールを追うたび、ゆさゆさと揺ゆれるのである。なんという神秘的な光景だろう。

　バクンッ、バクンッ、バクンッ、バクンッ！

　くぁ～～っ、姫様のおっぱいは騎士のパワーの源に違いない！　楽園とは、今このとき、この場所のことを指す言葉だと、俺は確信した。

　──のも束つかの間、

「いっくぞぉ～湊ぉ～っ、アターックッ!!」

　バシィッと強きよう烈れつな音を立て、茜の必殺のスパイクがよそ見をしていた俺の顔面を直ちよく撃げきする。

「へぶっ!?」

　視界に星々がきらめくと同時に、俺の意識は暗闇に沈んでいった。

　その後も、これでもかっていうくらい、遊び倒した。俺はみんなに砂山を盛られ生いき埋うめになったし、波なみ打うち際ぎわでパシャパシャ水かけっこなんかもした。サンゴ礁の海に潜もぐって、宝石のような色の魚たちを眺めたりもした。そうこうするうちに、時はあっという間に流れ──、日もそれなりに傾き、家にいたらおやつでも食べようかという頃ころ合あいとなった。

「じゃあ湊くん、私たちはもう帰るね」

　唐とう突とつに、桜子がそう切り出したのだった。

「え？　そうなのか？」

「茜もこのあと用事があるんだよね？」

「う、うん。実は家族でこれから外で食事をする約束なの」

　聞かれた茜はあまり気乗りしない様子で答える。

「へぇ、いいじゃんか、茜ん家ちってけっこう外食とかするんだ？」

「それが……、お父さんがいつも忙いそがしいから滅めつ多たにこんなことないんだけど」

「そっか、じゃあなおさらそういう機会は大切にしないとな」

「ん、そうだよね……」

「それじゃあっ、姫様、今日はどうもありがとうございましたっ」

　名な残ごり惜おしそうにしている俺と茜をよそに、桜子は元気よく別れの挨拶を済ませる。

「なんじゃ、ミナトも一緒に帰りたいような素そ振ぶりじゃのぅ？」

「ああ？　いやいや、そんなことはないぜ？」

　ソフィアに言われ、俺は慌あわてて否定したりなんかしていた。



　　　　　◇



　そうして、華はなやいでいた場がいったん落ち着き、皆ぼんやりと目の前に広がる空と海を眺めるだけのアンニュイな午後が訪おとずれた。

　──のかと思いかけたとき、

「ミナトよ、しばし私につきあえっ」

　いつにも増して、ソフィアが強ごう引いんに命令してきたのだった。

「んん？　ど、どうしたんだよ、急に」

「少し歩くぞっ」

「え？　ここじゃダメなのか？　ま、まぁ、別にいいけど……」

　機き嫌げんが悪いようにも見えるが、普段と若じやつ干かん異なるソフィアの態度に胸むな騒さわぎを覚えつつ、俺は平静を装よそおい了りよう承しようする。

「うむ、行こうか」

　今度はちょっぴり笑顔を覗のぞかせたソフィアに促うながされ、俺は砂浜に敷しかれたビニールシートから腰こしを浮かした。



　歩き出してから、時間にしたらまだ五分も経っていないんじゃないだろうか。もともと人のまばらなプライベートビーチだ。少し離れるだけで、驚くほど閑かん散さんとしてくる。ぽつりぽつりと椰や子しの木が生えている海岸線をソフィアと二人っきり、並んでゆっくりと進む。手でも繋いでいたら、もう間違いなく恋こい人びと同士っていうシチュエーションだ。

「ミナト、私の話を聞いてくれるか？」

　おもむろにソフィアが口を開いた。まさか告白!?　さすがにそれはないだろうとわかっていながらも、俺の心臓はバカみたいに早はや鐘がねを打った。

「私とマリーのことなのだが……。それに、私とマリーの母上たちのこともな……」

　やはり違ったか。しかし、これから語られるだろうことは、ソフィアにとってとても重要な内容なのだと察しがつく。俺は無言でソフィアの瞳ひとみを見つめ、小さく頷いた。

「王国の秘宝『運命のルビー』を見つけることが、私たちの王位継けい承しように必要な試練なのだと話したが……、それは正確な説明としては少々足らぬのじゃ」

　ソフィアは自分でも心の中を整理するように、考えながら言葉を紡つむいでいるみたいだった。

「女王になれるのは、私かマリーのどちらか一人、秘宝を先に手にした者だけなのだ。そのように競きそわせ、敗れた方は副女王として補ほ佐さ役やくに回ることに決まっておる」

　俺は軽くショックを受ける。仲の良いソフィアとマリーが、そんなライバルのような関係にあるなんて、普段の生活からは想像もつかなかった。けど言われてみれば、一つの国に女王が二人というのは、それはそれで奇き妙みようなことになってしまうんだろう。

「私とマリーの母上たちが姉妹だというのは聞いておったか？　私の母上は、姉なのだが、現副女王をしておる。別に、そのことについてマリーやマリーのお母上に対して他意があるわけではないぞ？　副女王も立派な王国の責務、私の母上も誇りを持って職務を果たしてきた。私はそれをずっとこの目で見てきたのだ」

　ソフィアの真しん摯しな表情に、嘘うそはないのだろうと感じた。

「しかしな、とにかく、決まりなのだ。たとえ皆で力を合わせて秘宝を探し出したとしても、そのときはどちらかがどちらかにそれを譲ゆずらなければならぬ」

　ソフィアが苦しげに言った。秘宝を見つけたい。でも、見つかってしまったら、過か酷こくな選せん択たくが待っている。今までの二人の関係が壊こわれてしまうかもしれない。だから、見つかってほしくない気持ちもどこかにある。そういう複雑な思いなんだろうことは、容易に推察できた。

「マリーは……、あやつの性格からして、私に王位をあっさりと差し出すのではないかと思えてならぬのだ」

　そうかもしれない。積極的なソフィアと、消極的なマリーだ。誰だれが考えてもそうなりそうに思われた。このとき、ソフィアは──、胸の奥おくに詰つまった何かを懸けん命めいに吐はき出そうとしているように見えた。

「私はっ……、あやつの方が、私などよりも女王にふさわしいのではないかと……！　マリーなら、自然に国民から慕したわれる女王になるであろう。国民にとって、王国にとって、マリーの方が優れた女王なのではないかと、そう思うのだ」

　ソフィアはマリーのことをちゃんと認めていて。ソフィアはシャルスティア王国のことを心から愛している。だからこそ、『女王になる』と考えたとき、自分に自信が持てないのだ。

「ミナトは、どう思う？」

「えっ!?　ど、どうって、何が？」

　ソフィアが聞きたいことはわかったのだが、一応聞き返してみる。

「私には……、女王の資質が、備わっておらぬのだろうか……？」

　俺はいったん目を閉じ、深く息を吸って、吐いた。こんなに真しん剣けんなソフィアに対して、俺も精せい一いつ杯ぱい真しん剣けんに答えなければ。

「は、初めて会ったとき……、ソフィアを見て、なんて可愛かわいい子なんだろう、なんて綺き麗れいなお姫様なんだろうって思った」

　うわっ、恥ずい、これってめちゃくちゃ恥ずいぞっ。ソフィアも、『いきなり何を言い出しておるのだこやつは』って顔で頬ほおをちょっと赤らめている。

「それから少し話してみて……、なんてわがままな奴やつなんだろうって思った」

「……うぅ」

　ソフィアが小さく呻うめく。精神的に弱くなっているのに、キツく言い過ぎたか。俺は急いで先を続けた。

「でも、本当は……、ソフィアはみんなのために、しっかりと自分に与えられた責任を果たそうって思ってるんだな、ってわかってきたよ」

　ソフィアが顔色を窺うかがうように、俺を見つめる。

「数週間一緒に生活してみて……、俺が仕えることになった姫様は、けっこう尊敬できる人間なんじゃないかって……、今ではそう、思ってるよ」

　大丈夫、恥ずかしくなんかない、俺の本心なんだ。これで恥ずかしがったら、ソフィアにだって失礼ってもんだろう。

「こんな短い付き合いの俺がそう思うんだ、ソフィアのそういうところ、みんなにだって絶対伝わってるだろ、だからソフィアが女王に向いてないなんて言うやつ、誰もいないと思うぜ？」

　どうにか俺は、淀よどみなくそれを伝え終えたのだった。ソフィアはしばらく黙だまっていた。

「……ありがとう、ミナト」

　そうして、ようやく口を開く。

「どうしてそなたなぞに、このようなことを相談したのか自分でもわからぬが……、おかげでさっぱりした、ミナトに聞いてよかった」

　酷ひどい言われようだが、ソフィアは本当に重圧から解放されたようないい笑顔を覗かせた。

「そりゃどうも」

　イマイチ釈しやく然ぜんとしないが、まぁ役に立てたのならよしとしようじゃないか。行きとはだいぶ違った待たい遇ぐうで、足取りも軽くなったソフィアを追いかけるように、俺は元の砂浜へと戻ったのだった。



　クーラーボックスで冷やされたペットボトルに口をつけ、喉のどを潤うるおす。緊きん張ちようし、たくさん喋しやべった後の一本は格別だった。

　そこにスッと、マリーが俺の隣に立ったのである。

「ソフィアの悩なやみは解決しましたか？」

「ほぇぇっ!?　なっ、なんのことかなっ!?」

　別に隠かくす必要もない気もするのだが、なんとなくバツの悪さに俺はわざとらしくも白しらをきってみせる。

「ふふ、私たちって、けっこう似たもの従姉妹いとこですから」

　そう言われて、浴室でマリーを慰なぐさめたことを思い出した。この二人のお姫様は、正反対なようで実は思考や行動パターンがそっくりなのかもしれない。

「私はあのとき、ミナトさんの言葉に救われた気がします。だからきっとソフィアも、今日ずいぶんと気が楽になったんじゃないかしら」

　マリーが、慈いつくしむような瞳で俺を見つめる。俺は、そんなマリーをとても美しいと思った。すると、ふと脳裏に浮かんできたソフィアが、『私はどうなのだ？』と問いかけてくる。俺は返答に困る。

　いったい俺は、ソフィアとマリーのどちらに、女王になってもらいたいんだろう。いや、できるならどちらにも女王になってもらいたい。それが偽いつわりのない素直な気持ちだった。けど、それがどうしても無理だっていうなら……、そのときが来たらなるようになる、なるようにしかならないってことなんだろう。そんな先の未来について、今思おもい悩んでもしかたがない。だから俺にできることは、二人の騎士として、二人を守る。それでいいんじゃないだろうか。

「む、マリー、ミナトと何を話しておるのだ？」

　と、今度は実物のソフィアが登場した。

「ソフィアこそ、さっきミナトさんとはどこに行ってたんですか？」

「そっ、それはだなっ、うむむ、どうだったであろうな、ミナト？」

「お、俺に振るのかよっ!?」

「どうだったんですか？　ミナトさん」

　動揺する俺の顔をマリーが覗き込む。

「ふふ」

「うふふ」

　俺を見て、ソフィアもマリーも楽しげに笑った。なんだか二人とも、お互たがいに心の中が通じ合っている、そんな感じだった。

　そして気がつけば、クリスと雪花も、みんな集まってきている。

「なんだか湊殿は、あっという間に私たち四人にとって、なくてはならない存在になってしまいましたね」

　しみじみとした口調で言うクリスに、

「まったくです。姫様お二人のお世話は私一人でどうにかなっても、クリスの面めん倒どうまでは見きれていなかったのが現状ですから」

　雪花がしれっと意地悪なジョークを飛ばす。

「なにぃ～、雪花、それってどういう意味だぁ～っ!?　返答次し第だいじゃタダでは済まないぞぉ～!?」

　挑ちよう発はつに乗って両りよう腕うでを振り上げるクリスを見て全員で笑い合う。俺は、この四人の女の子たちに、それぞれ魅ひかれてしまっている自分がいることに気がついた。

　日もだいぶ傾き、空と海がオレンジ色に染まっている。俺たちはしばし砂浜に並んで、太陽が沈しずみ行く水平線を眺めていた。



　　　　　◇



「さぁ、そろそろ時間もよかろう、これからが本番じゃっ」

　日が沈み、辺りもすっかり暗くなったところで、ソフィアがそう宣言したのである。

「ありゃ？　今日ってやっぱり、ただ遊びに来たってわけじゃなかったんだ？」

「うむ、アシエルの入いれ知ぢ恵えでな。アカネを強制的に不参加とさせるよりも、むしろアカネの友人も呼びあくまで遊びに行くように振る舞った方が、逆に我々の妨さまたげにならぬであろうとな」

「な、なるほど」

　たしかに宝物庫のときみたいに茜に無む茶ちやをされるより、今日の方がずっといい感じだった。拒こばめば意固地になり、受け入れれば素直になる、人の心とは難しいものだ。

「そして、我々はアレを待っていたのだっ」

「アレ？」

　ソフィアが指差した方向を振り返ると、東の空に見事な真円の月が昇ろうとしていた。

「アレって……、満月？」

「そうじゃ、この地図には、そう書いてあったのだからなっ」

　再び着込んでいたパーカーのポケットから、ソフィアはバッとそれを取り出した。

「はい、この地図には古代シャルスティア神官語で、次のように記されていました。『空の女め神がみの真円なる涙なみだ　虚こ空くうに輝かがやくとき　海の女神の使徒　真実の道を照らし出さん』と」

　雪花が解説してくれる。

「なるほど、その詩の前の部分は満月のことだとして、後ろの部分はどうなんだ？」

「まぁついてくるがよい」

　ソフィアたちにはすでに見当がついている様子だった。そうして四人の美少女にいざなわれ、俺がたどり着いたのは──、砂浜が終わり、ゴツゴツとした黒い岩々が露出した海岸だった。

　来るときは、高台に建てられている学園の、横の林を抜けて砂浜に下りて出た。そこからぐるりと迂う回かいして、今ここは学園のちょうど真裏くらいの位置になるだろう。こちら側は、切り立った崖がけになっていたのだ。その断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの一角に、ひっそりと──だがけっこうな大きさでぽっかりと、不気味な洞どう窟くつが口を開けていた。

「へぇぇ、こんなところが……」

　さっきまでのリゾートっぽさから一転、薄うす気き味み悪わるい秘境探検ツアー的なムードに、俺は思わず声が上ずってしまう。

「奥が深く迷めい路ろのように入り組んでおるゆえ、島の人間でさえ近づかぬよう言われておる立入禁止区域じゃ」

　ごくり、と俺は喉を鳴らす。

「まさか、ここに入るのか？」

「まさかもなにも、このようなところにまで来た意味など一つしかなかろう？」

　当然拒きよ否ひ権けんは無く、俺たちは満まん場じよう一いつ致ちで洞窟へと足を踏ふみ入れることとなったのである。

　おもしろいことにこの洞窟には、中央を地下水脈のようなものが通っていた。大きな川のようになっているのだが天てん井じようもあるわけで、構造的には下水道のような感じだろうか。海水が流れ込んできていて、洞どう窟くつ内ないでも磯いその香かおりがする。その流れに沿って俺たちはその脇わきの、道のようになっている岩の地面を進んでいく。

　ちょうど満月が昇る時刻になるのを待ってここに来たのだから、もう夜である。というよりもそもそも、太陽の光が届かない世界なのだから真っ暗なはずだ。にもかかわらず、俺たちは苦労もせず行軍できている。なぜか？

　その答えは、俺が担がされてきたショルダーバッグの中に詰まっていた。なんのことはない、ただ単純に懐かい中ちゆう電灯が用意してあった、それだけなのだが。しかしそれ以外にも、もうひとつ微び弱じやくな光源があることに気付く。洞窟内を流れる海水の中で、無数の小さな何かが光を放っていた。

「な、なぁ、あれって何なんだ……？」

　目を凝こらして尋ねる俺に、

「発光するプランクトンやクラゲですね。海の生物には、こうして自ら光を発するものたちが、けっこういるんですよ」

　マリーが愛いとしいものでも眺めるように、少しうっとりとした表情で答えた。

「異常発生なのか、あるいは己の意思でここまで集まってくるのか知らぬが……、どうやら満月の夜にだけ、この洞窟の中でこの現象が見られるようじゃな」

　さらにソフィアが、まるで教育番組のナレーターのような声こわ色いろで続ける。

「な、なんでそんなことがわかるんだよ？」

「なぜならこれが、ミナトが訊きいておった詩の後半部分じゃからな」

　すまし顔でソフィアが言う。

「『空の女神の真円なる涙　虚空に輝くとき　海の女神の使徒　真実の道を照らし出さん』……、この発光プランクトンたちの導きによって、迷路のような洞窟の正しい道筋が指し示される、そういう意味であろう」

　まったくそのとおりだった。いくつにも枝分かれした深く暗い洞窟の中で、そのうちの一本の道だけが、常に発光生物の青白い光で照らし出されていたのである。



　かれこれ一時間近く、そんなふうにして進んできただろうか。ここまではすべて、自然のままの姿の岩がん盤ばんに囲まれた世界だった。ところが今、俺たちの目の前には、明らかな人工物と思われるものが立ちはだかっていた。

　石でできた、大きな扉とびらだった。またおなじみの、古代シャルスティア王国神官語とおぼしき文字が刻まれている。

「「「「地下神しん殿でん……」」」」

　読める四人の声がきれいに重なった。皆、目を見合わせる。ついに来た。今度こそ、ここに、あるのだろうか……？　秘宝ってやつが……。全員に緊張の色が見て取れた。そんな中、おもむろにクリスが口を開いた。

「開けましょう」

　これまたもうお決まりとなった感のある力仕事要員──俺とクリスの二人がかりで、扉に張り付くように全体重をかけ、ゴリゴリと石と岩の擦こすれる音を聞きながら押おし開ひらいてゆく。

　そこは──、広い広い、空洞だった。学園の校舎が丸々一個くらいは入りそうなスペース。

「とりあえず明かりを点つけます」

　冷静に雪花が必要な作業をこなしていく。ここにも、あの学園内の宝物庫と同じように、松明たいまつを掲かかげた灯火台が等とう間かん隔かくにいくつも設置されていた。

　懐中電灯の頼たよりない光が要いらなくなったところで改めて周囲を見回してみると、俺おれたちが立っているのは、剥き出しの岩の地面ではなかった。入ってきた扉から真まっ直すぐに、石いし畳だたみが敷かれていた。その左右に並ぶ松明に、さらに火を灯ともしながら進んでいく。

　すると、奥の中央突き当あたりに、祭さい壇だんらしきものが見えてくる。だがそれよりも、目を引く建造物があった。三メートルくらいの大きさの石像が三つ、正三角形の頂点を成す配置で、祭壇を取り囲むようにたたずんでいた。

　女神の像が二つ……、これが噂うわさの、空の女神と海の女神ってやつなのだろう。そしてもう一つ、祭壇の真後ろに、男神の像が威い圧あつするように正面を見み据すえていた。

「シャルスティア王国神話には、空と海の女神とあともう一神、火の山の神がいるんです。女神様二人は、どちらも火の神様の妻なんですよ」

　しばし釘付けになった俺に、マリーがやや恥じらいがちに教えてくれる。夫ふう婦ふの神様ってところに反応しての赤面なんだろうか？　マリーのこういう純情っぽさって、いいよなぁ。

　ん～、ていうか、この火の神様ってつまり、奥さんが二人いるってことか？　なんてうらやまけしからん……、まぁ神様だからいいのか？　ああ、マリーもそこに引ひっ掛かかりがあって恥ずかしがってるのか。などと俺が頭の中で自問自答していると、

「かつてのシャルスティア王国王族はその神話の影えい響きようで一夫多妻制が認められておってな。昔から代々我わが王族には、世代毎ごとにほぼ必ず女性が二人生まれるのだが、その二人から同時に見み初そめられた騎士が、二人の夫となり、王となる事例が多かったらしいのぅ」

　ソフィアが続けて説明を付け加えてくれる。

「実は……、私たちのお母様と、ミナトさんのお父様も、そういう関係に近かったみたいなんです……」

「んなっ!?」

　虚きよをつかれたというか、本気で驚いてしまった俺は、大おお袈げ裟さに『な、なんだって～!?』と叫ぶことができなかった。あのバカ親父に、そんなモテモテ伝説があるなんて、この国はやっぱりどこかが間ま違ちがっている。

「しかしここ百年ほどの間に、そのような男女の在り方が我が国でも倫りん理り的てきに問題視されるようになってな……、さすがに私たちの母上の時代には、それが許されるような風潮ではなかったのだろう」

「ですから、ミナトさんのお父様はご自分から身を引き、王国を出て行かれたそうですよ」

　えええええ～～～っ!?　いや、それ絶対、昔を語る中年にありがちな、美化入ってますから！

　だって俺の親父は、死んだ母さんとラブラブだったっていつも自じ慢まんげに話してたし……。あれ？　でもそれって、俺の母さんと出会う前の話なのか？

　だとすると親父は、愛した女性と永く一緒にいられない、不幸な巡めぐり合あわせのもとに生まれた悲劇のヒーロー……？　いやいやいや、ないないない、ああダメだ、なんだか混乱してきた。

「さぁさぁ、神様の話はこれくらいにして、とっとと秘宝ってやつを探すのが得策なんじゃないのか～？」

　俺は頭を振って雑念を払いのけ、みんなに重要な事こと柄がらを思い出させてあげることにする。と言っても、この広い地下神殿ではあるが、大事な物を保管しておく場所がそんなにいくつもあるとは思えない。まず一番怪あやしいのがあの祭壇──、ってかぶっちゃけ、そこくらいしか見当たらない感じだ。他の四人も同じように考えたのだろう。全員が一いつ斉せいにそちらに視線を向けた。

「王国の秘宝『運命のルビー』は、そもそも火の神を象しよう徴ちようする宝石じゃ。その火の神の像が祭られた祭壇、これは相当期待できるであろう」

　興奮気味にソフィアが薀うん蓄ちくを披露する。と、そこで、気付く。祭壇までの距きよ離りがあと五メートルほど。そこまでの間に、左右に三体ずつ、合計で六体。日本の神社に、狛こま犬いぬってあるよな。それを彷ほう彿ふつとさせる石像が立ち並んでいた。サイズは人間大なのだが。神殿内にあるのだから、神聖なもののはずだ。だけどそれらは、なんだか禍まが々まがしい風ふう貌ぼうをしていた。翼つばさの生えた爬は虫ちゆう類るいのような頭の怖おそろしい魔ま物ものの姿──ガーゴイル、ってやつなんだろうか？

　不意に、ざわっと背筋を冷たいものが駆かけ抜けた。あのときの宝物庫での、骸がい骨こつ騎き士しが現れた瞬間に体験した感覚に酷こく似じしている。ここは、魔ま法ほうの島、シャルスティア王国。聖域を守護する役目を担になう石像が、ただの飾かざりであるはずがない。

　来る。

　ギギ……ギ……。

　石像が変へん貌ぼうしてゆく。冷たく乾かん燥そうした質感に、血肉が通っていくかのように──鱗うろこのような皮ひ膚ふが光こう沢たくを放ち、目がギロリとこちらを睨んだ。

「クェェッ!!」

　一匹ぴきが咆ほう哮こうする。

　バサァッ、バサバサッ！

　それを合図に、ぶわっと、六匹が一斉に翼を広げ、宙に舞い上がった。鍾しよう乳にゆう石せきが垂れ下がる洞窟内、俺たちの頭上を旋せん回かいし、明らかに臨戦態勢だ。

「これは……、マズいですよ、我々の戦せん闘とう能力を大きく超こえていますっ！」

　クリスが抜ばつ刀とうしつつも戦せん慄りつし叫ぶ。

「三人は早く、俺とクリスの後ろにっ！」

　俺も突とつ然ぜん降ふって湧いたようなこの窮きゆう地ちに、一いつ瞬しゆん遅おくれて盾になる覚悟を決めた。

　刹せつ那な。

「ギョォォォーッ！」

　魔物も気を利きかせてというか、読まなくていい空気を読んで一匹が、俺に狙いを定め急降下してくる。

　ガァンッ！

　その鋭い爪つめを長剣で受ける。すると相手は再び舞い上がり、こちらに反撃する隙を与あたえない。そしてあちらの戦力は、俺とクリス二人の三倍。敵が愚おろかでないならば、数的優位を活いかしてくるだろう。かくして、二度目の攻勢は──まず先せん陣じんを切って一匹が迫り、その背後から二匹目三匹目が波状攻撃を仕掛けてきた。

「ぬあぁっ、でぇいっ！」

「くぅっ、このぉっ！」

　ガンッ、ギンッ、ガンッ、とけたたましい金属音が鳴なり響ひびく。なんとか互いにフォローし合って、無傷で跳はね返した。

　だが、今の攻こう防ぼうで、絶望的な感かん触しよくが手に残ってしまった。俺の剣は、魔物の胴どうを確かに捉とらえていたはずだ。脇わき腹ばらに一撃入れてやったのだ。にもかかわらず、相手は余よ裕ゆうでまだ飛び回っている。手応えは、まさに石像を叩いたようだった。

　こちらの攻撃は、ダメージを与えられない。やつらは数に任せて飛び込んでくるだけなのに、そのうち俺とクリスは体力を消耗し……。詰んだ。今度こそ全ぜん滅めつだよ、俺たち。もうその場に座すわり込みたい気分になったそのとき、

「凍いてつかせよ　陣じん雲うん成す水の粒りゆう子し　絶え間なく満たす世の理　滞たい留りゆうせよ　無限なる水の壁かべ我らが母　海の女神の名のもとに　湧き出いでよ　揺るぎなき奔ほん流りゆう　結けつ封ぷう　海嘯母神障壁ポロロクイアル・テナリオ！」

　静かに、だが力強く、俺とクリスの背後でマリーが詠えい唱しようしていたのだ。パァンッ、空気が炸さく裂れつするような音を立て──、

「ギャォーッ！」

「グェーッ、グェーッ！」

　襲おそいかかろうとしていた魔物たちが空中で弾かれる。目を凝らすと、ドーム状の水の膜まくのようなものが、俺たちの周囲を覆っていた。

「マリーが防ぼう御ぎよ結界を張った！　これであやつらは当分、私たちに一歩も近付けぬはずじゃっ！」

「ソフィア様、一応の安全は確保されましたが、状じよう況きようは膠こう着ちやくしています。私たちもこの中から動くことができません。どうするお考えですか？」

　解説するソフィアに対し、雪花がさらにその先の一手を尋ねる。

「それはもはや、あれしかなかろう」

「あれですか」

「あれですね」

「やはり、あれしかありませんか」

　またしても四人の共通理解に基もとづいて合意が下された。俺だけがいつも蚊か帳やの外だ。

「というわけじゃ、ミナトに火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになってもらおう！」

　どういうわけなのかも、何になるのかも、さっぱりわからないのだが。まぁ、どのみち俺に拒否権はないのだ。それに現状がすでに最悪なんだから、どう転んでもこれ以上の窮地に陥おちいるとも思えない。

「おう、やってやるよ、矢でも鉄てつ砲ぽうでも持ってこいってんだ！」

　しかしながら、開き直る俺に与えられたのは、そういった凶きよう器きとは正反対の代しろ物ものだったのである。

「ではミナトよ、私とマリーの前に向かい合って立つのだ」

「ミナトさんはもう一度経験していますもの、心配要りませんよね」

「へ？　な、何をだい？」

　訝いぶかしがる俺に、マリーがさらに説明してくれる。

「火山神が騎士の身体に降臨するための儀ぎ式しきです。私とソフィアを海と空の女神に見立て、その二人から祝福を受けた騎士は火山神の化け身しんとして、超ちよう常じようの力を発揮できるようになるんです」

　なんといおうか、どこまでもマジカルな設定だな、この国は。だんだん俺も慣れてきた──かと思ったら、今回は俺自身にその効果が現れてしまうのか!?

「それって、あの転校初日にやったやつ……」

　ソフィアとマリーの、ちちち、乳に手を載のせてほっぺにチュウされた、あの強烈に脳裏に焼きついた出来事。こうして思い出すだけでも、まさにヘヴン状態な気分になってきちゃうんだぜ？

「そうです、神しん託たくの騎士就任の儀ぎは、神話的な意味を取り入れてつくられているんです」

「あのときは形式的なものであったが、今度は詠唱つきで本格的じゃ」

　まぁ俺にとっては違ちがいはよくわからなそうだけどな……。

「あ、もしかして、俺、変身とかしちゃうのか!?」

　だとしたら、えらい違いだ。

「さぁな」

「さ、『さぁな』ってそんな無責任な……」

「私たちも、実際に見たことはないものですから」

　なるほど……、ってつまり、いきあたりばったりの、いきなり本番勝負ってことか!?

「二度目でもあるし、このような緊きん急きゆう時じゃ、は、恥ずかしがっている場合ではないぞっ？」

「え、ええ、そうですよね、それではミナトさん……」

　さすが、姫ひめ様さま二人は言うが早いか、すっかり神聖な雰ふん囲い気きを漂ただよわせ始めている。俺は、やっぱり少々どぎまぎしながら、ソフィアとマリーの胸むな元もとに左右の腕うでを伸ばした。ふよん、と触ふれる至福のやわらかさ。カァーッと身体が熱くなるのかと思ったら、なぜか涼すずしい一陣の風のようなものが駆け抜ける。そして二人は目を瞑つぶり、俺の耳元に顔を近付けて囁ささやく。

「我は天空を司つかさどる乙女なり」

「我は大海を司る乙女なり」

　歌うようにきれいな声なのだが──、

「「戦火巻き起こりて　我に降りかからんとする害意あり　汝なんじ　我の永遠の半身として　我が剣となり　我が盾たてとなり　我が仇きゆう敵てきを滅ほろぼさんことを誓うや？」」

　荘そう厳ごんで、威圧されるような迫はく力りよくがある。俺の意識が一いつ瞬しゆん飛ぶ感じがした。

「誓わん　我は噴き上げる炎ほのおを司る勇者なり」

　俺の口を何者かにジャックされたような、そんな感覚。吐き出された声も、本当に俺なのかってくらい、低くてよく通る声だった。

「「ならばよし」」

　俺の答えを受けて、ソフィアとマリーが、俺の口元にごく近い頬に、唇くちびるを押し当てる。しっとりと、ふわりと、突き抜けるような快感。直後──、

　ブォォォッ！

　まさに業ごう火かが吹ふき上げるかのような──真しん紅くのオーラが、俺の全身から放出されたのだ。力が、みなぎってくる。圧あつ倒とう的てきなエネルギーが、人間というちっぽけな器しか持たない俺の身体の中で、暴れまわっている。

　これは、この感覚は……。強烈な、デジャヴを感じた。クレープ屋で、ソフィアが暴漢どもに辱はずかしめられそうになったときに覚えた興奮。そして、解放されたリミッター。まさか、あの時の力はこれの片へん鱗りんだったのか……!?

「おおっ、なんと勇ましい！」

「素す敵てきです、ミナトさん」

「なんじゃ、思ったより地味じゃな」

「どうですか、口から火は吹けそうですか？」

　クリスとマリーはいい。素直で可愛らしいコメントだ。ソフィアと雪花とは、一回納なつ得とくのいくまで小一時間、それがＭ‐１グランプリで優勝できるボケなのかどうか話し合う必要があるだろう。だが、とにかく今は先に、目の前の難敵──ついさっきまではそうだったもの、を片付けなければならない。

「やれる、これならやれるぜ、絶対！」

　魔物六匹では、おそらく少なすぎる。一個大隊、いや一個師団をも今なら壊かい滅めつせしめられる、そんなイメージ。

「あれ？　でも俺のこの状態って……、空、飛べるのか？」

「おそらく無理であろうな」

　さらっとソフィアが言ってのける。ダメじゃん。魔物たちはいまだ我がもの顔がおでキィーキィーと鳴きながら、宙を制圧している。

「な、なぁソフィア、空の女神なら、空を飛べる魔法だってあるんじゃないのか？」

「もちろんある。だがそなたにかけるというなら、いきなりは無理じゃな。自由に飛べるようになるまで、コツを掴つかむのに相応の時間が必要であろう」

　終わった。今度こそ本当に打つ手なしか。いや、ならばいっそのこと、無理を承知でやはり俺が空を──！

「まぁ任せるがよい、すぐにあやつらに手が届くようにしてやろう」

　玉ぎよく砕さいの覚悟を決めかけていた俺に、ソフィアは自信ありげにウィンクしてみせた。

「翼を持って生まれたことを後こう悔かいするがよいっ！」

　そして頭上のガーゴイルたちに言い放つ。

「暴ぼう虐ぎやくなる輩やから　屈くつ服ぷくせよ　我らが母　女神の怒いかり　逆巻き　嬲なぶり　翻ほん弄ろうせよ　風の牢ろう獄ごくに繋ぎ　帰順せしめよ　破陣竜旋疾風エスパデイアル・ルシユツト！」

　言葉で表現するのは簡単だ。この空間全体に、竜たつ巻まきが荒あれ狂くるった、ただそれだけ。本来無風であるはずの地下の空くう洞どうに、ソフィアが呼び出した。自然現象すらも捻ねじ曲まげる、力。マリーの結界がなかったら、俺たちもただでは済まないだろう。この二人の魔法は、実に頼たのもしい。でも、もしこれが味方の能力でなかったら、と思うとぞっとする他ない。

「今じゃっ、ミナトッ！」

　などと感かん慨がいに耽ふけっているときではなかった。ソフィアの叫びに呼応して、俺は地を蹴る。単身で結界内から飛び出していた。そうまさに、人間の速さじゃない。俺自身もまた、奇妙な運命のいたずらで、人外の化物──そんな力を手にしてしまっているのだ。

　突とつ然ぜんの暴風で翼が機能しなくなった魔物たちは、落下し、地面に叩きつけられていた。しかしダメージ自体は皆かい無むといった様子で、次々と起き上がり戦闘態勢を整える。その鋭するどい鉤かぎ爪づめは、人間の皮膚など造作もなく引き裂さくだろう。その強きよう靭じんな鱗は、人の手によってつくられた刃は物ものなど歯し牙がにもかけず跳ね返すだろう。だが今の俺は違う。

　ガキィンッ！

　素すの左ひだり腕うでで──正確には腕を包つつむオーラで魔物の一いち撃げきを弾はじき、右みぎ腕うでに掲げた長剣を振り下おろす。

　ザシュゥッ！

　すっぱりと、竹を割るように一刀両断した。刀身も真紅のオーラを帯びている。残りも物の数ではなかった。神速で間合いを寄せ、斬きる。斬って斬って斬るのみ。計っていたわけではないから正確にはわからないが、全すべてを片付けるのに三十秒かからなかったんじゃないだろうか。

　辺りには砕くだけた石の塊かたまりが、ごろごろと転がっているのみだった。やはり魔法で仮かり初そめの生命を与えられていたのだろうか。倒たおされると魔物たちは石像だった元の性質に戻もどるらしかった。

　フゥーッと大きく、俺は肺に溜たまっていた空気を吐き出した。全身の緊張が一気に弛し緩かんする。赤いオーラの光が弱まり、ついには消えた。その途と端たん、

「いでっ!?　痛いででででぇっ!?」

















　身体からだ中じゆうの筋肉が悲鳴を上げ始めたのだ。骨からも、ミシミシと音が聞こえるような気がする。

「ああ、やはりそうなるであろうな。魔法で強化されていたとはいえ、ミナト自身はミナトのままであるゆえ」

　なんだか嫌いや味みっぽく、ソフィアが嘲ちよう笑しようするみたいに俺を一いち瞥べつする。

「普段から鍛錬を怠おこたっていなければだいぶマシなのでしょうが、湊殿どの程度の日々の鍛きたえ方かたでは……」

　げぇ～っ、クリスさんってば、こと修しゆ行ぎよう的な話になると、言うことがキツいぜぇ～っ。

「まぁまぁ、とにかく皆が無事でなによりでした」

　マリーが唯ゆい一いつ、労ねぎらいの言葉のようなものをかけてくれる。見ればマリーが張った結界もすでになくなっていた。

「いや～、それにしてもシャルスティアの姫様たちの魔法の力って、めちゃくちゃ凄すごいんじゃないか？　こんな力を無む闇やみやたらと使えたりしたら、マズいんじゃね～の？」

　活かつ躍やくしたはずなのに、なぜかバツの悪い思いをさせられ、半ば誤魔化すように俺は話題を逸そらすことを余よ儀ぎなくされる。

「そのとおりじゃな。かつて中世のスペインが無敵艦かん隊たいを名乗ることができたのも、我が王国の助力あっての話だというからのぅ」

　そんなことはまったく期待していなかったのだが、ソフィアが日本の世界史の教科書には記き載さいされていない新説を披露してくれた。

「はぁっ!?　それってつまり、シャルスティア王国の姫ひめが、スペイン艦隊に乗ってたってのか!?」

「ええ、王国の自由と引き換かえに、一国の王女が傭よう兵へいまがいの立場を強制された時期もあったらしいですね」

　世が世なら自分がそんな目に遭あっていたかもしれない、といった風情ふぜいでマリーも解説に加わる。

「しかしさすがに、そのような属国扱あつかいに我が慢まんならなくなり、戦争覚悟で手を切ったのだそうな」

「そのすぐ後に、シャルスティア王国王女が乗らなくなった、スペイン無敵艦隊はイギリス海軍に敗れたんだそうです」

　なんだか壮そう大だいな栄えい枯こ盛せい衰すいの物語を聞かされ、しんみりしてしまったところで……、

「はっ!?　そういえば、秘宝はっ!?」

　クリスがたった今目を覚ましたかのように叫んだ。

「そうであった」

「そうでしたわ」

「そうでしたね」

「そうだったな」

　全員、忘れていたのだ。俺たちはまっしぐらに祭壇へと殺さつ到とうする。いかにも大切な物を載せますって感じの台座の上に──、あっけないほど簡単に、無造作にそれは置かれていた。金属製の宝石箱のような物、どう見てもこれに間違いないって感じだ。

「ミナト、開けてみるがよい」

「お、俺がかっ!?」

「お願いします、ミナトさん」

　そうか、ソフィアかマリーのどちらかが開けて、その中の秘宝を手にしてしまったら、そこで次期女王が決定してしまうのか……。だからまずは俺が、ワンクッション置く形で確かめるべきなのだ。

　ゴクリ、と俺は喉を鳴らして唾つばを飲み込んだ。手が震ふるえる。こんな重要な役目を俺が引き受けてしまって、本当にいいのだろうか？　俺は自信なく皆を見回した。こくん、とソフィアも、マリーも、クリスも、雪花も、俺を見つめ、しっかりと頷いてくれた。皆が、俺の勇気を奮い立たせてくれる。ええいままよ、っと俺は覚悟を決め、箱に手をかけると一気に蓋ふたを開けた。箱の、中には……、

「めが……ね？」

　眼鏡──古びた感じで凝ったレリーフが施ほどこされた金属製のフレーム部分に、宝石が散りばめてあったりはするものの──そうとしか表現できない形状のものが、入っていた。

「これが『運命のルビー』……なわけはないよな……」

　俺は、それをなぜか躊ちゆう躇ちよなく取り出し、そうするのがさも自然であるかのように、装着してみせる。まるで、そのマジックアイテムの魔ま力りよくによって、操あやつられてしまったみたいに。そう、これだって、シャルスティア王国の秘宝のひとつであることには違いないんじゃないだろうか……？

「ふふっ、ミナトよ、そういう怪しげなものが妙みように似合うのぅ？」

　ソフィアにバカにされ、何か言い返さねばと振ふり返かえった俺の双そう眸ぼうに映った光景は──、この世のものとは思えない、地上の楽園だった。

　おおおおおおっ!?

　白い、雪のように白い肌はだに、今日の水着の日焼け跡あとが、信じられないほどエロティカルなコントラスト。そして、神が創つくりたもうた至高の芸術ともいうべき美しい双丘に、薄うすいピンクの……ぽっちが二つ、モロだ……。

　ふしゅぅ～～～っ、力が、みなぎってくるぜ～～～っ！

　これはいったい、どういうことなんだ!?　俺は、幻まぼろしでも見ているんだろうかっ!?　そう思い俺は急いで隣となりに目を移してみる。

　──マリーもっ！　この視覚だけでも伝わってくるふんわり感、やっぱり身体中の柔やわらかさはこの中で一番なのかっ!?

　ふぉぉっ、さらにパワー倍増だぁ～～～っ！

　──クリスもっ！　こっちは逆に引き締しまった筋肉に支えられた肢し体たいがっ！

　──雪花もっ！　とどめは成長途と中ちゆうで時を止められてしまったかのような背徳的な裸ら身しんがっ！

　つまり、四人とも一糸纏まとわぬ生まれたままの姿で今現在、俺の眼前に降臨しているのである。と、この眼鏡の入っていた箱を手に取ってしげしげと眺めていた雪花が、ふと顔を上げた。俺と視線の合った雪花は無表情のまま、そそっと自分の胸と股こ間かんを両手で隠す。

「これは、つまらないものをお見せしました」

「うむ？　雪花、何を言っておるのだ？」

　ソフィアが尋ね、マリーとクリスも首を傾かしげる。

















「いえ、この箱に、『透とう視し鏡』と書かれていたものですから……」

　すべての謎なぞは解かれた……。納得した、俺すげー納得したわ。しかし他の三人はまだ、しばしその意味を捉えかねているようだった。一拍ぱくの間を空けて──、

「ミナトォ～～～ッ!?　それはつまり、そなた今、全部見たということかぁ～～～っ!?」

　鬼おにの形相で、ソフィアが俺を睨みつけた。マリーとクリスも、はっとしたようにたちまち頬を真っ赤に染める。ちょうどそのとき、俺の全身を駆け巡る血流の速度は、臨界点に達したのだった。

「これぞ、王家の神秘!?」

　プシュゥゥゥッ！

　溜め込まれた力が爆ばく発はつする寸前に、小さな穴が開いて空気が抜けていくような……。

　シャルスティア王国に来てから、鼻血を噴ふいて倒れるのは、早くも二回目を数えた。

「ミナトさんっ!?」

「湊殿!?」

「湊様っ!?」

「こっ、今回はハズレじゃったが、次じゃ次っ、『運命のルビー』なぞちょちょいっと見つけてやるぞぉ～～～っ!!」

　恥ずかしさを吹き飛とばそうとでもするかのように、ソフィアの宣せん誓せいが轟とどろいたのだった。



　　　　　◇



　ザァ……ザザァ……。

　なんだろう？　遠くから、波の音が聞こえる。

「……と、みなとっ」

　美しくて、どこか懐なつかしい声が聞こえる。

「ミナトッ、いい加減に起きるがよいっ！　眠ねむりこけてごまかす気か!?　それで許されるとでも思うておるのかっ？」

　ペチペチと、俺の頬ほっぺたを叩く柔らかい手のひらの感触。あれ？　この感じには覚えがあるぞ、俺？

　ばちっと目を開くと──、まだそこは暗い洞窟内で、俺はマリーに膝ひざ枕まくらをしてもらいながら寝ねそべっていた。もちろん、俺を小こ突づいていたのはソフィアで、クリスと雪花も見守ってくれている。

「私たち四人は、みな、花も恥じらう乙女なのだぞっ!?　その清らかな、はっ、裸はだかを見おってっ！　ミナトそなた、全員の責任を取れるとでもいうのかっ!?」

　ソフィアは顔を紅潮させたまま、なおご立腹であらせられるみたいだ。

「それにつきましてはソフィア様、ひとつ策がございます」

　すると雪花が、敵を陥おとしいれようとする軍師のような雰囲気で口を開いた。

「ミナト様、シャルスティア王族には、かつて一夫多妻制が許されていたという話は、先ほど聞かれましたね？」

「ん？　ああ、それが何か？」

「その制度を今一度復権し、ソフィア様とマリー様お二人と、ミナト様がご結けつ婚こんなさればいいのです。王女二人が同一の男性の妻になったときにだけ、シャルスティア王国では例外的に女王ではなくその配はい偶ぐう者しやたる王が最高権力者となる決まりですから」

「まぁっ、そうするとミナトさんが王になるんですね」

　マリーがパァッと輝くような笑顔を見せる一方、

「な、何を言っておるのだ雪花!?　確かにそうなれば女王だの副女王だの気にせずに済むが……、それはまずかろう！」

　ソフィアは至し極ごく常識的な反応で、狼ろう狽ばいし異を唱えた。

「それではソフィア様だけ責任を取ってもらわないということでよろしいですか？」

「うぐ、いや、それは……」

　ところがすぐさま意地の悪い切り返しを受け、口ごもってしまう。

「満場一致で可決ですね。湊様、その際には、ぜひ私も付属としてお引き取りください」

　さらにさらりと、雪花はなかなか過激な発言を織り交ぜてくる。

「そっ、それでは私もっ」

　仲間外れになるのを嫌いやがる子供のような焦った感じで、クリスまでが便乗した。

　だがしかし、ちょっと待ってほしい。なんでこの議論、一番の当人であるはずの俺が置き去りにされてるんだ？　みんな、冗談とも本気ともつかない表情で、会話を勝手に進行しているんだが……。これはもしかして、俗ぞくに言う、ハーレムってやつじゃないのか？

　この島に来るのを初めすごく嫌がっていたやつがいた気がするんだが、それはきっと俺の記き憶おくの誤りだろう。この島──シャルスティア王国こそ、地上に残された唯一の楽園にちがいない。

　ちょっぴり生命の危険があって、色々とドタバタしてばかりだけど、美少女四人──あれ、ここで茜のことをスルーしてもいいのだろうか──に囲まれたこんな生活も悪くない。せっかくだから、この美しき姫ひめ君ぎみたちを守る騎士ってやつをもっと全力で頑がん張ばってみてもいいんじゃないか、なんてこっそりと決意する俺がいるのだった。










　　　エピローグ





　地下神殿の数か所に設置された隠しカメラによって映し出だされた光景を、モニター越ごしに眺ながめている者たちがいた。

「やりましたな」

「まずは第一段階成功といったところですわね」

「伝説の存在である火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの映像を収めることができ、研究者冥みよう利りに尽つきるというものです」

「今後も火山神顕現騎士ヴオルカエクエス顕けん現げんの儀式を繰くり返させることで、より安定して強力な力を引き出せるようにしていかなければなりませんがね」

「しかし、やはり思った通りでしたな。王女二人にナギトの息子むすこ、実に相あい性しようは良さそうだ。王女に対する性的興奮が発動の鍵かぎとは、まさに若い者同士でなければ、こうもスムーズには運ばなかったでしょうな」

「全校生徒の前での最初の儀式、クレープ店での襲しゆう撃げき、そしてこの透視鏡……、すべては彼の力を引き出すために用意したのですからね。おまけに、パーティー時のアクシデントや宝物庫での媚び薬やくなど、こちらが仕組んだわけでもない効果的なイベントまで発生するとは」

　各おの々おのが勝手な感想を口にし合う。

「さらなるパワーアップを期待したいものです。現状ではまだまだ物足りません」

「あれほどの力を見せられてもですか」

「それだけ、我々の目的が大それたものだという証明ですわね」

　少しうわついていた場の空気が、急速に真しん剣けん味みを増し、静せい寂じやくに包まれる。

　彼らが挑いどもうとしているのは、人には許されざる、神の領域への侵しん犯ぱん。聖なる神殿の眠りを穢けがした罰ばつが、彼らに下ることはあるのだろうか。

　そして、己おのれの意志ではなく巻き込まれた者たちに、その累るいが及およぶことは……。



ＥＮＤ










　　　あとがき





　ふらふらと人生という迷路を巡り巡ってようやくここに辿り着きました。初めまして、糸いと緒お思し惟いと申します、よろしくお願いします。本編をお楽しみ頂ければ幸いです。わ～いやった～と三時間小躍りしたいところですが、頁数の都合上自粛しまして、謝辞へと。

　転機となった同人ゲーム製作でグラフィックを担当してくれたＴさん、Ｉさん、Ｈさん。この作品の原案において欠かせない助言をしてくださったＪさん、Ｏさん。最初期プロットの貴重なモニターとなってくれたＮさん、Ｉさん、Ｋさん。日常生活を支えてくれた友人のＣさん、Ａさん。ずっと僕を応援し続けてくれた妹。本作を的確に完成まで導いてくださった担当の南部様。姫様たちヒロイン陣は当然のことながら、湊みなとの想定外のカッコ良さに思わず惚れそうになるほどの、素晴らしいイラストを描いてくださった三さん色しよく網あみ戸ど。様。そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様に、心より御礼申し上げます。

　それでは、二巻が出せることを祈りつつ、新たな妄想の旅へと出発してきます。キリッ。あ、あとオンラインゲーム内で「糸緒、仕事しろ！」と言われるのが夢です。
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